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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

Ⅰ　

家
元
の
正
統
性
と
し
て
の
「
血
脈
」

　

１　

千
家
の
初
期
の
系
譜
を
め
ぐ
る
血
脈
の
問
題

　

（
１
）
は
じ
め
に

　

日
本
の
伝
統
芸
能
や
伝
統
芸
術
な
ど
の
文
化
領
域
で
は
、
家
元
と
い
う
存
在

に
よ
っ
て
、
そ
の
技
芸
が
長
ら
く
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
象
が
み
ら

れ
る
。“
伝
統
”
と
い
う
か
ら
に
は
、
長
年
そ
の
技
芸
が
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
技
芸
を
伝
承
し
て
き
た
代
々

の
家
元
と
い
う
存
在
が
あ
れ
ば
、
そ
の
“
伝
統
”
は
信
じ
ら
れ
や
す
い
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
た
め
、
茶
の
湯
な
ど
の
“
伝
統
”
の
世
界
で
は
、
技
芸
の
伝
承
と

と
も
に
、
家
系
に
よ
る
権
威
の
継
承
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。

　

表
千
家
、
裏
千
家
お
よ
び
武
者
小
路
千
家
の
三
家
に
わ
か
れ
て
存
続
し
て
い

る
千
家
は
、
千
利
休
の
直
系
の
子
孫
の
家
と
し
て
、
ま
た
、
茶
の
湯
の
家
元
と

し
て
、
現
在
も
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。
千
利
休
以
来
四
世
紀
以
上
に
わ

た
っ
て
千
家
の
家
系
が
連
綿
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
連
続
性
が
、
茶
の
湯
家
元
と
し
て
の
正
統
性
の

根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。
技
芸
の
伝
承
と
家
系
の
継
承
と
は
、
本
来
別
物
で
は

あ
る
が
、
往
々
に
し
て
一
体
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、

家
系
の
連
続
性
は
、
技
芸
の
伝
承
性
へ
の
信
頼
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
家
系
が
流
祖
に
さ
か
の
ぼ
る
血
脈
を
受

け
継
い
で
い
る
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
の
権
威
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
千
家
の
、
そ
の
綿
々
た
る
家
系
の
連
続
性
に
、
血
脈
の
上
で
連

続
性
の
弱
さ
を
含
む
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
千
家
の
初
期
の
系
譜
に
お
け
る
、

第
二
代
千
少
庵
、
第
三
代
千
宗
旦
な
ど
の
出
自
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
一
般

に
、
血
脈
に
関
す
る
事
柄
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
千
家
の
場
合
、
こ
の
問
題
は
家
元
の
正
統
性
の
根
幹
を
な
す
重
要
な

千
宗
旦
の
出
自
を
め
ぐ
る
「
利
休
血
脈
論
争
」
に
つ
い
て

　
　

現
代
家
元
シ
ス
テ
ム
へ
の
道
程

葊　

田　

吉　

崇　
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問
題
で
も
あ
り
、
従
来
か
ら
人
物
研
究
と
い
う
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ

て
き
た
実
績
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
家
元
の
正
統
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
千
宗
旦
の
出
自
に
関
す
る

問
題
が
い
か
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
、
と
く
に
昭
和
三
十
年
頃
以
降
に
論

争
化
し
た
経
緯
を
中
心
に
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
家
元
シ
ス
テ
ム
（
（
（

の
現
代
的
展

開
に
お
い
て
、
こ
の
血
脈
の
議
論
が
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　

（
２
）
千
宗
旦
の
出
自
に
関
す
る
諸
説
と
現
在
の
理
解

　

そ
の
連
続
性
の
弱
さ
と
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
千
宗
旦
が
千
利
休
の
血
脈
を

受
け
継
い
で
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
千
家
第
三
代
を
継
承
し
た
千
宗

旦
は
、
千
利
休
の
孫
で
あ
る
。
し
か
し
、
千
家
第
二
代
の
千
少
庵
は
、
千
利
休

の
後
妻
で
あ
る
千
宗
恩
の
連
れ
子
と
さ
れ
る
の
で
、
千
利
休
と
千
少
庵
と
は
血

縁
関
係
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
千
利
休
と
千
宗
旦
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
考
え

方
が
生
ま
れ
て
き
た
。
第
一
の
考
え
方
は
、
千
少
庵
の
妻
は
、
千
利
休
の
実
の

娘
「
お
亀
（
（
（

」
で
あ
る
と
す
る
説
で
あ
る
。
千
宗
旦
は
、
千
少
庵
と
お
亀
と
の
間

の
子
で
あ
る
の
で
、
お
亀
を
通
じ
て
、
千
利
休
の
血
脈
を
伝
え
て
い
る
と
考
え

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
通
説
的
な
理
解
で
あ
る
。
第
二
の
考
え
方
は
、

千
利
休
の
実
子
で
あ
る
千
道
安
の
子
が
千
宗
旦
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
千

道
安
を
通
じ
て
千
利
休
の
血
脈
を
伝
え
る
千
宗
旦
が
、
千
少
庵
の
養
子
に
な
っ

た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
第
三
の
考
え
方
は
、
千
少
庵
は
後
妻
の
連
れ
子
で
あ

る
と
い
う
定
説
を
否
定
し
て
、
千
少
庵
は
千
利
休
の
実
子
で
あ
り
、
そ
の
実
子

が
千
宗
旦
で
あ
る
と
、
血
縁
相
続
を
考
え
る
説
で
あ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、

第
一
の
考
え
方
を
「
利
休
娘
実
子
説
」、
第
二
の
考
え
方
を
「
道
安
実
子
説
」、

第
三
の
考
え
方
を
「
直
系
実
子
説
」
と
名
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。
以
上
の
説
明

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
議
論
の
根
底
に
は
、
千
利
休
の
血
脈
が
、

千
宗
旦
、
ひ
い
て
は
現
在
の
家
元
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。

　

当
事
者
で
あ
る
千
家
自
身
は
、
現
在
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
は
、
ち
ょ
う
ど
千
宗
旦
三
百
五
十

年
忌
で
あ
り
、
表
千
家
お
よ
び
裏
千
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
千
宗
旦
に
関
す
る
展
覧

会
を
開
催
し
た
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
展
覧
会
の
図
録
に
は
、
千
宗
旦
を
中
心
と
す
る
千

家
の
系
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
１
「
千
家
系
譜
（
（
（

」
が
表
千
家
の
も
の
で
あ

り
、
図
２
「
宗
旦
周
辺
系
譜
（
（
（

」
が
裏
千
家
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在
の
千

家
の
公
式
見
解
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
表
千
家
の
「
千
家
系
譜
」
を
み
る
と
、
主
に
男
系
だ
け
を
示
し
て
お

り
、
千
少
庵
お
よ
び
千
宗
旦
の
出
自
に
つ
い
て
の
議
論
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
図
録
の
「
元
伯
宗
旦
年
譜
」
の
な
か
で
は
、

　

千
宗
旦
、
少
庵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
母
は
利
休
の
娘
と
い
わ
れ
る
（
（
（
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と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
利
休
娘
実
子
説
」

に
よ
り
な
が
ら
も
、
肝
心
の
部
分
は
「
い
わ
れ

る
」
と
し
て
断
定
を
さ
け
て
い
る
。

　

一
方
、
裏
千
家
の
「
宗
旦
周
辺
系
譜
」
を
み
る

と
、
あ
き
ら
か
に
「
利
休
娘
実
子
説
」
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
注
意
し
て
み
る
と
、
千
少
庵
妻

の
お
亀
を
千
利
休
の
先
妻
の
実
子
と
位
置
付
け
て

い
る
。
つ
ぎ
の
図
３
の
と
お
り
、
お
亀
を
千
利
休

の
娘
と
す
る
場
合
、
母
親
は
不
明
と
し
て
と
り
あ

つ
か
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

裏
千
家
の
「
宗
旦
周
辺
系
譜
」
は
新
た
な
考
え
方

を
示
し
て
い
る
。

　

研
究
者
の
間
で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い

る
の
か
、
い
く
つ
か
の
系
図
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

図
３
「
千
家
略
系
図
（
（
（

」
は
、
現
在
の
通
説
的
な

理
解
を
簡
潔
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
２
の
裏

千
家
の
系
図
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
お

亀
の
母
親
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

図
４
「
千
家
お
よ
び
楽
家
系
図
（
（
（

」
は
、
か
な
り

趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
楽
焼
の
楽
家
が
千

利
休
の
血
脈
で
あ
る
と
い
う
、
あ
る
時
期
に
強
く

　

図
１　

千
家
系
譜

千
利
休

　

与
四
郎

　

宗
易（
法
諱
）

　

筌
斎

　

利
休（
法
号
）

　

不
審
菴

千
道
安

　

紹
安

　

眠
翁（
法
号
）

千
少
庵

　

宗
淳（
法
諱
）

　

不
審
菴

千
宗
旦

　

元
叔（
法
号
）

　

元
伯

　

不
審
菴

　

咄
々
斎

山
科
宗
甫

久
田
宗
栄

日
安
妙
宗

　

宗
見

千
宗
拙

　

閑
翁（
法
号
）

（
武
者
小
路
千
家
）

千
宗
守

　

甚
右
衛
門

　

一
翁（
法
号
）

　

似
休
斎

（
表
千
家
）

千
宗
左

　

十
三
郎

　

宗
受

　

宗
佐

　

江
岑（
法
号
）

　

逢
源
斎

　

不
審
菴

（
裏
千
家
）

千
宗
室

　

長
吉
郎

　

玄
室

　

仙
叟（
法
号
）

　

臘
月
庵

く
れ

久
田
宗
利

藤
村
庸
軒

千
宗
守

　

文
叔（
法
号
）

千
宗
佐

　

宗
巴

　

良
休（
法
号
）

　

随
流
斎

　

不
審
菴

千
宗
室

　

常
叟（
法
号
）

　

不
休
斎

久
田
宗
全

出
典　

特
別
展
「
三
百
五
十
年
遠
忌
記
念　

元
伯
宗
旦
展　

残
さ
れ
た
手
紙
に
み
る
生
涯
と
茶
の
湯　

」
図
録
、
不
審
菴
文
庫
編
集
、
表
千
家

北
山
会
館
発
行
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
六
一
頁
。
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主
張
さ
れ
た
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

図
５
「
利
休
一
族
略
系
図
（
（
（

」
は
、
研

究
者
の
間
で
議
論
の
あ
る
こ
と
を
す
べ

て
書
き
込
ん
だ
系
図
で
あ
る
。
通
説
で

あ
る
図
３
を
骨
子
と
し
て
、
図
４
に
あ

る
説
も
“
一
説
”
と
し
て
掲
載
し
て
い

る
。
図
３
と
比
較
し
て
一
見
し
て
明
ら

か
な
と
お
り
、
千
利
休
の
子
供
が
増
え

て
い
る
。
と
く
に
母
親
を
示
さ
な
い
子

供
が
五
人
も
い
て
、
図
１
お
よ
び
図
２

の
系
図
と
は
距
離
が
感
じ
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

出
典　

宗
旦
三
百
五
十
年
忌
記
念　

秋
季
特
別
展
「
千
宗
旦
」
図
録
、茶
道
資
料
館
編
集
発
行
、平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、二
三
四
頁
。

　

図
２　

宗
旦
周
辺
系
譜

□□

一
六
五
八

恵
雲

文
叔
宗
守

半
七

良
休
宗
佐

常
叟
宗
室

道
安

亀（
宗
桂
）

少
庵

（
久
田
家
初
代
）

宗
栄

 

女

日
安
妙
宗

元
伯
宗
旦

宗
見

山
科
宗
甫

宗
利

く
れ

藤
村
庸
軒

閑
翁
宗
拙

一
翁
宗
守

女江
岑
宗
左

く
れ

仙
叟
宗
室

角
法
妙
園

宗
全

良
休
宗
佐

一
六
五
八

一
六
五
八

一
七
〇
八

一
六
七
一

一
六
五
〇

一
六
九
一

一
六
七
三

一
七
〇
四

一
五
四
六

一
六
〇
七

一
六
〇
五

一
五
四
六

一
六
一
四

一
五
五
七

一
六
二
四

一
五
七
八

一
六
五
八

一
六
一
三

一
六
九
九

一
六
七
二

一
六
六
六

一
六
〇
六

一
六
八
五

一
六
五
二

一
六
〇
五

一
六
七
六

一
六
八
八

一
六
一
三

一
六
七
二

一
六
二
二

一
六
九
七

一
六
七
五

田
中
与
兵
衛

月
岑
妙
珍

宝
心
妙
樹

利
休

宗
恩

宮
王
三
郎

宗
巴

女

 

久
田
刑
部

一
五
四
〇

一
五
七
七

一
五
二
二

一
五
九
一

一
六
〇
〇

一
五
二
三

一
六
一
二

－－－－－

－－－－－－

－－－－－－

－－－－

－－－－

－
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（
３
）
本
稿
の
目
的

　

現
在
の
千
家
お
よ
び
研
究
者
の
理
解
を
系
図
の
形
で
比
較
し
た
が
、
こ
こ
か

ら
も
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
考
え
方
に
は
一
部
に
か
な
り
の
違
い
が
み

ら
れ
る
。
結
論
か
ら
の
べ
る
と
、
実
は
こ
う
し
た
理
解
の
混
乱
は
、
現
代
に
お

こ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
近
世
か
ら
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
が
四
百
年
以
上
前
の
一
商
人
の
家
系
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と

が
わ
か
る
方
が
不
思
議
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
孫
が
茶
の
湯
の
家

元
と
し
て
存
続
し
た
た
め
に
、
千
家
自
身
が
み
ず
か
ら
の
家
の
歴
史
を
語
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
し
、
周
囲
も
熱
心
に
そ
れ
を
求
め
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
近
世
で
は
家
系
の
潤
色
は
そ
れ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
い
。

閑
翁
宗
拙

一
翁
宗
守
（
官
休
庵
）→
武
者
小
路
千
家

江
岑
宗
左
（
不
審
庵
）→
表
　
千
　
家

仙
叟
宗
室
（
今
日
庵
）→
裏
　
千
　
家

女
（
く
れ
、
久
田
宗
利
室
）

女

　

図
３　

千
家
略
系
図

出
典　

村
井
康
彦
『
千
利
休
追
跡
』
角
川
書
店
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
四
一
頁
。

田
中
千
阿
弥
？（
田
中
）

　
「
道
悦
」　

千
与
兵
衛

　
　
　
　
（「
一
忠
了
専
」）

　
　
　
　
「
月
岑
妙
珎
」

女
（
石
橋
良
叱
妻
）

（
堺
千
家
）

道
安
（
紹
安
）

女
（
万
代
屋
宗
安
妻
）

女
（
千
紹
二
妻
）

「
宗
林
童
子
」

「
宗
幻
童
子
」

宗
旦

四
郎
右
衛

門
尉

（
山
科
宗
甫
）

女（
ね
い
）

（
京
千
家
）

　
　

少
庵（
宗
淳
）

　
　
　

亀
（「
喜
室
宗
桂
」）

「
宝
心
妙
樹
」

　

与
四
郎

利　

休　
　

亀

　

筌
斎

　

宗　

易

宗　

恩

宮
王
三
郎
三
入

宗
巴　
　

紹
二

出典　大河内風船子『長次郎　楽代々』日本陶磁大系第十七巻、平凡社、平成二年（1990）、88 頁。

　　　　　長次郎　　二代目長次郎

　　　　　　　　　宗味　　女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得入

　　　　　宗慶　　　　　　　　　　　　　　宗入　　左入　　長入　

　　　　　　　　　常慶　　道入　　一入　　　　　　　　　　　　　　了入　旦入……〔楽家〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一元……〔玉水焼〕

　　　　　　　　　　　　　道楽

千利休　　道安
　　　　　　　　　　　　　宗拙

　　　　　　　　　　　　　宗守　　文叔……〔武者小路千家〕

　　　　　少庵　　宗旦　
　　　　　　　　　　　　　江岑　　随流斎　　覚々斎　　如心斎　　啐啄斎　　了々斎……〔表千家〕

　　　　　　　　　　　　　仙叟　　不休斎　　六閑斎　　最々斎　　又玄斎　　不見斎……〔裏千家〕

図４　千家および楽家系図
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宗
味

常
慶
→
楽
家

閑
翁宗

拙

一
翁宗

守（
官
休
庵
）→
武
者
小
路
千
家

江
岑宗

左（
不
審
庵
）→
表
千
家

仙
叟宗

室（
今
日
庵
）→
裏
千
家

く
れ（
久
田
宗
利
の
妻
）

女

　

図
５　

利
休
一
族
略
系
図

田
中
千
阿
弥
？

道　

悦　
　

千（
田
中
）与
兵
衛

〔
一
忠
了
専
〕

天
文
九
・
一
二
・
八
没

〔
月
岑
妙
珎
〕

一
〇
・
七
没

・
杉
本
捷
雄
『
千
利
休

と
そ
の
周
辺
』
参
考

・　
　

線　

通
悦

・　
　

線　

一
説

・
兄
弟
姉
妹
順
不
同

〔
宝
心
妙
樹
〕

天
正
五
・
七
・
一
六
没

※
千
宗
休

永
禄
六
・
六
・
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

���
の
間
に
没
か

永
禄
一
〇
・
一
〇
・
九

与
四
郎　

康
隆（
？
）

宗
易　

筌
斎

不
審
庵

利　
　
　

休
天
正
一
九
・
二
・
二
八
没（
70
）

松
永
久
秀

天
正
五
・
一
〇
・

一
〇
没

宗
林
童
子

宗
幻
童
子

久
秀
側
室
と
も　
　

得
英

宗　
　
　
　

恩

慶
長
五
・
三
・
六
没

宮
王
三
郎
三
入

天
文
二
二
・
二
没

千
宗
巴（
把
）

慶
長
一
七
・
三
・
九
没（
90
）

水
落
宗
恵

女（
久
田
実
房
の
妻
）　
　
　
　
　
　
　

久
田
宗
栄　
　
　
　
　
　
　
　

宗
利

出
典　

米
原
正
義
『
天
下
一
名
人　

千
利
休
』
淡
交
社
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
三
〇
四
頁
。

紹
二
女＝

奈
良
屋
宗
春

四
郎
左
衛
門

宗
淳

少　

庵

慶
長
一
九
・
九
・
七
没

　
　
　
　
　
　
（
69
）

宗　

旦

四
郎
右
衛
門
尉

山
科
宗
甫

ね　

い

１　
　
　
　
　
　

吟
子

女
（
石
橋
良
叱
の
妻
）

貞
政（
？
）
眠
翁　

可
休
斎

道
安（
初
紹
安
）

慶
長
一
二
・
二
・
一
七
没（
63
）

女

宗
雲

２　
　
　

お
三（
お
亀
と
も
）　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛（
か
と
）

女（
万
代
屋
宗
安
の
妻
）　
　

万
代
屋
宗
貫

（
新
太
郎
、
文
禄
三
・
四
・
二
四
没
）

３　
　
「
父
ニ
先
テ
自
殺
ス
」「
宗
安
が
後
家
」

女（
千
紹
二
の
妻
）

「
此
内
儀
ニ
付
一
乱
起
」

４
女（
本
能
寺
円
乗
坊
宗
円
の
妻
）

女（
魚
屋　

渡
辺
与
兵
衛
の
妻
）　

魚
屋
立
安

田
中
宗
慶

明
叔
寺
清
蔵
主

お
ち
や
う
＝
宗
旦
後
妻
と
も

亀（
喜
室
宗
桂
）

慶
長
一
一
・
一
〇
・
二
九
没
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
焦
点
を
あ
て
た
い
の
は
、
現
代
の
あ
る
時
期
に
千
家
の

家
系
が
熱
心
に
論
じ
ら
れ
た
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
千

家
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
く
に
昭
和
三
十
年
頃
以
降
、

こ
の
問
題
が
論
争
の
様
相
を
呈
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
千
宗
旦
の
出
自
に
関
す
る
論
争
的
な
問
題
に
何
ら
か
の
結
論
を
出

そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
諸
説
が
併
存
し
、
対
立
し
て
き
た
状
況
を
そ
の

ま
ま
と
ら
え
て
、
そ
の
原
因
と
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
本
稿
の
め
ざ

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

２　

学
問
と
し
て
の
茶
の
湯
研
究
と
「
利
休
血
脈
論
争
」

　

（
１
）
茶
の
湯
研
究
の
歴
史

　

茶
の
湯
に
お
け
る
千
利
休
お
よ
び
そ
の
家
族
に
関
す
る
研
究
は
、
千
利
休
以

降
の
茶
の
湯
の
歴
史
と
と
も
に
あ
る
と
い
え
る
。
茶
の
湯
の
愛
好
者
が
、
千
利

休
の
事
績
や
そ
の
家
族
に
深
い
関
心
を
持
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

茶
会
や
茶
の
湯
の
け
い
こ
の
場
に
お
い
て
、
茶
人
の
逸
話
は
ふ
さ
わ
し
い
話
題

と
し
て
好
ま
れ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
茶
人
の
逸
話
が
さ
ら
に
生
み

出
さ
れ
、
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
千
利
休
や
そ
の
家
族
の
イ
メ
ー
ジ
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
現
象
が
み
ら
れ
た
。

　

も
と
も
と
好
事
家
的
な
関
心
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
茶
の
湯
研
究
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
本
格
的
に
学
問
と
し
て
の
研
究
と
な
る
の
は
、
昭
和
初
期
（
（（
（

ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
茶
の
湯
の
実
技
者
に
よ
る
自
己
学
習
的
な
研
究
か

ら
、
西
欧
流
の
学
識
を
身
に
つ
け
た
近
代
知
識
人
に
よ
る
、
茶
の
湯
を
客
観
視

し
た
文
化
史
的
な
研
究
へ
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
先
行
的
な
も

の
と
し
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の
高
橋
龍
雄
『
茶
道
（
（（
（

』
が
あ
り
、
そ
の
後
、

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
は
『
茶
道
全
集
』
全
十
五
巻
（
（（
（

が
刊
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
家
元
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
茶
の
湯
の
実
技
を
学
ぶ
「
流

儀
茶
」
の
分
野
で
も
、
研
究
を
意
識
し
た
あ
ら
た
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
表
千
家
の
機
関
誌
『
わ
び
（
（（
（

』
は
、

巻
頭
言
で
、

　

殊
に
近
年
我
国
文
化
の
再
検
討
、
国
民
精
神
の
高
揚
が
唱
へ
ら
れ
、
こ
の

思
潮
は
茶
道
に
も
及
ん
で
、
少
壮
の
人
々
の
間
に
も
勃
然
と
茶
道
研
究
の

傾
向
を
見
出
し
、
真
に
茶
道
を
知
ら
ん
と
す
る
声
は
諸
方
よ
り
起
つ
て
居

り
、
他
方
茶
道
そ
の
も
の
に
於
て
も
、
今
日
ほ
ど
隆
盛
を
極
め
る
時
代
は
、

今
迄
に
恐
ら
く
あ
る
ま
い
（
（（
（

。

　
と
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
単
に
実
技
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、「
茶
道
研

究
」
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
茶
の
湯
の
隆
盛
に
導
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、『
わ
び
』
は
、
流
派
色
を
弱
め
、
茶
の
湯
全
般
に
関

係
す
る
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
雑
誌
を
志
向
し
て
い
た
（
（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
流
派
の
機
関
誌
で
あ
る
以
上
、
純
粋
に
研
究
誌
と
い
う
こ
と
で
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宮尾道三（宮尾太夫、宮王太夫）
（？）

宮王三郎
（？～ 1553）

木下長嘯子
（1569 ～ 1649）

「従来の所説、即ち（略）宮尾
道三の妻女だつた」（２２ 頁）

「全然信用しない訳にはいか
ぬ」根拠：『四祖伝書』、『茶湯
雑話』（27 頁）

「茶湯者ノ少庵ハ三入ノ子ナリ」
根拠：『四座役者目録』（９頁）

「宮尾道三の後家（松屋日記）、
道三の女（堺鑑）」（20 頁）

「私は信じたいと思ふ。」根拠：
『四座役者目録』（20 頁）

「宮王太夫子」根拠：『松屋日記』
（48 頁）

「少庵はまがうことなく宮王三
郎の実子」根拠：『四座役者目
録』（49 頁）

「少庵は長嘯の子ト云説（略）
（敞帚記補巻十三、雑談之部
五）」「さかしらな作意をやっ
た時代もあった」（50 頁）

「モト乳守ノ遊女ナリシヲ道三
妻トス。道三没後利休ニ嫁ス
トゾ。（敞帚記補九巻、雑談一）」

（53 頁）

「道三の弟、三郎の妻であった」
根拠：『四座役者目録』（52 頁）

現在は、宮王三郎の妻「とい
う説が強いようであるが確定
的でない。」（27 頁）

「只今では少庵の父を、この宮
王家の三郎（三入）と考えて
もよいのではないかと思われ
ます。」（33 頁）

「三千家は、（略）甚だみすぼ
らしくなる。」（36 頁）と批判
する。

「少庵は宗恩と宮王三郎三入と
の間に生まれた一子」（17 頁）

「ほぼ定説となっている」　根
拠：『四座役者目録』、随流斎
筆『寛文八年本』（32 頁）
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

表１　千宗恩の先夫（千少庵の実父）に関する理解の変遷　　

論　者 論文名 出　典
松永久秀

（1510 ～ 1577）

末宗廣 「宗恩」 『わび』昭和十七年二
月号

「松永久秀の妻女とも伝へて居
る（22 頁）

鈴木半茶 「表千家代々の内室考
（上）」

『わび』昭和十八年二
月号

「北条美濃守氏規の女なり。は
じめ松永弾正に嫁せし」根拠：

『千家世代覚書』、『千家歴代室
過去帳写』ほか（26 頁）

片山九郎右衛門 「少庵の実父」 『茶道月報』昭和十九
年六月号

鈴木半茶 「 利 休 と 南 坊 宗 啓
（一〇）」

『茶道雑誌』昭和二十 
二年八月号

「北条氏規の女松永久秀に嫁せ
し」根拠：『千家系譜』（20 頁）

鈴木半茶 「少庵伝小藁（その四）」『茶道雑誌』昭和三十 
三年八月号

「『茶祖的伝』がその出典であ
るらしく、これは全くの誤説
でしかない」（48 頁）

鈴木半茶 「少庵伝小藁（その五）」『茶道雑誌』昭和三十 
三年九月号

「休叟の『茶祖的伝』の中で異
説をもち出して、それを『千
家系譜』がその説を踏襲して
いる」（52 頁）

千宗左
（即中斎）

「少庵三百五十年忌に
語る」

『茶道雑誌』昭和三十 
八年十一月号

「随流斎までは、（略）松永弾
正久秀であると明解になって
いる。」（27 頁）

久田宗也 「少庵略伝」 『茶道雑誌』昭和三十 
八年十一月号

磯野風船子 「少庵の父を文学的に
考察する（一）」

『茶道雑誌』昭和三十 
九年一月号

「わたくしは、宗恩が、松永久
秀の妻であったという説に荷
担したい」（36 頁）

村井康彦 「少庵と道安（その一）」『茶道雑誌』昭和五十 
二年十月号

大河内（磯野）
風船子

「 再 三 待 庵 に つ い て
（一）」

『茶道雑誌』昭和六十 
一年十月号

「少庵は、（略）松永久秀の子
として、武士道と武士の茶の
湯の指導を受けた人である。」

（75 頁）

千芳紀
（表千家若宗匠）

「 江 岑 宗 左 と 随 流 斎
（三）　新出史料の紹介
と検討　」

『茶道雑誌』平成六年
一月号

「別の伝承が千家にあった」「少
庵の実父三入と松永久秀の深
い関係があって、さきの松永
久秀実父説が生じたのかもし
れない。」（32、33 頁）
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表
２　

「
利
休
血
脈
論
争
史
」
の
主
要
年
表

区
分

年

一
般
的
説
明
、

関
連
資
料
等

道
安
実
子
説

利
休
娘
実
子
説

中
立
説
、
直
系
実
子
説

出
典

史

 

前

昭
和
十
四
年　

（
一
九
三
九
）

●
石
田
誠
斎　
「
利
休
の
血

脈
は
道
安
に
至
つ
て
断
絶
し

た
」
と
の
べ
る
。

石
田
誠
斎
「
千
利
休
伝　

其

三
」『
わ
び
』
昭
和
十
四
年

八
月
号

昭
和
十
五
年　

（
一
九
四
〇
）

●
新
出
資
料
「
お
ち
や
う
宛

の
文
」　
「
お
ち
や
う
」
は
千

少
庵
妻
の
名
で
あ
る
。

吉
田
堯
文
「
お
ち
や
う
宛
の

文
」『
わ
び
』
昭
和
十
五
年

七
月
号

昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）

新
出
資
料
『
四
座
役
者
目
録
』

　
「
少
庵
ハ
三
入
ノ
子
」
と

あ
る
。

片
山
九
郎
右
衛
門
「
少
庵
の

実
父
」『
茶
道
月
報
』
昭
和

十
九
年
六
月
号

昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）

●
鈴
木
半
茶　

千
少
庵
が
後

妻
千
宗
恩
の
連
子
で
あ
る
と

は
通
説
と
の
べ
る
。

鈴
木
半
茶
「
利
休
と
南
坊
宗

啓
（
一
〇
）」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
二
十
二
年
八
月
号

期１第

昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）

▲
井
口
海
仙　

千
宗
旦
が
道

安
の
実
子
と
の
べ
る
。

井
口
海
仙
「
道
安
と
少
庵

（
下
）」『
茶
道
月
報
』
昭
和

二
十
九
年
二
月
号

昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）

●
鈴
木
半
茶　

道
安
実
子
説

を
否
定
す
る
。

鈴
木
半
茶
「
利
休
と
宗
音

（
三
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
二
年
十
月
号

●
吉
田
堯
文　

道
安
実
子
説

を
否
定
す
る
。

吉
田
堯
文
「
元
伯
宗
旦
の

一
生
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
二
年
十
一
月
号

期２第

昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）

●
鈴
木
半
茶　
『
敞
帚
記
補
』

に
千
少
庵
妻
お
亀
は
千
利
休

娘
と
あ
る
と
指
摘
す
る
。

鈴
木
半
茶
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ

の
五
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
三
年
九
月
号

●
鈴
木
半
茶　
『
敞
帚
記
補
』

の
資
料
だ
け
で
は
不
十
分
と

の
べ
る
。

鈴
木
半
茶
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ

の
六
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
三
年
十
月
号

昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）

●
杉
本
捷
雄　

�
「
少
庵
妻

＝
利
休
娘
＝
お
亀
」、
�
楽

家
の
祖
田
中
宗
慶
は
利
休
の

子
と
主
張
す
る
。

杉
本
捷
雄
「
慶
長
八
年
春

屋
宗
園
賛
利
休
坐
像
に
つ

い
て
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
四
年
十
一
月
号
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昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）

▲
磯
野
風
船
子　

千
家
も
楽

家
も
千
利
休
の
子
孫
と
の
べ

る
。

磯
野
風
船
子
「
楽
家
系
図
表
」

『
陶
説
』
昭
和
三
十
五
年
六

月
号

●
杉
本
捷
雄　

昭
和
三
十
四

年
論
文
の
補
論

杉
本
捷
雄
「
慶
長
八
年
利
休

像
補
遺
」『
茶
道
雑
誌
』
昭

和
三
十
五
年
十
月
号

昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）

●
杉
本
捷
雄　

千
少
庵
妻
に

関
す
る
資
料
の
整
合
性
の
あ

る
説
明
を
試
み
る
。

杉
本
捷
雄
「
文
禄
、
慶
長
利

休
像
余
談
」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
三
十
六
年
八
月
号

昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）

●
磯
野
風
船
子　

井
口
海
仙

の
道
安
実
子
説
を
批
判
し
、

杉
本
説
を
認
め
る
。

磯
野
風
船
子
「
佗
び
茶
の
誕

生
（
三
〇
）」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
三
十
七
年
三
月
号

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
）

●
千
宗
左
（
即
中
斎
）　

従

来
の
通
説
の
通
り
で
よ
い
も

の
と
思
い
た
い
と
の
べ
る
。

千
宗
左
（
即
中
斎
）「
少
庵

三
百
五
十
年
忌
に
語
る
」『
茶

道
雑
誌
』
昭
和
三
十
八
年

十
一
月
号

●
杉
本
捷
雄　

利
休
娘
実
子

説
へ
の
批
判
に
反
論
す
る
。

杉
本
捷
雄
「
少
庵
内
室
の
こ

と
ど
も
」『
茶
道
雑
誌
』
昭

和
三
十
八
年
十
一
月
号

昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）

●
磯
野
風
船
子　

千
少
庵
は

松
永
久
秀
の
子
、
千
少
庵
妻

は
千
利
休
娘
と
主
張
す
る
。

磯
野
風
船
子
「
少
庵
の
父
を

文
学
的
に
考
察
す
る
（
一
）」

『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
九

年
一
月
号

●
磯
野
風
船
子　

最
後
に
井

口
海
仙
を
批
判
す
る
。

磯
野
風
船
子
「
少
庵
の
父
を

文
学
的
に
考
察
す
る
（
二
）」

『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
九

年
二
月
号

期３第

昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）

▲
林
屋
辰
三
郎　

年
齢
上
の

無
理
か
ら
、
道
安
実
子
説
を

と
り
た
い
と
の
べ
る
。

林
屋
辰
三
郎
「
京
の
茶
家　

そ
の
成
立
と
背
景　

」
井
口

海
仙
ほ
か
編
『
京
の
茶
家
』

墨
水
書
房
、
昭
和
四
十
四
年

十
一
月

昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）

▲
杉
本
捷
雄　

従
来
の
見
解

を
集
大
成
す
る
。
同
年
杉
本

氏
没
。

杉
本
捷
雄
『
千
利
休
と
そ

の
周
辺
』
淡
交
社
、
昭
和

四
十
五
年
四
月

昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）

▲
村
井
康
彦　

�
杉
本
説
を

認
め
る
、
�
堺
千
家
と
京
千

家
の
併
存
説
、
な
ど
を
主
張

す
る
。

村
井
康
彦
『
千
利
休　

そ
の

生
涯
と
茶
湯
の
意
味
』
日

本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和

四
十
六
年
三
月
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区
分

年

一
般
的
説
明
、

関
連
資
料
等

道
安
実
子
説

利
休
娘
実
子
説

中
立
説
、
直
系
実
子
説

出
典

期４第

▲
新
出
資
料
『
元
伯
宗
旦
文

書
』

▲
数
江
教
一　

千
少
庵
文
書

に
「
宗
旦
父
」
と
あ
る
た
め
、

宗
旦
父
は
道
安
と
い
う
考
え

方
を
示
す
。

数
江
教
一
「
宗
旦
の
父
親
」

『
元
伯
宗
旦
文
書
』
昭
和

四
十
六
年
五
月

●
井
口
海
仙　

道
安
実
子
説

が
資
料
的
に
実
証
さ
れ
た
と

の
べ
る
。

井
口
海
仙
「
道
安
と
宗
旦
」

『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
四
十
六

年
九
月
号

●
中
村
昌
生　

道
安
実
子
説

が
ま
す
ま
す
捨
て
が
た
い
と

の
べ
る
。

中
村
昌
生
「
宗
旦
の
茶
室

補
遺
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

四
十
六
年
九
月
号

▲
林
屋
辰
三
郎　

道
安
実
子

説
が
有
力
と
な
っ
た
と
の
べ

る
。

林
屋
辰
三
郎
「
茶
書
の
歴
史
」

　
『
日
本
の
茶
書
1
』
平
凡

社
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月

期５第

●
磯
野
風
船
子　

江
岑
は
、

後
水
尾
天
皇
の
皇
子
で
は
な

い
か
と
の
べ
る
。

磯
野
風
船
子
「
江
岑
に
つ

い
て
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

四
十
六
年
十
二
月
号

昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）

●
堀
口
捨
己　

田
中
宗
慶
が

千
利
休
の
子
で
あ
る
と
い
う

説
を
否
定
す
る
。

堀
口
捨
己
「
宗
慶
と
二
人
の

長
次
郎
（
一
）」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
五
十
二
年
四
月
号

●
磯
野
風
船
子　

江
岑
が
天

皇
の
子
で
あ
る
こ
と
は
公
然

の
秘
密
と
の
べ
る
。

磯
野
風
船
子
「
三
千
家
誕
生

の
由
来
補
訂
」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
五
十
二
年
四
月
号

●
村
井
康
彦　

千
少
庵
文
書

の
「
宗
旦
父
」
と
い
う
数
江

説
を
否
定
す
る
。

村
井
康
彦
「
少
庵
と
道
安
（
そ

の
三
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

五
十
二
年
十
二
月
号

昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）

●
村
井
康
彦　

千
少
庵
妻
は

千
利
休
娘
お
亀
で
あ
る
と
の

べ
る
。

村
井
康
彦
「
少
庵
と
道
安
（
そ

の
四
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

五
十
三
年
一
月
号

●
村
井
康
彦　

田
中
宗
慶
は

利
休
の
子
か
、
と
も
見
ら
れ

て
い
る
と
の
べ
る
。

村
井
康
彦
「
少
庵
と
道
安
（
そ

の
五
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

五
十
三
年
二
月
号
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期６第

●
清
瀬
ふ
さ
子　

千
少
庵
文

書
の
「
宗
旦
父
」
は
ど
ち
ら

と
も
判
断
で
き
な
い
と
の
べ

る
。

清
瀬
ふ
さ
子
「
千
少
庵
筆
『
云

置
き
』
の
こ
と
」『
茶
道
雑
誌
』

昭
和
五
十
三
年
二
月
号

▲
芳
賀
幸
四
郎　

利
休
血
脈

の
た
め
に
両
説
と
も
作
為
さ

れ
た
と
し
て
否
定
、
中
立
説

を
主
張
す
る
。

芳
賀
幸
四
郎
『
わ
び
茶
の
研

究
』
淡
交
社
、
昭
和
五
十
三

年
二
月
、
一
〇
二
頁

昭
和
五
十
七
年

（
一
九
八
二
）

▲
千
原
弘
臣　

千
少
庵
は
千

利
休
実
子
と
す
る
直
系
実
子

説
を
主
張
す
る
。

千
原
弘
臣
『
利
休
の
年
譜
』

淡
交
社
、
昭
和
五
十
七
年

十
一
月
、
三
三
三
、
三
四
四

頁
ほ
か

昭
和
六
十
一
年

（
一
九
八
六
）

●
大
河
内
風
船
子　

千
少
庵

を
後
継
者
に
し
た
の
は
、
徳

川
家
康
と
蒲
生
氏
郷
で
あ
る

と
の
べ
る
。

大
河
内
風
船
子
「
再
三
待
庵

に
つ
い
て
（
一
）」『
茶
道
雑

誌
』
昭
和
六
十
一
年
十
月
号

昭
和
六
十
三
年

（
一
九
八
八
）

▲
小
松
茂
美　

千
少
庵
妻
お

ち
や
う
と
お
亀
は
同
一
人
物

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
の

べ
る
。

小
松
茂
美
『
利
休
の
死
』
中

央
公
論
社
、
昭
和
六
十
三
年

九
月
、
二
七
六
～
二
七
九
頁

平
成
元
年

（
一
九
八
九
）

▲
千
原
弘
臣　

�
利
休　

少

庵　

宗
旦
の
血
統
の
系
譜
、

�
お
亀
は
万
代
屋
宗
安
の

妻
、
と
の
べ
る
。

千
原
弘
臣
『
元
伯
宗
旦
』
淡

交
社
、
平
成
元
年
四
月
、

一
六
、二
四
頁

●
村
井
康
彦　

田
中
宗
慶
が

千
利
休
の
実
子
と
は
考
え
が

た
い
と
の
べ
る
。

村
井
康
彦
「
楽
家
家
譜
と
楽

焼
系
譜
」『
茶
道
雑
誌
』
平

成
元
年
七
月
号
、
三
六
頁

平
成
五
年

（
一
九
九
三
）

▲
米
原
正
義　

田
中
宗
慶
、

千
少
庵
妻
が
千
利
休
の
子
と

い
う
通
説
を
確
認
す
る
。

米
原
正
義
『
天
下
一
名
人　

千
利
休
』
淡
交
社
、
平
成
五

年
三
月
、
利
休
年
譜

平
成
六
年

（
一
九
九
四
）

●
新
出
資
料　

随
流
斎
筆

『
寛
文
八
年
本
』　
「
少
庵
本

親
ハ
三
入
と
申
也
」
と
あ
る
。

　

千
芳
紀
「
江
岑
宗
左
と
随
流

斎
（
三
）　

新
出
史
料
の
紹

介
と
検
討　

」『
茶
道
雑
誌
』

平
成
六
年
一
月
号

平
成
七
年

（
一
九
九
五
）

▲
山
田
無
庵　

杉
本
説
を
受

け
入
れ
る
。

山
田
無
庵
『
キ
リ
シ
タ
ン
千

利
休
』
河
出
書
房
新
社
、
平

成
七
年
一
月
、
六
四
頁
以
下
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は
な
い
が
、
こ
の
『
わ
び
』
や
そ
の
後
身
た
る
『
茶
道
雑
誌
』
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
旧
来
の
伝
承
に
い
ろ

ど
ら
れ
た
茶
の
湯
理
解
が
す
こ
し
ず
つ
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
く
わ
し
く
は
Ⅲ
１
（
２
）
で
の
べ
る
が
、
千
宗
恩
の
先
夫
す

な
わ
ち
千
少
庵
の
実
父
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
松
永
久
秀
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
九
年
に
片
山
九
郎
右
衛
門
は
、
千
少
庵
の
実
父
が
能

楽
の
小
鼓
打
の
宮
王
三
入
で
あ
る
と
の
資
料
を
紹
介
し
た
（
（（
（

。
こ
の
新
た
な
見
解

が
、『
茶
道
雑
誌
』
に
お
け
る
議
論
の
な
か
で
定
説
と
な
っ
て
い
く
過
程
が
み

ら
れ
る
（
表
１
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
茶
の
湯
に
お
け
る
人
物
理
解
が

進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。

区
分

年

一
般
的
説
明
、

関
連
資
料
等

道
安
実
子
説

利
休
娘
実
子
説

中
立
説
、
直
系
実
子
説

出
典

▲
矢
部
誠
一
郎　

田
中
宗

慶
、
千
少
庵
妻
が
千
利
休
の

実
子
と
い
う
説
を
確
認
す

る
。

矢
部
誠
一
郎
「
利
休
の
家
族
」

『
千
利
休
の
す
べ
て
』
新
人

物
往
来
社
、
平
成
七
年
十
二

月
、
二
五
～
二
八
頁

平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）

▲
千
宗
左
（
而
妙
斎
）　

お

亀
の
文
を
「
妻
宗
恩
あ
て
」

と
紹
介
す
る
。

千
宗
左
（
而
妙
斎
）『
茶
の

湯
随
想
』
主
婦
の
友
社
、
平

成
十
三
年
五
月
、
二
二
七
頁

平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）

▲
中
村
修
也　

千
少
庵
妻
が

千
利
休
娘
と
は
考
え
に
く
い

と
の
べ
、
中
立
説
を
主
張
す

る
。

中
村
修
也
「
千
少
庵
論
」『
茶

人
と
茶
の
湯
の
研
究
』
思
文

閣
出
版
、
平
成
十
五
年
十
二

月
、
六
三
頁

平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
）

▲
熊
倉
功
夫　

千
少
庵
が
千

利
休
娘
と
結
婚
し
た
と
い
う

説
の
可
能
性
は
低
い
と
の
べ

る
。

熊
倉
功
夫
「
千
宗
旦
の
生
涯

　

第
一
回　

利
休
と
宗
旦
」

『
茶
湯
』
三
七
五
号
、
平
成

十
七
年
五
月

平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）

▲
表
千
家　

千
宗
旦
母
は
千

利
休
娘
と
い
わ
れ
る
と
の
べ

る
。

「
三
百
五
十
年
遠
忌
記
念　

元
伯
宗
旦
展
」
図
録
、
表
千

家
北
山
会
館
発
行
、
平
成

十
九
年
十
月
、
六
二
頁

▲
裏
千
家　

千
少
庵
妻
の
お

亀
を
千
利
休
の
先
妻
の
実
子

と
位
置
付
け
る
。

宗
旦
三
百
五
十
年
忌
記
念　

秋
季
特
別
展
「
千
宗
旦
」
図

録
、
茶
道
資
料
館
発
行
、
平

成
十
九
年
十
月
、
二
三
四
頁

●
堀
内
宗
心　

千
宗
旦
は
千

少
庵
実
子
と
の
べ
る
。

堀
内
宗
心
「
宗
旦
の
禅
」『
茶

道
雑
誌
』
平
成
十
九
年
十
一

月
号
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

　

（
２
）「
利
休
血
脈
論
争
」
と
は
何
か

　

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
千
宗
旦
の
出
自
を
め
ぐ
る
「
利
休
娘
実
子
説
」
と
「
道

安
実
子
説
」
と
の
論
争
的
な
対
立
も
、『
茶
道
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
三

十
年
代
の
研
究
論
文
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
新
た
な
研
究
成
果
、
ま

た
、
そ
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、『
茶
道
雑
誌
』
が
主
な
論
争
の
舞
台
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
か
な
り
の
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
、
論
者
も
交
代
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
に
論
争
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な

い
が
、
こ
れ
を
「
利
休
血
脈
論
争
」
と
よ
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。

　

こ
の
論
争
の
概
要
は
表
２
に
整
理
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
さ
き
に
千
宗
旦
の

出
自
を
「
利
休
娘
実
子
説
」、「
道
安
実
子
説
」
お
よ
び
「
直
系
実
子
説
」
の
三

つ
の
説
に
わ
け
て
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に
ど
ち
ら
と
も
判
断
で
き
な
い
と

す
る
「
中
立
説
」
の
立
場
が
あ
る
。

　

こ
の
論
争
の
根
底
に
は
、
千
宗
旦
が
千
利
休
の
血
脈
を
受
け
継
い
で
い
る
の

か
と
い
う
教
条
的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
強
引
に
歴
史
資
料
を
解
釈
し
、

そ
れ
を
根
拠
と
し
て
主
張
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
指
摘
し
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
論
争
は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
の
文
献
の
記
述
を
再
発
見
あ

る
い
は
再
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
ま
り
、
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

解
釈
の
強
引
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
意
図
的
に
編
集
あ
る
い
は
改
変
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
歴
史
資
料
を
無
批
判
に
用
い
た
こ
と
に
も
大
き
な
問
題
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
こ
の
論
争
を
年
代
順
に
六
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
論
者
の

主
張
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
の
論
争
の
経
緯
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ　
「
利
休
血
脈
論
争
」
と
そ
の
問
題
点

　

１　

「
利
休
血
脈
論
争
」
の
経
緯

　
（
１
）
第
一
期
（
昭
和
二
十
九
年
〔
一
九
五
四
〕～
昭
和
三
十
二
年
〔
一
九
五
七
〕）

　
　
　
　

「
道
安
実
子
説
」
の
再
検
討　

　
「
利
休
血
脈
論
争
」
の
遠
因
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
井
口
海
仙

が
裏
千
家
の
機
関
誌
で
あ
る
『
茶
道
月
報
（
（（
（

』
に
お
い
て
、

　

私
は
、
宗
旦
が
道
安
の
実
子
で
あ
る
と
云
い
た
い
の
で
あ
る
（
（（
（

。

と
の
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
井
口
海
仙
（
本
名
井
口
三
郎
、
明
治
三
十
三
年
〔
一
九

〇
〇
〕
～
昭
和
五
十
七
年
〔
一
九
八
二
〕）
は
、
裏
千
家
第
十
三
代
千
宗
室
（
圓
能

斎
）
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
実
兄
第
十
四
代
千
宗
室
（
淡
々
斎
）
を
補
佐
し

な
が
ら
、
茶
の
湯
に
関
す
る
執
筆
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

茶
の
湯
の
世
界
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
井
口
海
仙

は
、
そ
の
後
も
く
り
か
え
し
「
道
安
実
子
説
」
を
主
張
す
る
（
（（
（

。

　
「
道
安
実
子
説
」
自
体
は
、
く
わ
し
く
は
Ⅲ
１
（
２
）
で
の
べ
る
が
、『
茶
祖

的
伝
』
に
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
吉

田
堯
文
が
（
（（
（

、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
西
堀
一
三
が
（
（（
（

、「
道
安
実
子
説
」
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の
存
在
に
ふ
れ
る
な
ど
、
以
前
か
ら
異
説
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
千
宗
旦
の
末
裔
で
あ
り
、
裏
千
家
の
中
核
に
位
置
す
る
井
口

海
仙
が
「
道
安
実
子
説
」
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
道
安
実
子
説
」
は

あ
ら
た
め
て
検
討
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）、
鈴
木
半
茶
は
、

「
実
は
道
安
の
子
な
り
」
と
の
異
説
も
あ
る
が
、（
略
）
宗
旦
は
や
は
り
少

庵
の
実
子
で
、
宗
音マ
マ

の
ほ
ん
と
の
孫
で
あ
っ
た
こ
と
が
間
違
い
な
く
肯
定

さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　
と
の
べ
、
ま
た
、
同
じ
年
に
吉
田
堯
文
は
、

　

　

宗
旦
は
利
休
居
士
の
孫
、
二
代
少
庵
の
嗣
で
あ
り
、
少
庵
の
実
子
で
あ

る
。
古
く
よ
り
実
は
道
安
の
子
で
あ
る
と
い
う
異
説
も
あ
り
、
最
近
に
於

て
も
こ
の
説
を
唱
え
て
居
る
人
も
あ
る
（
（（
（

。

　
と
の
べ
る
な
ど
、
井
口
海
仙
を
意
識
し
た
、「
道
安
実
子
説
」
を
否
定
す
る
内

容
の
論
文
が
あ
い
つ
い
で
『
茶
道
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
も
、
そ
の
影
響
の

大
き
さ
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

　

　
（
２
）
第
二
期
（
昭
和
三
十
三
年
〔
一
九
五
八
〕～
昭
和
四
十
三
年
〔
一
九
六
八
〕）

　
　
　
　

「
利
休
娘
実
子
説
」
の
登
場
と
そ
の
広
が
り　

　

昭
和
三
十
三
年
に
『
茶
道
雑
誌
』
に
お
い
て
「
利
休
娘
実
子
説
」
を
主
張
す

る
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
千
少
庵
に
関
す
る
「
少
庵
伝
小
藁
」
を
連

載
し
て
い
た
鈴
木
半
茶
は
、『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
三
年
九
月
号
に
お
い
て
、

『
敞
帚
記
補
』
巻
十
三
、
雑
談
五
に
、
千
少
庵
内
室
お
亀
は
千
利
休
の
娘
で
あ

る
と
の
記
述
を
発
見
し
た
と
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

　

少
庵
の
妻
に
つ
い
て
は
、
利
休
の
娘
お
亀
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

「
敞
帚
記
補
」
に
書
い
て
あ
る
の
を
初
め
て
発
見
し
て
、
珍
ら
し
く
更
に

瞠
目
せ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
翌
月
号
で
は
、

　

た
だ
「
敞
帚
記
補
」
に
あ
る
こ
の
一
つ
の
史
料
の
み
で
は
、
全
面
的
に

納
得
し
得
な
い
恨
み
は
あ
る
。（
略
）
な
お
こ
の
外
に
こ
の
事
実
を
裏
付

す
る
傍
証
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　
と
あ
く
ま
で
慎
重
で
あ
る
。
鈴
木
半
茶
自
身
、『
敞
帚
記
補
（
（（
（

』
の
内
容
が
そ
れ

ほ
ど
信
頼
で
き
な
い
こ
と
を
よ
く
承
知
し
て
い
た
こ
と
（
（（
（

、
く
わ
え
て
、
他
の
歴

史
資
料
と
の
整
合
性
の
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
控
え
め
な
主
張
に
と
ど
め
た
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
十
一
月
号
の
『
茶
道
雑
誌
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
慶
長
八
年
春
屋
宗
園
賛
利
休
坐
像
に
つ
い
て
（
（（
（

」
に
お
い
て
、
杉

本
捷
雄
は
大
胆
な
仮
説
を
発
表
す
る
。
そ
の
主
張
の
要
点
は
二
つ
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
堀
内
長
生
庵
蔵
「
春
屋
和
尚
賛
赤
頭
巾
利
休
坐
像
」
に
は
、
慶
長

八
年
春
屋
和
尚
賛
と
し
て
「
画
宗
易
師
人
之
肖
像　

其
信
女
需
賛
語
叨
書
」
と

あ
る
。
こ
の
「
其
信
女
」
は
、
千
利
休
の
娘
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張

で
あ
る
。
そ
し
て
、

　

そ
れ
は
先
ず
慶
長
八
年
生
存
し
て
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
利
休
と
も
最
も
交
情
の
深
か
っ
た
娘
で
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
そ
う
考
え
て
来
る
時
、
何
ん
と
い
っ
て
も
先
ず
第
一
に
指
を

屈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、「
千
家
由
緒
書
」
に
も
そ
の
名
の
挙
げ

ら
れ
て
い
る
「
お
亀
」
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
来
る
よ
う
で
、
ま

た
こ
れ
が
動
か
せ
な
い
所
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
判
断
し
て
い
る
。
お
亀
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
、

　

以
上
「
其
信
女
」　

「
利
休
の
娘
」
は
即
ち
お
亀
と
称
し
た
人
で
、
千

家
と
し
て
は
所
謂
嫡
男
の
道
庵マ
マ

を
差
置
い
て
二
代
を
継
い
だ
先
に
は
女
婿

で
あ
り
、
後
に
は
養
子
と
な
っ
た
少
庵
の
妻
、
ま
た
千
家
中
興
の
祖
に
し

て
佗
茶
の
完
成
者
千
宗
旦
そ
の
人
の
産
み
の
親
に
当
た
る
人
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
来
る
。

と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
表
千
家
蔵
「
文
禄
四
年
銘
同
春
屋
和
尚
賛
語
伝
長
谷
川
等
伯
筆
利

休
坐
像
」
に
あ
る
「
常
随
信
男
宗
慶
」
に
つ
い
て
、「
こ
の
宗
慶
は
近
年
現
在

の
楽
家
の
先
祖
に
当
た
る
人
と
し
て
研
究
せ
ら
れ
て
い
る
。」
と
の
べ
、

か
り
に
宗
慶
を
利
休
の
子
と
し
て
文
禄
四
年
に
六
十
で
あ
っ
た
人
は
利
休

十
六
才
の
折
り
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
少
し
年
齢
が
若
い
思
い
も
あ

る
。

と
躊
躇
し
な
が
ら
も
、
楽
家
の
祖
で
あ
る
田
中
宗
慶
を
千
利
休
の
子
と
す
る
考

え
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
杉
本
捷
雄
は
、
自
説
を
補
強
し
、
批
判
に
答
え
る
た
め
、
昭
和
三

十
五
年
（
一
九
六
〇
）「
慶
長
八
年
利
休
像
補
遺
（
（（
（

」、
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

「
文
禄
、
慶
長
利
休
像
余
談
（
（（
（

」、
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）「
少
庵
内
室
の
こ
と

ど
も　

亀
女
礼
讃　
（
（（
（

」
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
『
茶
道
雑
誌
』
に
論
文
を
発
表
し
た

の
で
あ
る
。

　

一
方
、
そ
の
時
点
ま
で
楽
焼
の
研
究
か
ら
楽
家
の
系
譜
を
調
べ
て
い
た
（
（（
（

磯
野

風
船
子
（
（（
（

は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、『
陶
説
』
に
「
楽
家
系
図
表
（
（（
（

」
を
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発
表
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
磯
野
風
船
子
は
、

　

田
中
宗
慶
が
利
休
の
子
だ
と
云
う
見
解
は
、
わ
た
く
し
が
唱
え
た
新
見

解
で
は
な
く
、
杉
本
捷
雄
氏
が
「
茶
道
雑
誌
」
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
号

に
発
表
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
杉
本
氏
の
意
見
が
正
し
い

と
思
つ
た
の
で
採
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

と
杉
本
捷
雄
の
説
に
賛
同
を
示
し
、

　

千
家
は
、
利
休
の
正
し
い
血
を
引
い
た
後
継
者
と
な
り
、
楽
家
も
利
休

の
堂
々
た
る
子
孫
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
の
べ
、
現
在
の
千
家
も
、
楽
家
も
、
と
も
に
千
利
休
の
血
脈
を
受
け
継
い
で

い
る
と
主
張
し
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）「
佗
び
茶
の
誕
生
（
（（
（

」、
三
十
九
年

（
一
九
六
四
）「
少
庵
の
父
を
文
学
的
に
考
察
す
る
（
一
）」、「
少
庵
の
父
を
文
学

的
に
考
察
す
る
（
二
）」（

（（
（

を
『
茶
道
雑
誌
』
に
発
表
し
て
、
杉
本
説
を
擁
護
し
、

井
口
海
仙
の
「
道
安
実
子
説
」
を
痛
烈
に
批
判
し
た
（
（（
（

。

　
（
３
）
第
三
期
（
昭
和
四
十
年
〔
一
九
六
五
〕～
昭
和
四
十
六
年
〔
一
九
七
一
〕
四
月
）

　
　
　
　
　

あ
ら
た
な
論
者
た
ち
の
登
場　

　

杉
本
捷
雄
お
よ
び
磯
野
風
船
子
に
よ
る
一
連
の
論
文
発
表
は
、
昭
和
三
十
九

年
（
一
九
六
四
）
ま
で
に
一
段
落
し
、
し
ば
ら
く
『
茶
道
雑
誌
』
に
お
け
る
意

見
発
表
は
み
ら
れ
な
い
。
杉
本
捷
雄
は
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
自

説
の
集
大
成
と
し
て
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』（
淡
交
社
、
な
お
、
昭
和
六
十
二

年
〔
一
九
八
七
〕
改
訂
再
版
）
を
刊
行
し
、
そ
の
年
他
界
す
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
両
説
と
も
に
あ
ら
た
な
論
者
が
登
場
す
る
。
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
京
の
茶
家
』
の
な
か
で
林
屋
辰
三
郎
は
、

　

宗
旦
の
父
は
、（
略
）
利
休
の
後
妻
宗
恩
の
連
れ
子
の
少
庵
で
あ
っ
た

と
い
う
が
、
そ
れ
に
は
か
な
り
年
齢
上
の
無
理
が
あ
り
、
伝
記
類
の
つ
た

え
る
利
休
の
実
子
道
安
と
い
う
説
を
と
り
た
い
（
（（
（

。

と
「
道
安
実
子
説
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。「
年
齢
上
の
無
理
」
と
は
何
を

さ
す
の
か
、
林
屋
辰
三
郎
自
身
説
明
し
て
い
な
い
が
、
井
口
海
仙
も
「
道
安
実

子
説
」
の
根
拠
の
第
一
と
し
て
、

　

宗
恩
が
、
い
か
ほ
ど
利
休
の
気
に
入
つ
た
婦
人
で
あ
つ
た
か
ら
と
云
つ

て
、
息
子
夫
婦
に
孫
ま
で
連
れ
た
婦
人
を
、
後
妻
に
貰
う
と
い
う
こ
と
は
、

常
識
で
は
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
（
（（
（

。
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
再
婚
時
の
千
宗
恩
の
年
齢
が
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
、「
利
休
娘
実
子
説
」
の
側
に
は
、
村
井
康
彦
が
あ
ら
わ
れ
る
。
昭

和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
千
利
休　

そ
の
生
涯
と
茶

湯
の
意
味
（
（（
（

』
の
な
か
で
村
井
康
彦
は
、

杉
本
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
少
庵
の
妻
は
利
休
の
女
、
お
亀
（
お
ち
ゃ

う
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
は
っ
き
り
し
た
。

と
杉
本
説
を
承
認
す
る
。
そ
し
て
、

な
お
従
来
、
宗
旦
は
少
庵
の
子
で
あ
る
か
ら
そ
こ
で
利
休
の
血
が
断
絶
す

る
と
見
て
、
宗
旦
の
父
は
少
庵
で
は
な
く
、
初
め
紹
安
と
い
っ
て
い
た
道

安
（
利
休
実
子
）
と
混
同
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
議
論

が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
宗
旦
の
母
が
お
亀
と
す
れ
ば
断
絶
論
そ

の
も
の
が
消
滅
す
る
わ
け
で
あ
る
。

と
も
の
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
“
利
休
の
血
脈
”
が
焦
点
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
み
な
ら
ず
、「
宗
旦
が
道
安
の
実
子
で
あ
る
」
と
い
う
「
道
安
実

子
説
」
を
、「
道
安
と
混
同
さ
れ
て
い
た
」
と
内
容
を
読
み
替
え
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
第
二
期
の
論
者
で
あ
る
鈴
木
半
茶
、
杉
本
捷
雄
お
よ
び
磯
野
風

船
子
の
三
人
は
偶
然
に
も
、
み
な
陶
磁
器
の
研
究
者
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
千
利

休
へ
の
関
心
、
楽
家
へ
の
関
心
に
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

第
三
期
に
登
場
し
た
林
屋
辰
三
郎
（
大
正
三
年
〔
一
九
一
四
〕
～
平
成
十
年
〔
一

九
九
八
〕）
お
よ
び
村
井
康
彦
（
昭
和
五
年
〔
一
九
三
〇
〕
～
）
は
、
日
本
史
の

研
究
者
で
あ
り
、
こ
の
問
題
が
本
格
的
に
歴
史
学
の
俎
上
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　　

（
４
）
第
四
期
（
昭
和
四
十
六
年
〔
一
九
七
一
〕
五
月
～
同
年
十
一
月
）

　
　
　
　
　

『
元
伯
宗
旦
文
書
』の
衝
撃
と「
道
安
実
子
説
」
の
一
時
的
復
活　

　

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
五
月
、『
元
伯
宗
旦
文
書
（
（（
（

』
の
刊
行
に
よ
っ

て
、
表
千
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の
千
宗
旦
の
手
紙
が
公
開
さ
れ
た
。

息
子
の
仕
官
の
た
め
に
武
家
に
も
積
極
的
に
接
触
す
る
千
宗
旦
の
姿
が
明
ら
か

と
な
り
、
生
涯
清
貧
に
徹
し
、
仕
官
を
拒
み
つ
づ
け
た
と
い
う
、
従
来
の
千
宗

旦
像
は
大
き
な
修
正
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（（
（

。

　
「
利
休
血
脈
論
争
」
に
関
係
す
る
こ
と
で
は
、『
元
伯
宗
旦
文
書
』
に
収
録
さ

れ
た
千
少
庵
筆
「
云
置
き
」
の
文
言
が
問
題
と
な
っ
た
。
数
江
教
一
は
、「
宗

旦
の
父
親
」
と
題
す
る
資
料
紹
介
の
な
か
で
、
千
宗
旦
の
父
親
は
千
道
安
で
あ

る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
千
利
休
の
実
子
千
道
安
が
家
を
継
が

ず
に
、
実
子
で
な
い
千
少
庵
が
継
い
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
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そ
こ
か
ら
二
つ
の
推
測

0

0

が
生
ま
れ
た
。
一
つ
は
少
庵
の
妻
は
利
休
の
娘
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
他
は
宗
旦
は
道
安
の
実
子
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
。（
略
）

　

そ
れ
が
こ
の
た
び
不
審
庵
の
文
書
の
な
か
か
ら
、
右
の
疑
問
を
と
く
手0

掛
り

0

0

に
な
る
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
資
料
が
で
て
き
た
。
そ
れ
は
少
庵
が
亡

く
な
る
五
ケ
月
前
に
玉
室
宛
に
書
い
た
云
置
き
で
あ
る
。

（
略
）
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
、「
宗
旦
父
」
と
い
う
表
現
が
つ
か
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
少
庵
が
人
に
む
か
っ
て
自
分
の
こ
と
を
「
宗
旦
父
」

と
い
う
わ
け
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
「
宗
旦
父
」
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ

て
い
る
道
安
と
考
え
る
余
地
も
生
ず
る
こ
と
に
な
る
（
（（
（

。

　

こ
の
数
江
教
一
の
控
え
め
な
主
張
に
よ
り
、
急
に
「
道
安
実
子
説
」
が
浮
上

す
る
。

　

井
口
海
仙
、
中
村
昌
生
は
、『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）

九
月
号
に
論
文
を
発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
た
の
で
あ
る
。
井

口
海
仙
は
、

　
『
元
伯
宗
旦
文
書
』
の
巻
末
ち
か
く
に
、
貴
重
な
資
料
が
発
表
さ
れ
て
、

宗
旦
の
実
父
が
道
安
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
資
料
的
に
実
証

さ
れ
た
が
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
う

が
、
こ
れ
ま
で
宗
旦
は
道
安
の
子
で
あ
る
と
、
説
を
ま
げ
な
か
っ
た
私
は
、

な
に
か
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
、
心
の
や
す
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
た
（
（（
（

。

　

ま
た
、
中
村
昌
生
は
、

　

宗
旦
は
道
安
の
子
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
、
は
や
く
か
ら
井
口
海
仙

宗
匠
が
唱
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史
学
の
林
屋
辰
三
郎
先
生
も
そ
の
説

を
採
用
し
て
お
ら
れ
ま
す
。（
略
）
今
度
、
表
千
家
の
宗
旦
文
書
の
大
き

な
副
産
物
と
し
て
、
少
庵
の
玉
室
和
尚
宛
書
状
（『
表
千
家
伝
来
宗
旦
文

書
』
九
二
頁
所
載
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
文
中
に
「
宗
旦
父
月
忌

候
ハ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
宗
旦
の
父
は
少
庵
以
外
の

人
で
あ
る
と
考
え
う
る
可
能
性
が
著
し
く
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
略
）
宗
旦
は
道
安
の
子
で
あ
る
と
い
う
、
か
ね
て
か
ら
の
推
論
、
仮
説

が
、
ま
す
ま
す
捨
て
難
い
も
の
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
（
（（
（

。

　　

さ
ら
に
、
同
年
十
二
月
、
林
屋
辰
三
郎
も
別
の
と
こ
ろ
で
「
道
安
実
子
説
」

に
つ
い
て
、

　

宗
旦
の
父
は
利
休
の
後
妻
宗
恩
の
連
れ
子
で
あ
っ
た
少
庵
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
さ
い
き
ん
『
元
伯
宗
旦
文
書
』
の
研
究
に
つ
れ
て
、
利
休
の
実

子
道
安
の
子
と
い
う
説
が
有
力
と
な
っ
て
き
た
（
（（
（

。
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

と
の
べ
た
の
で
あ
る
。

　

と
く
に
、
長
ら
く
き
び
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
井
口
海
仙
は
、「
道

安
実
子
説
」
に
つ
い
て
「
資
料
的
に
実
証
さ
れ
た
」
と
し
、「
説
を
ま
げ
な
か

っ
た
」
と
、
あ
た
か
も
勝
利
宣
言
と
も
い
え
る
発
言
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

（
５
）
第
五
期
（
昭
和
四
十
六
年
〔
一
九
七
一
〕
十
二
月
～
昭
和
五
十
三
年
〔
一

九
七
八
〕
一
月
）

　
　
　
　
　

「
利
休
娘
実
子
説
」
の
新
展
開
あ
る
い
は
混
迷　

　

し
か
し
、「
道
安
実
子
説
」
が
盛
り
返
し
た
の
も
、
ほ
ん
の
一
時
の
こ
と
で

あ
っ
た
。「
利
休
娘
実
子
説
」
派
の
磯
野
風
船
子
は
、
突
然
荒
唐
無
�
な
説
を

主
張
し
は
じ
め
る
。
表
千
家
第
四
代
千
宗
左
（
江
岑
）
が
後
水
尾
天
皇
の
御
落

胤
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

江
岑
は
、
東
福
門
院
の
侍
女
と
い
わ
れ
て
い
る
宗
見
の
子
と
し
て
、
慶

長
十
八
年
・
一
六
一
三
年
、
東
福
門
院
が
七
歳
の
時
産
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
時
東
福
門
院
は
入
内
し
て
い
な
い
し
、
宗
旦
も
宮
中
に
は
出
入
し
て
い

な
い
。
と
す
る
と
宗
見
は
、
東
福
門
院
の
侍
女
で
は
な
く
、
後
水
尾
天
皇

の
女
官
か
、
女
官
の
誰
か
の
侍
女
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
東
福

門
院
が
入
内
し
た
時
、
宗
見
は
八
歳
の
子
供
を
抱
え
な
が
ら
侍
女
に
な
っ

て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
わ
た
く
し
は
江
岑

は
、
御マ
マ

水
尾
天
皇
の
皇
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
天
皇
の
お

子
さ
ん
な
ら
、
宮
中
か
ら
追
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。（
略
）
残
念
な
が

ら
、
江
岑
に
は
実
子
が
な
か
っ
た
か
ら
、
家
元
は
血
こ
そ
つ
な
が
っ
て
い

な
い
が
、
後
水
尾
天
皇
の
後
裔
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
（
（（
（

。

　

そ
も
そ
も
千
宗
旦
の
後
妻
宗
見
に
つ
い
て
、
明
ら
か
な
こ
と
は
少
な
い
（
（（
（

。
磯

野
風
船
子
の
推
論
は
、
根
拠
も
な
く
仮
定
の
上
に
仮
定
を
重
ね
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
磯
野
風
船
子
は
こ
の
説
を
く
り
返
し
主
張
す
る
の
で
あ

る
（
（（
（

。
そ
の
う
え
、

　

お
裏
の
有
力
な
老
宗
匠
の
お
話
だ
と
、
江
岑
が
後
水
尾
帝
の
お
子
さ
ん

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
公
然
た
る
秘
密
で
、
口
外
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
の

で
誰
も
話
を
し
な
い
で
い
る
の
だ
、
と
。
戦
後
民
主
化
さ
れ
た
現
在
で
は
、

そ
の
秘
密
を
守
る
必
要
は
な
い
（
（（
（

。

　

こ
れ
が
証
拠
と
さ
れ
て
は
、
ま
っ
た
く
議
論
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
ま
で
暴
走

さ
れ
る
と
、「
利
休
娘
実
子
説
」
側
に
と
っ
て
も
危
険
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

そ
の
一
方
で
、「
利
休
娘
実
子
説
」
を
新
た
に
展
開
さ
せ
る
の
が
村
井
康
彦

で
あ
る
。
磯
野
風
船
子
が
「
利
休
娘
実
子
説
」
の
枠
を
越
え
て
暴
走
し
た
の
に

対
し
て
、
村
井
康
彦
は
、
す
で
に
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
の
『
千
利
休

　

そ
の
生
涯
と
茶
湯
の
意
味
』
の
な
か
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
歴
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史
学
者
ら
し
く
、
歴
史
的
事
実
の
整
合
を
は
か
る
議
論
を
展
開
し
た
。
昭
和
五

十
二
年
（
一
九
七
七
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
『
茶
道
雑
誌
』
に
連
載
さ
れ
た

「
少
庵
と
道
安
」（
そ
の
一
）
～
（
そ
の
六
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
従
来
か
ら
千
家
は
千
道
安
で
は
な
く
、
千
少
庵
が
相
続
し
た
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
千
道
安
へ
の
相
続
内
容
を

示
す
千
利
休
直
筆
の
書
置
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
（
（（
（

、
村
井
康
彦
は
、
千

道
安
が
相
続
し
た
堺
千
家
と
、
千
少
庵
が
た
て
た
京
千
家
と
の
併
存
説
を
と
な

え
た
。
す
な
わ
ち
、

実
子
の
道
安
に
は
堺
の
千
家
を
つ
が
せ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
時
点
で
の

利
休
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
が
の
ち
に
千
家
が
京
千
家
と
堺

千
家
と
に
分
か
れ
（
（（
（

と
論
じ
て
千
道
安
が
千
利
休
の
あ
と
を
継
が
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
を
修
正

し
た
。

　

ま
た
、
千
宗
恩
が
二
人
の
子
供
を
産
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
歴
史
資
料
か

ら
、　

再
婚
時
宗
恩
が
五
十
歳
前
後
と
い
う
の
で
は
、
そ
の
後
二
子
を
生
む
の

は
い
さ
さ
か
無
理
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
こ
れ
を
、
利
休
と

宗
恩
と
の
“
交
渉
”
は
先
妻
の
生
存
中
に
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
見
れ
ば
、

以
上
の
不
自
然
さ
は
い
と
も
簡
単
に
解
消
さ
れ
る
し
、
そ
れ
が
真
相
で
あ

ろ
う
（
（（
（

。

と
推
測
し
た
。

　

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、『
元
伯
宗
旦
文
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
数
江
教
一

「
宗
旦
の
父
親
」
に
関
す
る
反
論
で
あ
る
。
村
井
康
彦
は
、
川
口
恭
子
の
指
摘

に
よ
り
、「
宗
旦
父
月
忌
」
で
は
な
く
「
宗
旦
若
月
忌
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る

と
し
て
、

　

数
江
氏
の
提
出
さ
れ
た
「
宗
旦
父
」
論
は
川
口
さ
ん
の
指
摘
に
よ
っ
て

ほ
ぼ
完
全
に
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
（
（（
（

と
の
べ
、
千
宗
旦
の
父
は
千
少
庵
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
と
結
論
づ
け
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
千
宗
旦
の
還
俗
時
期
と
千
宗
旦
の
長
男
宗
拙
の
出
生
時
期
と
が
矛

盾
す
る
問
題
に
つ
い
て
、「
利
休
娘
実
子
説
」
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
や
や
勇

み
足
の
議
論
も
あ
る
。
村
井
康
彦
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
千
宗
旦
は
少
な
く
と
も

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
四
月
ま
で
は
大
徳
寺
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。
し
か

し
、
千
宗
旦
の
次
男
で
あ
る
千
宗
守
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
生
ま
れ
で
あ

り
（
（（
（

、
さ
ら
に
長
男
の
千
宗
拙
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
千
宗
旦
が
大
徳
寺
に
い
た

時
期
に
子
供
が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
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こ
の
矛
盾
に
対
し
て
の
村
井
康
彦
の
見
解
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

結
局
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
以
外
に
は
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
宗
旦
は
利
休
処
刑
後
（
略
）
も
し
ば
ら
く
は
大
徳
寺
に
あ
り
、
そ

の
間
喝
食
か
ら
蔵
主
に
も
昇
る
（
文
禄
二
年
～
三
年
の
間
）
一
方
、
寺
を

出
で
て
は
俗
人
と
し
て
の
時
間
を
ひ
そ
か
に
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
（
（（
（

。（
傍
線
筆
者
）

　

村
井
康
彦
は
、
結
果
と
し
て
若
い
千
宗
旦
を
、“
破
戒
僧
”
に
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
千
利
休
の
娘
で
あ
る
千
宗
旦
の
母
が
推
し
進
め
た
こ
と

と
し
て
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
矛
盾
を
さ
き
に
指
摘
し
た

筒
井
紘
一
も
、

た
と
え
利
休
の
眷
族
で
あ
る
と
は
い
え
、
喝
食
で
あ
る
宗
旦
に
子
供
を
つ

く
る
機
会
は
与
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
（
（（
（

。

と
断
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
第
五
期
に
お
け
る
村
井
康
彦
の
役
割
は
、
最
新
の
歴
史
学
的
研
究
成
果

を
『
茶
道
雑
誌
』
で
一
般
向
け
に
紹
介
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
好
意
的
に
解
釈

す
れ
ば
、
磯
野
風
船
子
に
よ
る
「
利
休
娘
実
子
説
」
の
暴
走
を
、
理
知
的
な
線

で
押
し
と
ど
め
よ
う
と
し
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
千
宗
旦
の
次

男
千
宗
守
（
一
翁
）
の
出
生
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
で
あ
る
と
い
う
の
は
、

の
ち
に
新
資
料
の
発
見
で
く
つ
が
え
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
（（
（

。
歴
史
の
後
知
恵
で

は
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
村
井
康
彦
の
議
論
は
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
こ
だ
わ

る
あ
ま
り
、
や
は
り
無
理
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

歴
史
学
者
で
あ
る
村
井
康
彦
に
よ
っ
て
、「
利
休
娘
実
子
説
」
は
事
実
と
し
て

広
く
認
め
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

（
６
）
第
六
期
（
昭
和
五
十
三
年
〔
一
九
七
八
〕
二
月
以
降
、
現
在
ま
で
）

　
　
　
　
　

熱
意
の
う
す
れ
と
議
論
の
多
様
化　

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
議
論
が
学
問
的
に
な
る
一
方
で
、
強
硬
な
主
張
を
行

う
論
者
が
い
な
く
な
り
、
熱
が
冷
め
て
い
く
感
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
茶
道

雑
誌
』
を
舞
台
と
す
る
意
見
発
表
も
限
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
さ
す
が
に
「
道

安
実
子
説
」
を
主
張
す
る
論
者
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
反
面
、
三
種
類
の

議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
論
者
の
多
く
は
「
利
休
娘
実
子
説
」

を
当
然
の
前
提
と
し
て
議
論
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
こ
れ
が
多
数
説
と
い
え
よ

う
。
そ
の
一
方
で
、
無
理
の
あ
る
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
対
し
て
、
別
の
視
点

か
ら
の
批
判
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
「
中
立
説
」
の
主
張
で
あ
る
。
こ

れ
は
有
力
な
反
対
説
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、「
直
系
実
子
説
」
と
い
う
少
数
説

も
み
ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
時
期
に
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
よ
っ
た
研
究
者
と
し
て
は
、
小

松
茂
美
、
米
原
正
義
、
矢
部
誠
一
郎
ら
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
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「
利
休
娘
実
子
説
」
の
結
果
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
あ
ら
た
な
材
料
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
小
松
茂
美
は
、

諸
書
の
記
載
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
お
亀
は
、
宗
恩
が
利
休
に
再
嫁

し
た
際
、
す
で
に
少
庵
と
結
婚
し
て
い
た
義
理
の
娘
「
お
ち
や
う
」
と
同

一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
（（
（

。

と
断
定
は
避
け
て
い
る
が
、
従
来
の
議
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
（
（（
（

。

　

米
原
正
義
は
、
利
休
年
譜
の
な
か
で
、

天
文
五
年　

田
中
宗
慶
生
ま
れ
る
。
父
は
一
説
に
利
休
と
い
う
。

天
正
六
年　

孫
の
宗
旦
生
ま
れ
る
。
父
は
少
庵
、
母
は
利
休
の
娘
お
亀
か

と
い
う
（
異
説
あ
り
（
（（
（

）。

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
説
の
主
張
と
い
う
よ
り
は
、
通
説
の
紹
介
で
あ

る
。

　

矢
部
誠
一
郎
も
、
通
説
を
整
理
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

利
休
の
妻
と
な
っ
た
女
性
は
三
人
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
先
妻
の
宝

心
妙
樹
、
後
妻
の
宗
恩
、
そ
し
て
今
一
人
姓
名
不
詳
の
人
物
で
あ
る
（
（（
（

。

と
い
う
よ
う
に
、“
三
人
の
妻
”
と
い
う
当
然
の
帰
結
を
は
っ
き
り
と
表
現
し

た
こ
と
が
目
新
し
い
。

　

つ
い
で
、
こ
の
時
期
に
は
じ
ま
る
「
中
立
説
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の

考
え
方
に
よ
る
議
論
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
三
年
二

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
清
瀬
ふ
さ
子
の
「
千
少
庵
筆
『
云
置
き
』
の
こ
と
」
で
あ

る
。
前
記
（
５
）
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
村
井
康
彦
は
、
数
江
教
一
「
宗
旦
の

父
親
」
を
批
判
し
て
「
宗
旦
若
」
と
い
う
読
み
方
を
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、『
元
伯
宗
旦
文
書
』
の
解
読
に
た
ず
さ
わ
っ
た
清
瀬
ふ
さ
子
が
そ
の
見
解

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
瀬
ふ
さ
子
は
、「
宗
旦
父
」
で
あ
る
の
か
「
宗
旦

若
」
で
あ
る
の
か
を
、「
筆
の
運
び
方
か
ら
見
て
も
気
持
は
﹃
父
﹄
の
方
へ
私

は
読
み
た
い
の
だ
が
（
（（
（

」
と
い
い
つ
つ
も
、
慎
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
宗
旦

父
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
比
較
検
討
し
て
、

結
局
は
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
宗
旦
の
父
親
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
道
安
と
も
少
庵
と

も
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
今
の
と
こ
ろ
、
私
に
と
っ
て
は
疑
問
の
ま
ま
で

あ
る
（
（（
（

。

と
の
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
も
の
た
り
な
く
思
え
る
が
、
判
断
で
き
る
材

料
が
な
い
以
上
、
わ
か
ら
な
い
と
す
る
の
が
「
中
立
説
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

同
じ
こ
ろ
、
芳
賀
幸
四
郎
は
『
わ
び
茶
の
研
究
（
（（
（

』
の
な
か
で
、
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宗
旦
は
実
は
少
庵
の
子
で
な
く
利
休
の
実
子
道
安
の
子
で
あ
る
と
い
う

説
が
あ
り
、
ま
た
少
庵
が
母
宗
恩
と
と
も
に
千
家
に
は
い
る
以
前
に
、
す

で
に
利
休
の
女
の
亀
女
を
娶
り
、
そ
の
間
に
宗
旦
が
生
れ
た
の
で
あ
る
、

と
い
う
説
も
あ
る
。

と
、「
道
安
実
子
説
」
お
よ
び
「
利
休
娘
実
子
説
」
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
う

え
で
、こ

れ
を
決
定
的
に
否
定
す
る
だ
け
の
証
拠
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
説
は
ど

う
も
疑
わ
し
い
。
少
庵
が
宗
恩
と
宮
王
太
夫
（
一
説
に
は
松
永
久
秀
）
と

の
間
に
生
れ
た
子
で
あ
る
こ
と
が
た
し
か
で
あ
る
以
上
、
も
し
そ
の
妻
が

他
家
の
出
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
旦
に
は
利
休
の
血
が
流
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ
て
千
家
の
ど
こ
に
も
利
休
の
血
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
千
家
と
利
休
と
の
間
に
血
の
つ
な
が
り
を
つ
け
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
二
説
が
作
為
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
喝
破
し
、

宗
旦
の
母
が
利
休
の
女
の
亀
女
だ
と
い
う
説
は
、
一
応
よ
く
で
き
て
い
る

が
、
江
岑
宗
左
が
不
明
な
こ
と
は
父
宗
旦
に
た
ず
ね
て
書
い
た
と
い
う

『
千
利
休
由
緒
書
』
に
は
、（
略
）
少
庵
に
嫁
し
た
と
い
う
亀
女
の
こ
と
は

全
く
で
て
こ
な
い
。
こ
の
『
由
緒
書
』
は
江
岑
宗
左
が
宗
旦
に
不
審
を
訊

し
て
書
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
宗
旦
の
母
が
利
休
の
女
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
逸
す
る
こ
と
は
あ
る
は
ず
も
な
い
。
故
意
に
作
為
さ
れ
た
説

だ
と
断
定
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

と
、
両
説
と
も
疑
わ
し
い
と
い
う
「
中
立
説
」
の
立
場
を
主
張
し
た
。
こ
の

「
中
立
説
」
の
流
れ
は
、
そ
の
後
中
村
修
也
（
（（
（

、
熊
倉
功
夫
（
（（
（

に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ

る
。

　

さ
ら
に
、
あ
ら
た
な
議
論
と
し
て
、「
直
系
実
子
説
」
が
登
場
す
る
。
こ
の

論
者
の
千
原
弘
臣
は
「
利
休
娘
実
子
説
」
を
批
判
し
て
、

少
庵
内
室
の
俗
名
は
「
お
ち
や
う
」
で
あ
る
。
少
庵
の
妻
を
利
休
息
女
お

亀
と
す
る
説
の
根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
宗
旦
の
高
弟
山
田
宗
徧
は
お
亀

を
少
庵
の
妹
と
「
茶
道
要
録
」
に
書
き
、
江
岑
は
お
亀
を
万
代
屋
宗
安
室

と
す
る
（
千
利
休
由
緒
書
（
（（
（

）。

と
の
べ
、
資
料
解
釈
の
誤
り
を
指
摘
す
る
（
（（
（

。

　

そ
の
一
方
で
、

　

少
庵
の
真
父
は
千
宗
易
で
あ
ろ
う
か
。
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少
庵
は
利
休
の
血
縁
の
子
で
あ
っ
た
と
の
想
い
を
深
め
る
。

　

筆
者
は
少
庵
の
真
父
は
三
入
で
な
く
、
千
利
休
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

の
推
測
を
ま
す
ま
す
強
め
る
。

　

少
庵
が
事
実
を
も
っ
て
利
休
の
茶
を
相
続
し
た
の
に
は
利
休
と
の
血
縁

の
存
在
を
想
わ
せ
る
。
少
庵
は
利
休
の
実
子
（
（（
（

。

と
い
う
よ
う
な
主
張
を
く
り
返
す
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
は

あ
ま
り
明
確
な
も
の
で
は
な
い
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
現
在
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
利
休
娘

実
子
説
」
が
通
説
的
立
場
で
あ
り
、
千
少
庵
妻
は
千
利
休
娘
「
お
亀
」
で
あ
る

と
一
般
に
は
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
結
論
を
出
す
に
は
根
拠
が
不
十
分

と
い
う
「
中
立
説
」
の
考
え
方
も
歴
史
学
者
の
間
で
は
依
然
と
し
て
根
強
い
。

こ
の
た
め
、
Ⅰ
１
（
２
）
で
み
た
表
千
家
の
図
録
の
よ
う
に
、「
千
宗
旦
、
少

庵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
母
は
利
休
の
娘
と
い
わ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な

あ
い
ま
い
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

　

２　

「
利
休
娘
実
子
説
」
の
構
造

　

（
１
）「
利
休
娘
実
子
説
」
に
肯
定
的
な
三
つ
の
資
料

　
「
中
立
説
」
お
よ
び
「
直
系
実
子
説
」
と
い
う
「
利
休
娘
実
子
説
」
を
批
判

す
る
考
え
方
の
登
場
を
み
た
と
こ
ろ
で
、「
利
休
娘
実
子
説
」
の
内
容
を
あ
ら

た
め
て
検
討
し
て
み
る
。

　

議
論
を
整
理
す
る
た
め
、「
利
休
娘
実
子
説
」
の
主
要
な
三
人
の
論
者
、
鈴

木
半
茶
、
杉
本
捷
雄
、
村
井
康
彦
の
主
張
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
表
３
の
と
お

り
と
な
る
。

　

こ
こ
で
焦
点
と
な
る
資
料
は
五
点
あ
る
。「
利
休
娘
実
子
説
」
に
と
っ
て
肯

定
的
な
資
料
が
三
点
、
否
定
的
な
資
料
が
二
点
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
利
休
娘
実
子
説
」
が
導
き
出
さ
れ
る
の
か
を
検

証
す
る
。

　

ま
ず
、
前
者
の
肯
定
的
な
三
つ
の
資
料
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
『
千
利
休
由
緒
書
』

　

表
千
家
第
四
代
千
宗
左
（
江
岑
）
に
よ
る
千
利
休
の
由
緒
お
よ
び
千
家
系
譜

の
覚
書
で
あ
る
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）、
幕
府
が
徳
川
家
康
の
年
譜
を
編

纂
す
る
に
あ
た
り
、
紀
州
徳
川
家
を
通
じ
て
千
利
休
に
関
す
る
事
柄
の
照
会
が

あ
り
、
千
宗
左
（
江
岑
）
が
千
宗
旦
と
相
談
の
う
え
、
口
頭
お
よ
び
文
書
で
回

答
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
が
表
千
家
（
（（
（

、
内
閣
文
庫
（
（（
（

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
な
か
で
、
千
宗
左
（
江
岑
）
は
、
千
利
休
が
京
都
か
ら
堺
に
追
放
に
な

る
際
の
こ
と
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　

利
休
め
は
と
か
く
果
報
の
も
の
そ
か
し

　
　
　
　

菅
丞
相
に
な
る
と
お
も
へ
ハ

右
之
一
首
ヲ
竪
紙
ニ
書
テ
、
巻
納
メ
、
封
目
ヲ
付
、
上
書
ニ
お
亀
に
お
も
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ひ
置
利
休
と
書
て
、
お
亀
に
渡
候
へ
と
て
出
候
。
お
亀
ハ
利
休
娘
、
万
代

屋
宗
安
か
後
家
也
（
（（
（

。

�
『
茶
道
要
録
』

　

千
宗
旦
の
弟
子
の
山
田
宗
徧
が
著
し
た
茶
書
で
あ
り
、
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
利
休
伝
が
あ
り
、
上
記
と
同
じ

状
況
の
こ
と
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

利
休
メ
ハ
ト
カ
ク
果
報
ノ
者
ソ
カ
シ
カ
ン
シ
ヤ
ウ
セ
ウ
ニ
ナ
ル
ト
思

ヘ
ハ

ト
竪
紙
ニ
記
シ
テ
巻
テ
上
ニ
封
目
ヲ
付
テ
、
於
亀
ニ
思
置
利
休
ト
書
テ
、

於
亀
ニ
渡
候
ヘ
ト
テ
出
ル
、
於
亀
ト
云
ハ
居
士
カ
娘
少
庵
ガ
妹
ナ
リ
、
即

此
真
筆
我
ガ
四
方
庵
ニ
所
持
ス
ル
者
ナ
リ
（
（（
（

�
『
敞
帚
記
補
』

　

松
尾
宗
二
（
松
尾
家
第
六
代
、
延
宝
五
年
〔
一
六
七
七
〕
～
宝
暦
二
年
〔
一
七
五

二
〕）
の
著
書
と
さ
れ
る
（
（（
（

。
鈴
木
半
茶
が
そ
れ
ほ
ど
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
Ⅱ
１
（
２
）
で
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
杉
本
捷

雄
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

庚
午
冬
（
寛
延
三
年
）
宗
室
ノ
口
切
か
け
物
ニ
、
少
庵
内
よ
り
ト
ア
ル

女
筆
ノ
文
也
。
是
ハ
千
家
ニ
テ
モ
利
休
ノ
娘
ト
云
フ
。
未
詳
ニ
テ
分
明
ニ

不
知
、
是
ハ
利
休
ノ
愛
女
ニ
テ
名
ハ
亀
ト
云
、
法
名
ハ
喜
室
宗
慶
ト
号
ス
。

少
庵
ノ
妻
也
。
是
人
ノ
不
知
事
也
（
（（
（

。

　

こ
の
三
つ
の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
表
４
に
整
理
す
る
。

　

�
か
ら
�
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
お
亀
が
千
利
休
の
娘
で
あ
る
と
の
べ
て
い

る
（
情
報
Ａ
）。
一
方
で
、
お
亀
に
つ
い
て
は
、「
万
代
屋
宗
安
か
後
家
」「
少

庵
ガ
妹
」「
少
庵
ノ
妻
」
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
（
情
報
Ｂ
）。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。「
利
休
娘
実
子
説
」（
す

な
わ
ち
、「
お
亀
」
＝
「
千
利
休
娘
」
＝
「
千
少
庵
妻
」）
を
と
る
た
め
に
は
、「
少

庵
ノ
妻
」
を
正
し
い
と
し
て
、
他
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
時

代
が
下
が
る
資
料
ほ
ど
正
し
い
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
ま
さ
に
そ

の
と
お
り
の
主
張
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、『
千
利
休
由
緒
書
』
の
「
万
代
屋
宗
安
か
後
家
」
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

鈴
木
半
茶
は
、

お
亀
は
万
代
屋
宗
安
が
後
家
で
あ
る
と
は
誤
り
で
あ
る
ら
し
い
。

△
利
休
女
子
、
泉
州
堺
ニ
住
、
万
代
屋
宗
安
妻
お
三
。
母
ハ
利
休
先
妻
ノ

　

子
、
後
家
ト
ナ
リ
家
ニ
帰
ル
。
父
ニ
先
テ
自
殺
ス
。（
千
家
系
譜
）

と
あ
る
の
が
本
当
で
あ
ろ
う
（
（（
（

。
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否定的な資料

�『敞帚記補』　松尾宗二（松尾
家第六代、1677 ～ 1752）著

�「おちやう宛の文」　天正十二
年（1584）

�『茶道四祖伝書』松屋久重編
　正保四年（1647）～慶安五年

（1652）成立か

「庚午冬（寛延三年）宗室ノ口切
かけ物ニ、少庵内よりトアル女
筆ノ文也。是ハ千家ニテモ利休
ノ娘ト云フ。未詳ニテ分明ニ不
知、是ハ利休ノ愛女ニテ名ハ亀
ト云、法名ハ喜室宗慶ト号ス。
少庵ノ妻也。是人ノ不知事也。」

「むらさきのせうあんよりきたり
候きんす壱まい参らせ候　已上
天正十二年十二月廿一日　そう
ゑき　花押　　おちやうへ　参
る」、千宗室（仙叟）の添書に「お
ちやうは少庵妻女也　後法名喜
室宗慶と申候」

「少庵も御成敗トノ儀也。（略）
此一乱ニ付宗旦ノ母其儘飛入て、
少庵ハにくけれども、宗旦同事
ニ果可申とて籠居けり。」

「少庵の妻は利休の娘お亀である
というのである。」（同論文 54 頁）

「この宛名のおちやうというの
は、少庵の妻であるならば、前
のお亀とは別人となるので解釈
に苦しむ」（同論文 56 頁）

「お亀であれば利休の娘であるの
で、一時離別のことは考えられ
ないし、少庵とは離別のお亀に
利休が書置のことも変な話であ
る。」（同論文 56 頁）

「少庵内室は、利休居士の娘で、
その俗名をお亀といった人で
あったことが分る。」（後者論文
88 頁）

「お亀の略字と平仮名書きとの混
乱ではないだろうかと思う」、「古
写に属するもので、本文の宛名
の『お亀』の略字と、『おちやう』
のそれが混乱を起したのではな
かろうか」（後者論文 90 頁）

「時点は会津の蒲生氏郷に預けら
れた少庵の赦免直前頃の話」、「正
妻の腹ではなく、元々は千家の
籍にも入っていなかった人であ
ろう。」（後者論文 93 頁）

「 少 庵 内 室 は、 利 休 居 士 の 娘
で、その俗名をお亀といった人
であったことが分かる。」（同書
136 頁）

「これをお亀の幼名でないかとい
う人もある。」、「この書簡が、利
休自筆のものであるかどうか、

（略）あるいは書き手の違う代筆
者鳴海の場合とすれば、これに
幼名『お長』を何気なく（略）
書いたとしても、あり得ないこ
とではない」（同書 138 ～ 139 頁）

「時点は会津の蒲生氏郷に預けら
れた少庵の赦免直前頃の話」、「正
妻の腹ではなく、もともとは千
家の籍にも入っていなかった人
であろう。」（同書 142 頁）

「事実とすればお亀は利休の可愛
がっていた娘であり、少庵の妻
となり、法号を喜室宗慶（桂）
といったことが知られるのであ
る。」（前者論文 97 頁）

「『お亀』と『おちよう』とは同
一人物ということになる。後者
が早い時期の名であったのであ
ろうか。」（前者論文 97 頁）

「利休処刑時のこととすべきで
あって、少庵が赦免される時の
ことではあり得ない。」（前者論
文 95 頁）
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表３　「利休娘実子説」の主張比較表　　　

資料の評価 肯定的な資料

論者 出典

�『千利休由緒書』　千宗左
（江岑）、承応二年（1653）
成立か

�『茶道要録』　山田宗徧（千
宗旦門）著、元禄四年（1691）
版行

「利休めはとかく果報のもの
そかし菅丞相になるとおも
へハ
　右之一首ヲ竪紙ニ書テ、
巻納メ、封目ヲ付、上書ニ
お亀におもひ置利休と書て、
お亀に渡候へとて出候。お
亀ハ利休娘、万代屋宗安か
後家也。」

「利休メハトカク果報ノ者ソ
カシカンシヤウセウニナルト
思ヘハ
　ト竪紙ニ記シテ巻テ上ニ封
目ヲ付テ、於亀ニ思置利休ト
書テ、於亀ニ渡候ヘトテ出ル、
於亀ト云ハ居士カ娘少庵ガ妹
ナリ、即此真筆我ガ四方庵ニ
所持スル者ナリ」

鈴木半茶
「少庵伝小藁（その五）」
『茶道雑誌』昭和三十三年
（1958）九月号

「お亀は万代屋宗安が後家
であるとは誤りであるらし
い。」（同論文 55 頁）

「宗徧がお亀を少庵の妹と
いっているが、この外に誰の
妻とて明かしてない」（同論
文 55 頁）

杉本捷雄
（論文）

「慶長八年春屋宗園賛利休
坐像について」『茶道雑
誌』昭和三十四年（1959）
十一月号、「少庵内室の
ことども　亀女礼讃　」

『茶道雑誌』昭和三十八年
（1963）十一月号

「宗安妻については、『千家
系譜』に、利休女子、泉州
堺ニ住、万代屋宗安妻お三、
母ハ利休先妻ノ子、後家ト
ナリ家ニ帰ル。父ニ先チ自
殺ス。
とあって、お亀とお三の混
同を訂正してくれている。」

（前者論文８頁）

「『妹』の字は『言海』によれ
ば（略）大体男から見た妻で
あり、この例は『万葉集』相
聞之歌にも『妹（いも）』『吾
妹児（わぎもこ）』として随
所に実例を見る」（前者論文
８頁）

杉本捷雄
（単行本）

『千利休とその周辺』淡交 
社、昭和四十五年（1970）

「（万代屋云々は誤り）」（同
書 136 頁）

「妹（いも、注、妻）」（同書
136 頁）

村井康彦

「少庵と道安（その四）」
『茶道雑誌』昭和五十三年
（1978）一月号、「少庵と
道安（その五）」『茶道雑
誌』昭和五十三年（1978）
二月号

（記述なし）

「『茶道要録』の「少庵が妹」も、
義理の妹にもなるが妻の意と
した方がよいだろう。」（前者
論文 97 頁）
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と
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
杉
本
捷
雄
に
も
踏
襲
さ
れ
、

　

宗
安
妻
に
つ
い
て
は
、「
千
家
系
譜
」
に
利
休
女
子
、
泉
州
堺
ニ
住
、

万
代
屋
宗
安
妻
お
三
、
母
ハ
利
休
先
妻
ノ
子
、
後
家
ト
ナ
リ
家
ニ
帰
ル
。

　

父
ニ
先
チマ
マ

自
殺
ス
。

　

と
あ
っ
て
、
お
亀
と
お
三
の
混
同
を
訂
正
し
て
く
れ
て
い
る
（
（（
（

。

と
判
断
し
、
同
じ
く
『
千
家
系
譜
（
（（
（

』
を
そ
の
根
拠
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
引
用
は
重
大
な
誤
解
を
ま
ね
き
か
ね
な
い
も
の
で
あ

る
。
杉
本
捷
雄
は
、「
利
休
女
子
、
泉
州
堺
ニ
住
、
万
代
屋
宗
安
妻
お
三
、
母

ハ
利
休
先
妻
ノ
子
、
後
家
ト
ナ
リ
家
ニ
帰
ル
。
父
ニ
先
チマ
マ

自
殺
ス
。」
と
一
連

の
記
述
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
原
典
に
よ
れ
ば
、「
利

休
女
子　

泉
州
堺
ニ
住　

万
代
屋
宗
安
妻
」
が
当
初
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
り
、

そ
の
左
側
に
別
の
手
で
ご
く
小
さ
く
「
お
三
、
母
ハ
利
休
先
妻
ノ
子
、
後
家
ト

ナ
リ
家
ニ
帰
ル
、
父
ニ
先
テ
自
殺
ス
」
と
書
き
込
み
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
一
括
し
て
論
じ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、『
千
家
系
譜
』
と
は
、
十
九
世
紀
初
め
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
十
七
世
紀
中
頃
の
資
料
（『
千
利
休
由
緒
書
』）
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、『
千
利
休
由
緒
書
』
が
信
頼
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
も
あ
り
え
る
が
、
千
利
休
の
孫
と
曾
孫
と
が
相
談
し
て
残
し
た
資
料
が
、
そ

れ
よ
り
百
五
十
年
あ
と
の
資
料
よ
り
も
信
頼
で
き
な
い
と
は
、
常
識
的
に
は
考

え
に
く
い
。

　

な
お
、
村
井
康
彦
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

　

つ
ぎ
は
、『
茶
道
要
録
』
の
「
少
庵
ガ
妹
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「
妹
」
に
つ
い
て
、
鈴
木
半
茶
は
、

　

宗
旦
の
弟
子
宗
徧
が
お
亀
を
少
庵
の
妹
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
外
に

誰
の
妻
と
て
明
か
し
て
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
（
（（
（

。

と
の
べ
て
、「
妹
」
を
素
直
に
女
兄
弟
の
意
味
に
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
杉
本
捷
雄
は
「
妹
＝
妻
」
の
解
釈
を
持
ち
出
す
の
で
あ
る
。
昭
和

　

表
４　
「
お
亀
」
に
か
か
る
情
報
と
評
価

資　

料　

名

『
千
利
休
由
緒
書
』

『
茶
道
要
録
』

『
敞
帚
記
補
』

資
料
の
成
立
時
期

十
七
世
紀
中
頃

十
七
世
紀
末

十
八
世
紀
中
頃

「
お
亀
」
に
つ

い
て

情
報
Ａ

利
休
娘

居
士
カ
娘

利
休
ノ
娘

情
報
Ｂ

万
代
屋
宗
安
か
後
家

少
庵
ガ
妹

少
庵
ノ
妻

情
報
Ｂ
に

対
す
る
評

価

鈴
木
半
茶

×
誤
り

？
妹
＝
女
兄
弟

○
正
し
い

杉
本
捷
雄

×
誤
り

△
妹
＝
妻

○
正
し
い

村
井
康
彦

（
言
及
な
し
）

△
妹
＝
妻

○
正
し
い
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三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
論
文
で
は
、

　
「
妹
」
の
字
は
「
言
海
」
に
よ
れ
ば
次
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
即
ち

そ
の
一
は
「
男
ヨ
リ
女
ヲ
親
ミ
呼
ブ
称
」
と
そ
の
二
は
「
イ
モ
ウ
ト
」。

前
者
は
大
体
男
か
ら
見
た
妻
で
あ
り
、
こ
の
例
は
「
万
葉
集
」
相
聞
之
歌

に
も
「
妹
（
い
も
）」「
吾
妹
児
（
わ
ぎ
も
こ
）」
と
し
て
随
所
に
そ
の
実
例

を
見
る
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

と
、
い
ち
お
う
の
判
断
根
拠
を
示
し
て
い
る
が
、
の
ち
の
昭
和
四
十
五
年
（
一

九
七
〇
）
の
単
行
本
で
は
、
何
ら
検
討
す
る
こ
と
な
く
、

　
『
茶
道
要
録
』（
付
冊
の
利
休
伝
に
）

お
亀
と
い
う
は
居
士
が
娘
に
し
て
少
庵
が
妹
（
い
も
、
注
、
妻
）
な
り
（
（（
（

。

と
引
用
文
中
に
「（
い
も
、
注
、
妻
）」
と
書
き
添
え
、
そ
れ
で
す
ま
せ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
村
井
康
彦
も
そ
の
結
論
を
追
認
す
る
。『
敞
帚
記
補
』
の
記
述
を

紹
介
し
、

　

事
実
と
す
れ
ば
お
亀
は
利
休
の
可
愛
が
っ
て
い
た
娘
で
あ
り
、
少
庵
の

妻
と
な
り
、
法
号
を
喜
室
宗
慶
（
桂
）
と
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
『
茶
道
要
録
』
の
「
少
庵
が
妹
」
も
、
義
理
の
妹
に
も

な
る
が
妻
の
意
と
し
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
（
（（
（

。

と
の
べ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
に
も
う
少
し
立
ち
入
る
こ
と
と
す
る
。
い
っ
た
い
『
言
海
』
に
は

ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
関
係
部
分
を
か
か
げ
る
と
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

｛
い
も
（
名
）
妹
（
一
）｛
男
ヨ
リ
女
ヲ
親
ミ
呼
ブ
称
。（
二
）
イ
モ
ウ
ト
。

い
も
う
と
（
名
）
妹
〔
妹イ
モ
ヒ
ト人
ノ
音
便
〕
女
ノ
子
ノ
後
ニ
生
レ
タ
ル
モ
ノ
。

イ
ロ
ト
。（
姉
ニ
対
ス
）
又
姉
ニ
モ
通
ジ
テ
イ
ヘ
リ
。（
妹イ
モ

ノ
条
ヲ
見
合
ハ
ス

ベ
シ
（
（（
（

）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
杉
本
は
、「
い
も
う
と
」
で
は
な
く
、「
い
も
」
の
意
味
だ

け
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
「
妹
」
が
「
い
も
」
か
「
い
も
う
と
」
か
の
問
題
は
さ
て
お
き
、

検
討
す
べ
き
は
、「
妹
」
が
万
葉
集
の
時
代
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
初
期
に
ど

の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
刊
行
さ

れ
た
『
邦
訳

日
葡
辞
書
』
に
は
つ
ぎ
の
と
お
り
あ
る
。

Ｉ
ｍ
ｏ
．
イ
モ
（
妹
）
詩
歌
語
．
す
な
わ
ち
、
女
・
妻
．　

※
い
も
：
女
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の
事
也
、
妹
（
い
も
）（
匠
材
集
、
一
）

Ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
．
イ
モ
ト
（
妹
）
妹
（
（（
（

．

　

す
な
わ
ち
、
当
時
「
い
も
」
は
詩
歌
語
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、「
い
も

う
と
」
は
女
兄
弟
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

み
て
く
る
と
、「
少
庵
ガ
妹
」
は
、「
妻
」
と
解
す
る
よ
り
は
、
女
兄
弟
で
あ
る

「
妹
」、
こ
の
場
合
は
「
義
理
の
妹
」
の
意
味
と
な
る
が
、
そ
う
解
す
る
の
が
、

国
語
学
的
に
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
義
理
の
妹
と
解
釈
し
て
、
な
ん
ら
矛

盾
は
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
可
能
性
の
低
い
解
釈
を
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
批
判
的
な
中
村
修
也
は
、

妹
（
イ
モ
）
に
は
妻
や
恋
人
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
男
性
か
ら
そ
の
対
象
の
女
性

を
さ
し
て
呼
ぶ
場
合
に
使
用
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
第
三
者
の
記
述
に
、
妻

や
恋
人
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
通
常
な
い
（
（（
（

。

と
の
べ
る
が
、
も
っ
と
も
で
あ
る
。

　

（
２
）「
利
休
娘
実
子
説
」
に
否
定
的
な
資
料
（
一
）

　

そ
れ
で
は
、「
利
休
娘
実
子
説
」
に
否
定
的
な
資
料
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し

て
い
る
の
か
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

�
「
お
ち
や
う
宛
の
文
」　

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）

　

こ
れ
は
、
吉
田
堯
文
が
、『
わ
び
』
昭
和
十
五
年
七
月
号
に
「
お
ち
や
う
宛

の
文
（
（（
（

」
と
し
て
紹
介
し
た
千
利
休
の
手
紙
で
あ
る
。
文
面
は
簡
単
で
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

む
ら
さ
き
の
せ
う
あ
ん
よ
り
き
た
り
候
き
ん
す

壱
ま
い
参
ら
せ
候　
　

已
上

　

天
正
十
二
年
十
二
月
廿
一
日　

そ
う
ゑ
き　

花
押

　

お
ち
や
う
へ

　
　
　
　
　
　

参
る

　

な
お
、
こ
の
手
紙
に
は
、
家
原
自
仙
の
手
紙
が
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
裏
千
家
第
四
代
千
宗
室
（
仙
叟
）
は
、「
お
ち
や
う
は
少
庵
妻
女
也　

後
法

名
喜
室
宗
慶
と
申
候
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ

の
千
宗
室
（
仙
叟
）
の
添
書
に
「
お
ち
や
う
」
が
千
少
庵
の
妻
の
名
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

鈴
木
半
茶
は
、
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こ
の
宛
名
の
お
ち
や
う
と
い
う
の
は
、
少
庵
の
妻
で
あ
る
な
ら
ば
、
前

の
お
亀
と
は
別
人
と
な
る
の
で
解
釈
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
お
ち
や
う
が

ど
ん
な
関
係
の
婦
人
か
、
ま
た
は
お
亀
の
別
名
で
あ
っ
た
の
か
、
全
く
知

る
由
も
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
（
（（
（

。

と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
杉
本
捷
雄
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
論
文
に
お
い
て
、

　
「
お
ち
や
う
」
に
つ
い
て
は
、
本
歌
を
た
し
か
め
る
す
べ
が
今
な
い
の

で
、
こ
れ
は
「
ち
や
う
」
の
字
を
「
亀
」
の
平
仮
名
と
読
み
間
違
え
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
量
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
（
（（
（

。

と
端
か
ら
否
定
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
の
ち
に
図
版
を
掲
載
し
た
う
え
で
、

　
「
わ
び
」
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
版
は
、
こ
れ
を
よ
く
見
れ
ば
み
る

ほ
ど
、
文
字
と
し
て
は
、
や
は
り
「
お
ち
や
う
」
と
読
む
の
が
正
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
お
亀
の
略
字
と
平
仮
名
書
き
と
の
混
乱
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
う
私
の
考
え
は
依
然
と
し
て
変
ら
な
い
（
（（
（

。

と
あ
く
ま
で
も
自
説
に
固
執
し
、
つ
づ
け
て
、

　

お
ち
や
う
の
本
字
は
、（
略
）
女
性
の
俗
字
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
っ

と
も
穏
当
な
字
は
、
や
は
り
「
お
蝶
」
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
そ

こ
で
、
少
庵
の
「
少
」
を
「
せ
う
」
と
平
仮
名
で
書
き
、
宗
易
の
「
宗
」

を
「
そ
う
」
と
正
し
い
旧
仮
名
遣
い
で
書
い
て
い
る
宗
易
の
平
仮
名
と
し

て
は
、
お
蝶
の
「
蝶
」
の
字
は
「
て
ふ
」
と
書
か
れ
る
べ
き
で
、「
ち
や

う
」
と
は
書
け
な
い
筈
で
あ
る
。

と
、
一
見
も
っ
と
も
ら
し
い
議
論
を
展
開
し
て
、
結
論
と
し
て
、

　

私
は
や
は
り
本
書
簡
が
、
あ
る
い
は
利
休
の
書
簡
に
少
な
く
な
い
と
さ

れ
る
古
写
に
属
す
る
も
の
で
、
本
文
の
宛
名
の
「
お
亀
」
の
略
字
と
、

「
お
ち
や
う
」
の
そ
れ
が
混
乱
を
起
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

て
仕
方
な
い
の
で
あ
る
。

と
、
こ
の
書
簡
が
“
写
し
”
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
の
単
行
本
で
は
、「
お
ち
や

う
」
が
何
ら
か
の
誤
り
と
い
う
結
論
は
同
じ
な
が
ら
、
主
張
の
内
容
は
大
幅
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
「
お
ち
や
う
」
の
本
字
は
「
お
長
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、（
略
）
こ
れ
を

お
亀
の
幼
名
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
あ
る
（
（（
（

。
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と
「
お
蝶
」
説
を
「
お
長
」
説
に
あ
ら
た
め
（
（（
（

、
さ
ら
に
他
人
の
説
と
称
し
て

“
幼
名
”
説
（
（（
（

を
も
ち
だ
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
書
簡
が
、
利
休
自
筆
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、（
略
）
あ
る
い

は
書
き
手
の
違
う
代
筆
者
鳴
海
の
場
合
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
幼
名
「
お

長
」
を
何
気
な
く
天
正
十
二
年
に
思
い
出
す
ま
ま
書
い
た
と
し
て
も
、
あ

り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
、“
写
し
”
と
い
う
説
明
か
ら
“
右
筆
書
き
”
と
い
う
説
明
に
変
更
し
て
い

る
（
（（
（

。

　

な
お
、
杉
本
捷
雄
は
、
古
写
で
あ
る
と
か
、
鳴
海
の
代
筆
と
か
、
千
利
休
自

筆
で
な
い
可
能
性
を
強
調
す
る
が
、
小
松
茂
美
は
、『
利
休
の
手
紙
』
の
な
か

で
こ
の
手
紙
を
、「
利
休
の
最
も
確
か
な
筆
跡
の
基
準
と
な
る
（
（（（
（

。」
と
評
価
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

で
は
、
村
井
康
彦
は
、
こ
の
「
お
ち
や
う
宛
の
文
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
お
亀
」
と
「
お
ち
や
う
」
と
は
同
一
人
物
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
後
者
が
早
い
時
期
の
名
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
（（（
（

。

と
、
と
く
に
根
拠
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
杉
本
捷
雄
の
説
明
を
受
け
入
れ
て
い

る
。

　

長
々
と
議
論
を
引
用
し
た
が
、
こ
の
「
お
亀
」
と
「
お
ち
や
う
」
と
は
、
同

一
人
物
で
あ
る
と
す
る
強
引
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
た
い
が
た

め
で
あ
る
。「
利
休
娘
実
子
説
」
を
と
っ
た
他
の
論
者
も
こ
の
こ
と
を
真
摯
に

検
討
し
た
と
は
い
い
が
た
い
（
（（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
、
女
性
の
改
名
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
（
（（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
安
易
に
“
幼
名
”
と
推
測
す
る
こ
と
に

対
し
て
、
一
般
的
に
は
可
能
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

（
３
）「
利
休
娘
実
子
説
」
に
否
定
的
な
資
料
（
二
）

　

も
う
ひ
と
つ
の
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
否
定
的
な
資
料
を
検
討
す
る
。

�
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
の
記
事

　
『
松
屋
日
記
』
あ
る
い
は
『
松
屋
筆
記
』
と
も
題
さ
れ
、
現
在
で
は
『
茶
道

四
祖
伝
書
』
と
よ
ば
れ
る
奈
良
の
松
屋
の
記
録
の
な
か
に
、「
利
休
居
士
伝

書
」
が
あ
る
。
こ
の
書
物
自
体
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
か
ら
慶
安
五
年

（
一
六
五
二
）
の
間
に
松
屋
久
重
に
よ
っ
て
順
次
整
理
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（
（（（
（

。
百
数
十
年
に
お
よ
ぶ
『
松
屋
会
記
』
を
残
し
た
松
屋
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
同
時
代
の
記
録
も
編
集
材
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
利
休
居
士
伝
書
」
に
は
、「
慶
安
二
（
己
）
丑
年
卯
月
五
日
従
千
宗
旦
伝
授

之
（
（（（
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
内
容
も
か
な
り
信
頼
度
が
高
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い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
な
か
に
千
利
休
自
刃
に
つ
い
て
記
し
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　

少
庵
も
御
成
敗
ト
ノ
儀
也
。
少
庵
ノ
内
方
宗
旦
の
母
ハ
、
何
事
も
沙
汰

無
之
以
前
ニ
去
ら
れ
た
り
。
少
も
か
ま
ひ
ハ
無
之
候
へ
ど
も
、
此
一
乱
ニ

付
宗
旦
ノ
母
其
儘
飛
入
て
、
少
庵
ハ
に
く
け
れ
ど
も
、
宗
旦
同
事
ニ
果
可

申
と
て
籠
居
け
り
。
然
処
ニ
少
庵
御
免
被
成
相
済
候
也
。
女
ノ
処
存
無
比

類
事
と
世
上
ニ
云
り
。
自
一
期
被
居
候
な
り
（
（（（
（

。

　

ど
う
い
う
訳
か
、
こ
の
と
き
、
千
宗
旦
の
母
親
は
千
少
庵
と
別
居
状
態
で
、

子
の
千
宗
旦
と
も
離
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
千
利
休
に
連
座
し
て
千
少
庵
も

処
罰
さ
れ
る
と
聞
い
て
、
家
を
出
て
い
た
千
少
庵
の
妻
で
千
宗
旦
の
母
は
、
あ

わ
て
て
千
家
に
帰
っ
て
き
て
、
千
宗
旦
と
家
に
立
て
籠
も
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

中
村
修
也
は
、
こ
の
記
録
を
当
然
に
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
千
利
休
自

刃
時
の
で
き
ご
と
と
し
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　

少
庵
と
別
居
し
て
い
た
宗
旦
の
母
を
、
こ
れ
ま
で
無
条
件
で
利
休
の
娘

と
考
え
て
き
た
が
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
生
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
、
少
庵
と
別

居
し
た
利
休
の
娘
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。

　

も
し
、
こ
の
宗
旦
の
母
が
利
休
の
娘
な
ら
ば
、
少
庵
と
離
縁
し
た
後
は
、

実
家
で
あ
る
堺
の
利
休
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

利
休
が
秀
吉
の
命
で
堺
に
蟄
居
し
た
際
に
、
い
ろ
い
ろ
と
千
家
内
で
相
談

が
あ
り
、
事
態
に
対
す
る
対
応
策
や
利
休
の
覚
悟
な
ど
も
、
充
分
理
解
し

て
い
た
は
ず
で
、「
此
一
乱
ニ
付
宗
旦
ノ
母
其
儘
飛
入
」
と
い
う
よ
う
な
、

無
分
別
な
行
動
に
は
で
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。（
略
）

　

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
宗
旦
の
母
と
さ
れ
る
女
性
が
他
所
に
い
て
、

「
少
庵
も
御
成
敗
」
の
噂
を
聞
き
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
女
性
が
利
休
の
娘
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

　

鈴
木
半
茶
も
、
同
様
の
疑
問
を
感
じ
た
ら
し
く
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。　

そ
の
人
が
お
亀
で
あ
る
か
、
お
亀
で
あ
れ
ば
利
休
の
娘
で
あ
る
の
で
、

一
時
離
別
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
少
庵
と
は
離
別
の
お
亀
に
利
休

が
書
置
の
こ
と
（
筆
者
注
：
�
の
「
お
亀
に
お
も
ひ
置
」
の
文
）
も
変
な
話

で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
よ
い
も
の
か
、
判マ
マ談

に
苦
し
む
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
杉
本
捷
雄
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
状
況
の
話
と
し
て
理
解
し
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て
い
る
。

　

時
点
は
会
津
の
蒲
生
氏
郷
に
預
け
ら
れ
た
少
庵
の
赦
免
直
前
頃
の
話
で
、

少
庵
赦
免
状
が
で
た
の
が
文
禄
三
年
（
筆
者
注
：
一
五
九
四
）
十
一
月
十

三
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
前
で
あ
る
。
少
庵
の
内
方
宗
旦
の
母
は
す
な

わ
ち
利
休
娘
お
亀
そ
の
人
で
、
少
庵
に
嫁
し
、
後
（
天
正
十
年
）
に
宗
恩

が
利
休
の
後
妻
に
入
っ
た
折
に
、
養
子
に
入
っ
た
少
庵
と
と
も
に
千
家
に

帰
っ
た
人
で
、
利
休
処
刑
の
こ
と
の
あ
っ
た
以
前
に
去
ら
れ
た
と
い
う
の

は
、
正
妻
の
腹
で
は
な
く
、
元
々
は
千
家
の
籍
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た

人
で
あ
ろ
う
。
宗
旦
は
天
正
十
六
年
後
半
頃
、
十
一
歳
の
折
、
大
徳
寺
に

入
っ
て
春
屋
和
尚
の
膝
下
に
あ
っ
て
、
す
で
に
文
禄
三
年
に
は
十
七
歳
、

僧
籍
も
喝
食
か
ら
蔵
局
（
主
）
に
ま
で
進
ん
で
い
た
が
（
一
黙
稿
）
こ
れ

も
危
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
に
、
母
お
亀
が
本
法
寺
前
少
庵
屋
敷
に

飛
入
り
、
そ
し
て
こ
れ
を
呼
び
戻
し
て
、
守
り
籠
っ
て
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
（
（（（
（

。

　

原
文
の
切
迫
し
た
緊
張
感
に
比
べ
、「
飛
入
」
と
い
う
必
然
性
も
理
解
で
き

な
い
し
、
な
ん
と
も
間
延
び
し
た
印
象
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
解
釈
で
あ
る
。

　

さ
て
、
村
井
康
彦
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、「
利
休
処
刑
時
の
こ
と
と
す

べ
き
で
あ
っ
て
、
少
庵
が
赦
免
さ
れ
る
時
の
こ
と
で
は
あ
り
得
な
い
（
（（（
（

。」
と
杉

本
捷
雄
の
理
解
を
否
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
茶
道
四
祖
伝
書
』
の
記
事

に
対
し
て
何
ら
疑
問
も
矛
盾
も
指
摘
し
て
い
な
い
。

　

（
４
）「
利
休
娘
実
子
説
」
の
根
拠
の
脆
弱
性

　
「
利
休
娘
実
子
説
」
の
内
容
を
検
討
す
る
た
め
、
鈴
木
半
茶
、
杉
本
捷
雄
、

村
井
康
彦
の
三
人
の
議
論
を
整
理
し
て
比
較
検
討
し
て
み
た
。「
お
亀
」
＝

「
千
利
休
娘
」
＝
「
千
少
庵
妻
」
の
仮
説
が
、
強
引
な
推
論
で
あ
る
こ
と
は
十

分
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
「
利
休
娘
実
子
説
」
は
、
現
在
で
は
通
説
的
理
解
で
あ
り
、
茶
の
湯
あ
る
い

は
歴
史
学
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
大
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ

と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。「
お
亀
」
＝
「
千
利
休
娘
」
＝
「
千
少
庵

妻
」
の
仮
説
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
し
、
再
検
討

し
て
い
る
場
合
（
（（（
（

で
も
、
通
説
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
、
是
認
し
が
ち
な
傾
向

に
あ
る
。
前
提
と
な
る
議
論
に
こ
の
よ
う
な
疑
義
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
上
に

い
く
ら
精
緻
な
議
論
を
積
み
重
ね
て
み
て
も
、
砂
上
の
楼
閣
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
た
な
一
次
資
料
が
発
見
さ
れ
て
、
こ
の
仮
説
が
立
証
さ

れ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

Ⅲ　
「
利
休
血
脈
論
争
」
の
意
味
と
評
価

　

１　

議
論
の
混
乱
の
原
因　

近
世
に
お
け
る
千
家
関
連
資
料
の
潤
色

　

（
１
）
近
世
に
お
け
る
千
家
関
連
資
料

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
ら
わ
れ
、
議
論
が
混
乱
し
た
原
因
に
つ
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

い
て
考
え
る
。「
利
休
娘
実
子
説
」
に
し
て
も
、「
道
安
実
子
説
」
に
し
て
も
、

「
直
系
実
子
説
」
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
す
で
に
近
世
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
見

解
で
あ
る
。
そ
れ
を
反
映
し
た
資
料
を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
者
が
発
見
す
る
な
り
、

分
析
す
る
な
り
し
て
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
資
料
自
体
に
矛
盾
が
あ

る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
千
家
に
伝
来
す
る
資
料
、
千
家
の
人
物
ま
た
は
千
家
に
関
係
の
深

い
人
物
の
手
に
な
る
資
料
に
お
い
て
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
千
利
休
の
家
族
に

関
す
る
情
報
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
お
む
ね
年
代
順

に
整
理
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
表
５
の
と
お
り
と
な
る
。
以
下
、
資
料
を
順

に
説
明
す
る
。

�
『
茶
道
四
祖
伝
書
（
（（（
（

』

　

松
屋
久
重
編　

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
～
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
成
立

か
　

Ⅱ
２
（
３
）
�
で
紹
介
し
た
と
お
り
、『
松
屋
会
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
記
録
が
松
屋
に
伝
来
し
、
し
か
も
、
千
宗
旦
か
ら
直
接
聞
い
た
と
さ
れ
る

情
報
を
ふ
く
め
て
、
松
屋
久
重
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
か

な
り
信
頼
度
の
高
い
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

�
『
千
利
休
由
緒
書
』

　

表
千
家
第
四
代
千
宗
左
（
江
岑
）
述
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
成
立
か

　

Ⅱ
２
（
１
）
�
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
承
応
二
年
の
表
千
家
第
四
代
千
宗
左

（
江
岑
）
に
よ
る
千
利
休
の
由
緒
お
よ
び
千
家
の
系
譜
の
覚
書
で
あ
る
。
本
文

は
、「
御
尋
」
に
対
し
て
回
答
し
て
い
る
部
分
が
承
応
二
年
、「
逢
原
（
源
）
斎

口
上
ニ
而
」
か
ら
「
右
是
迄
古
宗
左
老
物
語
」
ま
で
の
部
分
は
、
遅
れ
て
寛
文

六
年
（
一
六
六
六
）
に
成
立
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
（
（（（
（

。

　

ま
た
、
内
閣
文
庫
本
（
（（（
（

と
表
千
家
本
（
（（（
（

と
で
は
若
干
内
容
が
異
な
る
。
表
５
で
は

両
方
の
内
容
を
示
す
が
、「
内
閣
文
庫
本
の
方
が
ウ
ブ
な
印
象
で
あ
る
（
（（（
（

」
と
さ

れ
る
の
で
、
そ
れ
を
先
行
す
る
も
の
と
し
て
併
記
す
る
。
大
き
な
相
違
点
と
し

て
は
、
内
閣
文
庫
本
は
、「
逢
源
斎
口
上
ニ
テ
（
（（（
（

」
以
下
の
お
亀
の
文
を
含
む
千

利
休
自
刃
の
際
の
話
、「
利
休
系
図　

此
系
図
ハ
鴨
居
善
兵
衛
方
よ
り
写
ス
」

お
よ
び
「
秀
頼
公
御
小
姓
組
古
田
九
郎
八
直
談
十
市
縫
殿
助
物
語
」
を
欠
い
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

�
随
流
斎
『
寛
文
八
年
本
（
（（（
（

』

　

表
千
家
第
五
代
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
の
筆
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
茶
書
。

寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
成
立
。
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
は
当
時
十
九
歳
で
あ
る
。

原
本
は
表
千
家
所
蔵
。

�
『
随
流
斎
延
紙
ノ
書
（
（（（
（

』

　

同
じ
く
表
千
家
第
五
代
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
が
晩
年
に
書
き
残
し
た
も
の
。

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
以
降
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
原
本
は
表

千
家
所
蔵
。

�
『
茶
祖
的
伝
（
（（（
（

』

　

表
千
家
第
八
代
千
宗
左
（
啐
啄
斎
）
門
下
で
あ
る
稲
垣
休
叟
（
明
和
七
年

〔
一
七
七
〇
〕
～
文
政
二
年
〔
一
八
一
九
〕）
が
著
し
た
も
の
で
、
写
本
が
伝
わ
る
。
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　　　　　　　　　千利休の子供の説明
備考

石橋良叱妻 万代屋宗安妻 千紹二妻 円乗坊妻 清蔵主 お亀

女子� 女子� 女子� 女子� ×
×

（狂歌のみ記
載）

松 屋 久 重 編　 正 保 四
年（1647）～慶安五年

（1652）成立か

女子� 女子� 女子� × × ×
表千家第四代千宗左 

（ 江 岑 ）、 承 応 二 年
（1653）成立か。子供
の順番について、内閣
文庫本は本文中、表千
家本は利休系図によ
る。

女子� 女子� 女子� × ×

お亀の文「お
亀 ハ 利 休 娘、
万代屋宗安か
後家也」

？ ？ ？ ？ ？ ？

表千家第五代千宗佐
（随流斎）、寛文八年
（1668）成立
（ 一 部 の 情 報 し か な
い。）

× × × × × ×

表千家第五代千宗佐
（随流斎）著、貞享三
年（1686）以降成
立

女子�

女子�
「幼名を
お三とい
ふ。」

女子� 女子�
「別腹の
隠子也」

お亀の文「居
士の息女にし
て少庵の妹
也」

表千家第八代千宗左
啐啄斎）門下の稲垣
休叟（明和七年〔1770〕
～ 文 政 二 年〔1819〕）
著

女子� 女子� × × × ×
表千家第九代千宗左

（了々斎）、文化元年
（1804）成立

「 吟 子、 母
ハ先妻」

「お三」、
「先妻ノ子」

「 利 休 ノ
女、 別 腹
ノ 子、 此
譜ニ不載」

×
「別腹ノ
子」

「又お亀ト云
女ハ少□□
（庵妻？）」

表千家第九代千宗左
（了々斎）没（文政八
年〔1825〕）後成立
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

表５　千家関連資料にみる千利休家族の変遷　

資料名 千利休妻について 千少庵について 千宗旦について
千道安 千少庵

『茶道四祖伝書』
「利休内方ハ宮王
太夫ノ後家也」

「少庵ハ宮王ノ子
也」、「宗易ノ養
子」

「少庵ノ子ナリ」 男子�
「 宗 易 ノ
養子」

『千利休
由緒書』

内閣文庫本 「利休妻女宗恩」 「二男」、「次男」

「少庵か世忰ニ
而利休孫」、「利
休孫」、「少庵か
子之由」

「嫡子」、
「利休嫡
子」

「二男」、
「次男」

 表千家本 同上 同上

同上。くわえて
利休系図に「宗
淳－宗旦」とあ
る。

同上
男子�

同上
男子�

 随流斎『寛文八年本』 ？
「少庵本親ハ三入
と申也」

「 ち ん ば か 子 」
「女ならはまこ
むこニならず物
を」

？ ？

『随流斎延紙ノ書』 ×
「少庵居士、松永
タンセウ真父也」

× × ×

『茶祖的伝』

内室「宮尾道三の
女也」、後妻宗恩

「北条美濃守氏規
の女也。初ハ松永
弾正久秀に嫁す。」

「少安ハ仮子也。
実 ハ 久 秀 の 胤
也」、「実ハ松永
氏 の 胤 に し て、
母宗恩の仮子也」

「道安の実子ハ
元 伯 宗 旦 也 」、

「宗旦ハ少庵の
義子、実ハ道安
の子也。則利休
居士の嫡孫たる
により、家を継
しむ。」

「利休居
士の嫡子
也」

「 利 休 居
士の第二
子也」

『千家系
譜』

本文 × 「宗易実子総領」 「少庵実子総領」
「利休二
男」
男子�

男子�

書き込み

「妻堺宮尾道三ノ
女」、「後妻ハ松永
弾正ノ妻久秀歿後
嫁宗恩ト云」

「 母 ハ 宗 恩 □ 子
也」

×
「 長 子 母
ハ先妻」

「母は宗恩
□子也」

男子�、女子�の丸数字は、説明文による出生の順番、あるいは系図に記載されている順番を示す。
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筒
井
紘
一
は
、
こ
の
特
徴
を
、

　

稲
垣
休
叟
が
表
千
家
啐
啄
斎
の
門
下
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

茶
祖
的
伝
の
最
大
の
特
徴
は
表
千
家
所
蔵
の
文
書
類
に
原
史
料
を
よ
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
と
に
利
休
に
関
す
る
記
述
は
、
近
年
公
開
さ

れ
た
「
利
休
由
緒
書
」（『
表
千
家
』）
を
ほ
と
ん
ど
そ
っ
く
り
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
至
る
と
こ
ろ
に
表
千
家
文
書
の
引
用
と
明
ら

か
に
思
え
る
も
の
が
多
い
（
（（（
（

。

と
評
価
し
て
い
る
。

�
『
千
家
系
譜
（
（（（
（

』

　

Ⅱ
２
（
１
）
で
も
ふ
れ
た
が
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
の
資
料
で
あ
り
、
表
千
家

第
九
代
千
宗
左
（
了
々
斎
）
ま
で
の
系
譜
を
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
筆

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
別
人
の
書
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
は
千
宗
左
（
了
々
斎
）

没
（
文
政
八
年
〔
一
八
二
五
〕）
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

（
２
）
千
家
関
連
資
料
に
み
る
内
容
の
変
遷

　

こ
れ
ら
の
資
料
を
年
代
順
に
並
べ
て
整
理
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
ず
、
千
少
庵
の
実
父
に
つ
い
て
、
松
永
久
秀
と
い
う
千
家
の
言
い
伝
え
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
王
三
入
で
あ
る
こ
と
が
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
の
資

料
紹
介
で
明
ら
か
と
な
り
、
現
在
で
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
Ⅰ
２

（
１
）
で
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
表
５
で
み
る
と
、『
千
利
休
由

緒
書
』
に
は
記
載
が
な
い
も
の
の
、『
茶
道
四
祖
伝
書
』
に
は
「
宮
王
太
夫
（
（（（
（

」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
は
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
の

段
階
で
は
宮
王
三
入
と
は
っ
き
り
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宮
王
太
夫
は
宮

王
道
三
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
や
や
不
正
確
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ

の
時
期
は
比
較
的
正
し
い
認
識
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
、
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
は
、
松
永
久
秀
で
あ
る
と
は
じ
め
て
記
し
、
そ

れ
以
降
は
、『
茶
祖
的
伝
』、『
千
家
系
譜
』
に
も
こ
の
説
が
受
け
継
が
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
千
少
庵
の
実
父
に
つ
い
て
は
、
十
七
世
紀
中
頃
に
は
少
な
く
と
も

宮
王
家
の
人
物
と
知
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
七
世
紀
後
半
の
あ
る

時
期
に
“
松
永
久
秀
”
と
い
う
説
が
生
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
、
十
九
世
紀
に
は

そ
れ
が
流
布
し
、
近
代
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
う
か
が
え
る
。

　

同
様
の
事
例
と
し
て
、
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
話
な
の
で
、
さ
す
が
に
あ
ま

り
流
布
は
し
て
い
な
い
が
、
千
宗
恩
が
北
条
美
濃
守
氏
規
の
娘
と
い
う
説
（
（（（
（

は
、

『
茶
祖
的
伝
』
に
は
じ
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
十
七
世
紀
中
頃

に
は
存
在
し
た
と
は
思
え
な
い
説
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
十
九
世
紀
初
期
ま
で

に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

千
利
休
の
子
供
の
場
合
に
も
、
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
子
供
の

数
で
あ
る
が
、『
茶
道
四
祖
伝
書
』
と
『
千
利
休
由
緒
書
』
と
で
は
一
人
違
い

だ
け
だ
が
、
そ
の
後
、『
茶
祖
的
伝
』、『
千
家
系
譜
』
書
込
み
で
は
、
さ
ら
に
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清
蔵
主
と
い
う
子
供
が
増
え
て
い
る
。

　

千
宗
旦
の
出
自
に
関
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、「
道
安
実
子
説
」
は
、

『
茶
祖
的
伝
』
に
お
い
て
、「
宗
旦
ハ
少
庵
の
義
子
、
実
ハ
道
安
の
子
也
。
則
利

休
居
士
の
嫡
孫
た
る
に
よ
り
、
家
を
継
し
む
（
（（（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
千
宗
旦
は
千
利
休
の
直
系
で
あ
る
と
い
う
「
直
系
実
子
説
」
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
『
千
利
休
由
緒
書
』
に
お
い
て
も
千
少
庵
を
千
利
休
の
「
二

男
」「
次
男
（
（（（
（

」
と
だ
け
表
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
子
で
あ
る
か
の
よ
う
な
説

明
が
あ
る
が
、『
千
家
系
譜
』
の
本
文
で
は
、「
宗
易
実
子
総
領
（
（（（
（

」
と
、
千
少
庵

が
千
利
休
の
実
子
で
あ
る
と
明
言
し
て
お
り
、「
直
系
実
子
説
」
が
あ
ら
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
問
題
の
「
利
休
娘
実
子
説
」
に
つ
い
て
は
、「
お
亀
」
が
問
題
と
な

る
。
い
わ
ゆ
る
お
亀
の
文
の
狂
歌
は
、『
茶
道
四
祖
伝
書
』
に
は
記
さ
れ
る
が
、

お
亀
の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
狂
歌
と
千
利
休
娘
お
亀
が
結
び
つ
く
の
は
、

表
千
家
本
『
千
利
休
由
緒
書
』
か
ら
で
あ
り
、
古
い
形
と
さ
れ
る
内
閣
文
庫
本

『
千
利
休
由
緒
書
』
に
は
、
そ
の
部
分
の
記
載
は
な
い
。
そ
し
て
、
表
千
家
本

『
千
利
休
由
緒
書
』
に
は
じ
ま
る
内
容
が
、『
茶
祖
的
伝
』『
千
家
系
譜
』
書
き

込
み
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
千
少
庵
の
実
父
に
関
す
る
言
説
の
変
遷
ほ
ど
は
明

ら
か
で
な
い
に
し
て
も
、“
千
利
休
娘
お
亀
の
逸
話
”
が
後
世
に
生
み
出
さ
れ
、

展
開
し
て
い
っ
た
と
い
う
考
え
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

（
３
）
千
家
関
連
資
料
の
潤
色
の
可
能
性

　

千
家
の
人
間
が
千
家
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
、
そ
れ
が
千
家
に
大
切
に
伝
蔵

さ
れ
て
き
た
な
ら
ば
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
存
在
と
し
て
疑
う
余
地
の
な
い
千
家
伝
来
の
資
料
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
内
容
が
潤
色
を
免
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

　
『
千
利
休
由
緒
書
』
は
、
千
家
の
人
間
が
、
体
系
的
に
千
家
に
つ
い
て
記
し
、

千
家
に
伝
蔵
さ
れ
て
き
た
も
っ
と
も
古
い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
内
容
に
も
、
何
人
か
の
研
究
者
が
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
（
（（（
（

。

　

芳
賀
幸
四
郎
は
、

　
『
千
利
休
由
緒
書
』
は
、
利
休
の
追
放
に
つ
い
て
「
天
正
十
八
年
霜
月

よ
り
御
勘
当
、
翌
十
九
年
正
月
十
三
日
に
堺
え
追
下
さ
れ
、
閉
門
仰
せ
付

け
ら
る
」
と
、
明
白
な
誤
り
を
犯
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
史
料
と
し
て
の

信
憑
性
も
疑
わ
れ
る
（
（（（
（

。

と
指
摘
し
、「
こ
の
『
千
利
休
由
緒
書
』
は
そ
の
成
立
の
経
緯
上
、
千
家
と
家

康
と
の
関
係
を
こ
と
さ
ら
に
強
調
す
る
傾
向
が
強
く
（
（（（
（

」
と
そ
の
性
格
を
評
価
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
西
山
松
之
助
は
、『
千
利
休
由
緒
書
』
を
文
化
史
的
に
権
威
化
の
象

徴
と
し
て
位
置
づ
け
、



54

各
流
の
流
儀
集
団
す
な
わ
ち
家
元
側
に
お
い
て
も
自
己
の
流
儀
の
正
統
性

や
権
威
を
、
客
観
的
に
根
拠
づ
け
る
証
拠
物
件
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
要
求
に
応
え
て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
大
名
仕
官
の
茶
道
諸

流
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
流
儀
の
系
統
図
な
ら
び
に
、
そ
の
極
秘
の
技
術

秘
伝
書
が
集
大
成
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
権
威
化
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
が
個
人
々
々
に
と
っ
て
は
、
各
人
の
茶
の
履
歴
書
と
い

っ
た
も
の
に
集
約
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
『
南
紀
徳
川
史
』
に

み
え
る
ご
と
く
、
表
千
家
の
宗
左
が
紀
州
徳
川
の
茶
道
に
決
定
す
る
に
当

っ
て
、
彼
が
紀
州
侯
に
「
千
家
由
緒
書
」
を
奉
っ
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
好

例
と
い
え
よ
う
（
（（（
（

。

と
の
べ
て
い
る
（
（（（
（

。
そ
う
し
た
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
潤
色

が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
家
系
に
つ
い
て
は
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
不
た
し
か
と
な
り
、
時

と
し
て
は
作
為
の
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
直
ち
に
信
じ
が
た
い
こ

と
は
他
に
例
の
多
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
千
家
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
い
（
（（（
（

。

と
、
村
井
康
彦
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
神
津
朝
夫
は
、
そ
の
経
緯
を
、

お
そ
ら
く
江
岑
の
時
代
に
「
家
伝
」
を
創
作
す
る
た
め
い
く
つ
か
の
資
料

が
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
（（（
（

。

と
推
測
し
て
い
る
。
千
利
休
没
後
約
六
十
年
の
『
千
利
休
由
緒
書
』
で
す
ら
、

こ
の
よ
う
に
潤
色
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
後
世
の
資
料
で
あ
る
『
茶

道
要
録
』、『
敞
帚
記
補
』、『
茶
祖
的
伝
』、『
千
家
系
譜
』
な
ど
が
、
よ
り
正
確

な
ど
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
を
非
難
す
る
の
は
少
々
的
は
ず
れ
で
あ
る
。
表
千
家
第

五
代
千
宗
佐
（
随
流
斎
）
が
、
千
少
庵
の
父
親
に
関
し
て
み
ず
か
ら
異
な
る
内

容
を
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
も
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
（
（（（
（

う
。

そ
こ
に
は
、
千
家
自
身
の
意
図
の
み
な
ら
ず
、
幕
府
や
紀
州
藩
な
ど
の
封
建
領

主
と
い
う
上
か
ら
の
圧
力
、
さ
ら
に
は
弟
子
た
ち
の
下
か
ら
の
要
求
（
（（（
（

が
あ
っ
た

と
い
う
、
当
時
の
事
情
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

２　

「
利
休
血
脈
論
争
」
の
意
義

　

（
１
）「
利
休
血
脈
論
争
」
の
特
徴

　
「
利
休
血
脈
論
争
」
は
、
最
終
的
に
は
「
利
休
娘
実
子
説
」
が
優
位
に
立
ち

な
が
ら
も
、
決
定
的
な
材
料
に
欠
け
て
い
る
た
め
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
学
的
に
は
、「
千
少
庵
の
妻
は
千
利
休

の
娘
お
亀
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
以
上
の
表
現
は
で
き
な
い
が
、
一
般
に
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は
、
そ
れ
は
確
定
的
な
事
実
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

「
利
休
娘
実
子
説
」
陣
営
は
一
応
の
目
的
を
達
成
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
こ
の
「
利
休
血
脈
論
争
」
を
ふ
り
返
っ
て
、
そ
の
特
徴
と
意
義
を
考
察

す
る
。

　

こ
の
論
争
の
特
徴
と
し
て
、
三
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

�
千
家
家
元
自
身
の
主
張
は
と
く
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
。

　

論
争
の
関
係
者
を
み
る
と
、
裏
千
家
家
元
の
実
弟
で
あ
る
井
口
海
仙
を
別
に

す
る
と
、
千
家
家
元
や
そ
の
密
接
な
関
係
者
が
積
極
的
な
発
言
を
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
ど
ち
ら
か
い
う
と
若
干
の
距
離
が
あ
る
家
元
周
辺
の
人
々
が
主

導
し
た
論
争
で
あ
る
と
い
え
る
。
表
千
家
の
機
関
誌
で
あ
る
『
茶
道
雑
誌
』
に

お
い
て
主
に
行
わ
れ
た
論
争
で
あ
る
の
で
、
必
然
的
に
表
千
家
の
家
元
や
宗
匠

が
、
そ
れ
に
ふ
れ
る
発
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
終
始
と
ま
ど
い
を
禁
じ
え
な
い

と
い
う
印
象
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
「
利
休
娘
実
子
説
」
の
議
論
が
急
に
盛
ん
に
な
っ
た
昭
和
三
十
八

年
（
一
九
六
三
）
は
少
庵
三
百
五
十
年
忌
に
あ
た
る
。
そ
の
年
に
、
表
千
家
第

十
三
代
千
宗
左
（
即
中
斎
）
は
、「
利
休
娘
実
子
説
」
の
議
論
を
認
識
し
つ
つ

も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
率
直
な
思
い
を
の
べ
て
い
る
。

　

少
庵
が
利
休
の
実
子
で
な
く
、
千
家
二
代
を
つ
い
だ
こ
と
。
宗
旦
の
父

で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
く
、
従
来
の
通
説
通
り
で
よ
い
も
の
と
思
い

た
い
で
す
（
（（（
（

。

　

そ
も
そ
も
、
み
ず
か
ら
の
家
の
祖
先
を
め
ぐ
っ
て
他
者
が
論
争
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
こ
ろ
よ
い
は
ず
は
な
い
。「
利
休
血
脈
論
争
」
と
は
、
そ
れ
に
先
行

す
る
千
少
庵
実
父
が
宮
王
三
入
で
あ
る
と
い
う
説
を
ふ
く
め
て
、
千
家
に
し
て

み
れ
ば
、
我
が
家
の
先
祖
を
他
人
に
書
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

千
家
の
当
主
と
し
て
は
、「
少
庵
さ
ん
を
、
そ
っ
と
こ
の
ま
ま
伝
説
の
ま
ま
に

し
て
お
き
た
い
と
、
な
ぜ
か
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
（
（（（
（

」
と
い
う
の
が
い
つ
わ
ら
ざ

る
本
音
で
あ
ろ
う
（
（（（
（

。

�
千
家
の
意
を
体
し
、
あ
る
い
は
体
し
て
い
る
と
意
識
し
た
議
論
で
あ
る
こ
と
。

　

し
か
し
、
当
事
者
た
ち
は
、
千
家
の
た
め
に
と
考
え
て
論
争
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

　

少
庵
が
利
休
さ
ん
の
養
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
千
家
の
血
筋
を
思
う

人
々
が
少
庵
の
妻
女
が
誰
で
あ
っ
た
か
を
、
い
ろ
い
ろ
の
材
料
に
よ
っ
て

合
理
づ
け
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
（（（
（

。

と
い
う
千
宗
左
（
即
中
斎
）
の
発
言
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
両
陣
容
と
も
見
え

隠
れ
す
る
本
音
は
、
な
ん
と
か
し
て
現
在
の
千
家
が
千
利
休
以
来
の
血
脈
を
維

持
し
て
い
る
と
の
説
明
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の

思
い
が
論
争
を
大
き
く
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
杉
本
捷
雄
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
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宗
旦
を
利
休
の
血
脈
と
す
る
た
め
に
道
庵マ
マ

の
子
と
す
る
よ
う
な
無
理
な

事
を
せ
な
く
て
も
、
宗
旦
は
利
休
の
娘
少
庵
室
お
亀
の
子
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
血
統
も
明
ら
か
な
わ
け
で
あ
る
（
（（（
（

。

　　

磯
野
風
船
子
に
至
っ
て
は
、
千
少
庵
の
実
父
に
関
す
る
議
論
で
、

　

わ
た
く
し
は
、
宗
恩
が
、
松
永
久
秀
の
妻
で
あ
っ
た
と
い
う
説
に
荷
担

し
た
い
の
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

　

第
一
に
、
宗
恩
が
宮
王
三
郎
の
妻
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
三
千
家
は
、

能
楽
の
本
家
で
な
く
、
脇
筋
の
子
孫
、
し
か
も
さ
ら
に
そ
の
分
家
の
子
孫

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
甚
だ
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
。

と
の
べ
、

　

少
庵
を
松
永
久
秀
の
子
に
し
、
少
庵
の
妻
を
利
休
の
娘
に
し
て
、
三
千

家
を
、
利
休
の
立
派
な
後
裔
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い
。
し
か
し
わ

た
く
し
の
主
張
は
非
常
に
文
学
的
に
な
る
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

な
ど
と
、
論
理
的
で
な
い
こ
と
を
自
認
し
つ
つ
、
利
休
血
脈
だ
け
で
な
く
、
松

永
久
秀
の
子
孫
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
挙
げ
句
の
果
て
は
、
後
水
尾

天
皇
の
御
落
胤
説
ま
で
主
張
し
て
、
千
家
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
最
終
局
面
に
は
、
千
原
弘
臣
に
よ
っ
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ

“
願
望
”
で
あ
る
「
直
系
実
子
説
」
ま
で
が
再
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

�
歴
史
資
料
批
判
に
問
題
が
あ
る
こ
と
。

　

結
論
あ
り
き
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
論
争
で
あ
り
、
歴
史
資
料
批
判
も
せ
ず
に
、

自
己
の
都
合
の
よ
い
証
拠
を
よ
せ
あ
つ
め
、
強
引
な
議
論
を
展
開
し
た
も
の
で

あ
る
。
初
期
の
論
者
で
あ
る
井
口
海
仙
は
、
い
わ
ば
筆
は
立
つ
が
茶
人
で
あ
り
、

鈴
木
半
茶
、
杉
本
捷
雄
、
磯
野
風
船
子
は
、
も
と
も
と
陶
磁
器
の
研
究
者
で
あ

る
の
で
、
多
少
や
む
を
え
な
い
面
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
林
屋
辰
三
郎
、

村
井
康
彦
な
ど
の
歴
史
学
者
ま
で
が
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
二
重
の
基

準
）
的
な
態
度
で
、
茶
の
湯
研
究
の
場
で
は
安
易
な
主
張
を
し
た
の
は
問
題
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
は
っ
き
り
と
し
た
結
論
が
出
な
い
原
因
は
、
歴
史
資
料
自
体
に

バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
資
料

批
判
的
な
認
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
意
識
的
に
軽
視
し
た
の

か
、
そ
れ
も
こ
の
論
争
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

（
２
）「
利
休
血
脈
論
争
」
の
時
代
背
景

　

ど
ち
ら
の
説
も
根
拠
は
弱
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
錚
々
た
る
研
究
者
が
関
わ

り
な
が
ら
、
や
や
無
理
が
目
立
つ
議
論
が
行
わ
れ
た
の
は
、
当
時
は
、
こ
の
問
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

題
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　

む
ろ
ん
問
題
は
茶
の
伝
統
に
あ
り
血
脈
で
は
な
い
が
、
血
脈
の
連
続
・

非
連
続
が
千
家
に
と
っ
て
の
重
大
問
題
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
は

な
い
（
（（（
（

。

と
歴
史
学
者
で
あ
る
村
井
康
彦
で
す
ら
、
千
家
の
血
脈
の
連
続
性
が
こ
の
論
争

の
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
し
な
い
の
は
、
時
代
が
そ
れ
を
求
め
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
う
や
む
や
の
ま
ま
に
お
わ
っ
た
の
は
、
時
代

が
推
移
し
た
結
果
、
初
期
の
人
々
が
熱
心
で
あ
っ
た
理
由
が
失
わ
れ
、
議
論
の

実
益
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
両
説
の
鋭
い
対
立
の
背
景

に
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
期
に
家
元
が
お
か
れ
て
い
た
状
況
と
い
う
問
題
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

従
来
の
通
説
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
近
世
初
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在

し
て
い
た
家
元
が
、「
完
全
相
伝
」
と
い
う
、
相
伝
権
ま
で
を
弟
子
に
譲
渡
し

て
し
ま
う
シ
ス
テ
ム
か
ら
、「
不
完
全
相
伝
」
と
い
う
、
す
べ
て
の
相
伝
権
を

家
元
が
独
占
し
て
、
教
授
権
だ
け
を
弟
子
に
与
え
る
シ
ス
テ
ム
に
変
化
す
る
の

は
近
世
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
家
元
を
頂
点
に
し
て
、
階
層
的
な

中
間
教
授
層
を
組
織
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
「
家
元
制
度
」
が
成
立
す
る
と
説

明
さ
れ
て
い
る
（
（（（
（

。
こ
う
し
た
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
千
家
流
の
茶
の
湯
は
、
江

戸
、
京
、
大
坂
、
名
古
屋
を
は
じ
め
、
各
地
の
町
人
層
に
歓
迎
さ
れ
、
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
で
あ
（
（（（
（

る
。
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
た
「
家
元
制
度
」
が
紆
余
曲
折

を
へ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
発
展
の
歴
史
は
、
明
治
維
新
で
大
き
く
挫
折
す
る
こ
と
と
な

る
。
茶
の
湯
自
体
が
衰
退
期
を
迎
え
、
家
元
も
雌
伏
の
時
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
財
閥
・
貴
紳
ら
の
近
代
数

寄
者
が
活
躍
す
る
、
茶
道
具
の
収
集
や
鑑
賞
を
主
眼
と
す
る
茶
の
湯
の
興
隆
が

み
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
徐
々
に
家
元
を
中
心
と
す
る
茶
の
湯
も
復
興
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
な
ら
ば
「
女
性
の
進
出
と
家
元
の
復
権
」
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
（
（（（
（

。
こ
れ
は
茶
の
湯
の
受
容
層
が
男
性
中
心
か
ら
女
性
中
心
に
変

化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
茶
の
湯
に
お
け
る
指
導
者
と
し
て
家
元
が
台
頭
す
る

こ
と
、
こ
の
二
重
の
意
味
で
茶
の
湯
の
担
い
手
の
交
代
を
意
味
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
昭
和
戦
前
期
に
は
、
近
代
数
寄
者
よ
り
も
家
元
の
方
が
茶
の
湯
の
世
界

で
は
実
力
を
も
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
熊
倉
功

夫
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　

戦
争
に
よ
る
崩
壊
を
ま
た
ず
と
も
、
茶
道
界
は
財
界
の
数
寄
者
の
手
を

離
れ
て
い
た
。
も
は
や
茶
道
界
に
と
っ
て
の
支
持
者
は
、
財
界
で
は
な
く

大
衆
で
あ
り
、
大
衆
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
茶
の
宗
匠
で
は
な
く
、
こ
こ

に
は
大
衆
を
指
導
す
る
宗
匠
の
姿
が
あ
っ
た
（
（（（
（

。
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そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
に
は
、
家
元
を
中
心
と
す

る
流
儀
の
茶
の
湯
は
、
今
ま
で
に
な
い
、
特
殊
な
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
状
況
と
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
一
つ

は
、
戦
前
の
旧
体
制
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
戦
前
期
か
ら
進
行
し
て

い
た
状
況
が
一
気
に
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
近
世
の
封
建
領
主
に
由
来
す
る

大
名
華
族
も
、
近
代
に
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
財
閥
の
近
代
数
寄
者
も
社
会
的
、

経
済
的
地
位
を
喪
失
し
た
。
家
元
は
、
み
ず
か
ら
の
力
で
茶
の
湯
の
世
界
を
先

導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
可
能
な
唯
一
の
存
在
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
の
状
況
と
し
て
、
家
元
も
、
旧
体
制

批
判
、
封
建
制
批
判
の
一
環
と
し
て
、
き
び
し
い
批
判
を
受
け
た
の
で
あ
る
（
（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
家
元
を
中
心
と
す
る
流
儀
の
茶
の
湯
は
、

ま
ず
、
封
建
制
批
判
に
対
抗
し
つ
つ
、
新
た
な
社
会
状
況
を
奇
貨
と
し
て
、
自

己
を
正
統
性
の
根
拠
と
し
て
、
今
ま
で
に
な
い
広
範
な
大
衆
層
に
立
脚
し
た
現

代
家
元
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
家
元
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
幸
運
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
昭
和
三

十
、
四
十
年
代
に
か
け
て
の
高
度
経
済
成
長
（
（（（
（

で
あ
る
。
熊
倉
功
夫
は
、
千
利
休

三
百
五
十
年
遠
忌
の
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
以
降
を
、「
家
元
の
時
代
」

と
認
識
し
つ
つ
、

　

私
は
従
来
、
茶
の
湯
の
近
代
を
、
衰
退
、
数
寄
者
、
家
元
の
三
つ
の
時

代
に
区
分
し
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
五
年
よ
り
今
日
ま
で
、

す
で
に
五
十
年
を
経
過
し
て
、
そ
の
内
容
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
略
）
昭
和
三
十
年
代
よ
り
四
十
年
代
、

す
な
わ
ち
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に
茶
の
湯
の
あ
り
方
が
変
化
し
た
と

考
え
て
よ
い
か
と
思
え
た
（
（（（
（

。

と
の
べ
、
茶
の
湯
の
歴
史
に
お
い
て
高
度
経
済
成
長
期
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
（
（（（
（

。

　

（
３
）
現
代
家
元
シ
ス
テ
ム
へ
の
道
程

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
勘
案
す
る
と
、
本
稿
で
論
じ
た
「
利
休
血
脈
論

争
」
は
、
年
代
的
に
は
厳
し
い
家
元
制
度
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
昭
和
二
十
年
代

の
状
況
に
対
抗
し
て
、
家
元
の
文
化
的
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
家
元
周
辺

の
動
き
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
千
利
休
の
血
脈

上
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
自
己
し
か
よ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
家
元
自

身
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
有
効
な
正
統
性
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

　

戦
前
か
ら
の
茶
の
湯
愛
好
者
に
と
っ
て
、
千
家
の
家
元
の
権
威
は
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
ら
た
に
茶
の
湯
の
世
界
に
参
入
し
た

多
数
の
門
弟
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
家
元
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
理
解
さ
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
“
利
休
血
脈
”
で

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
「
利
休
血
脈
論
争
」
に
対
し
て
、
表
千
家
家
元
は
と
ま
ど
い
を
感
じ
て

い
た
と
指
摘
し
た
。
家
元
に
と
っ
て
、
千
家
が
茶
の
湯
の
家
元
で
あ
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
何
代
に
も
わ
た
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
を
、
な
ぜ

論
争
ま
で
し
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
う
い
う
思

い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

こ
の
状
況
に
お
け
る
対
応
を
適
切
に
認
識
し
て
い
た
の
は
、
裏
千
家
の
方
で

あ
ろ
う
。
裏
千
家
第
十
五
代
千
宗
室
（
鵬
雲
斎
）
は
、
茶
の
湯
の
家
に
生
ま
れ

た
こ
と
を
、

　

私
は
い
つ
も
み
ん
な
に
い
う
の
で
す
。（
略
）
私
は
緑
の
血
を
持
っ
て

い
る
の
だ
、
と
（
（（（
（

。

と
表
現
す
る
。
そ
の
真
意
は
、「
母
親
の
胎
内
か
ら
お
茶
を
飲
ん
で
こ
の
世
に

出
て
き
た
（
（（（
（

」
な
ど
と
い
う
皮
相
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
発
言
は
、
千
利
休

以
来
の
血
脈
に
対
す
る
誇
り
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
聞
く
人

は
だ
れ
で
も
“
利
休
血
脈
”
の
こ
と
と
、
即
座
に
理
解
す
る
だ
ろ
う
。

　

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
一
月
、
当
時
は
千
宗
興
若
宗
匠
で
あ
っ
た
千
宗

室
（
鵬
雲
斎
）
の
結
婚
を
伝
え
る
『
淡
交
』
昭
和
三
十
年
三
月
号
（
（（（
（

は
、
巻
頭
に

「
祖
堂
婚
儀
の
意
義
」
を
か
か
げ
、
つ
ぎ
の
と
お
り
血
脈
相
承
の
意
義
を
説
明

し
て
い
る
。

　

一
子
相
伝
と
言
わ
れ
、
こ
と
の
奥
儀
に
関
す
る
こ
と
は
、
全
て
第
三
者

の
介
入
を
許
さ
ず
、
血
か
ら
血
へ
と
、
そ
の
純
粋
さ
を
維
持
せ
し
め
て
行

こ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
は
秘
事
な
る
が
故
に
一
子
に
相
伝
せ
し
め
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
真
実
の
純
粋
さ
を
保
持
せ
ん
が
為
に
、
む
し
ろ
第
三
者

の
介
入
を
許
さ
ず
、
一
子
に
相
伝
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
こ
に
血
統
的

な
裏
づ
け
を
な
さ
し
め
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

　

仏
教
各
派
の
中
に
も
こ
の
血
脈
の
相
承
を
本
来
と
す
る
宗
派
の
多
く
見

ま
す
の
も
、
又
芸
道
に
於
て
こ
れ
ら
の
形
式
を
見
ま
す
の
も
、
こ
の
血
統

的
な
も
の
に
よ
つ
て
、
か
へ
つ
て
祖
の
精
神
の
純
粋
な
維
持
発
展
を
祈
念

し
た
も
の
に
外
あ
り
ま
せ
ん
。

　

血
す
じ
が
貴
い
と
言
う
こ
と
は
、
そ
の
血
す
じ
な
る
が
故
に
、
又
そ
の

血
す
じ
な
れ
ば
こ
そ
、
純
粋
な
精
神
の
存
続
を
乞
い
願
う
、
人
間
一
般
の

心
情
の
発
露
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
裏
千
家
は
、
家
元
の
正
統
性
と
し
て
の
利
休
血
脈
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
広
め
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
元
側
か

ら
だ
け
の
一
方
的
な
情
報
発
信
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
数
多
く
の
門
弟

が
家
元
に
対
し
て
求
め
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
化
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ

る
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
と
い
う
早
い
時
期
で
、
こ
の
よ
う
な
的
確
な

方
向
性
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
裏
千
家
の
そ
の
後
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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「
利
休
血
脈
論
争
」
は
、
一
見
、
家
元
自
身
の
権
威
を
そ
こ
な
う
行
為
で
あ

る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
と
い
う
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、

家
元
の
正
統
性
に
関
す
る
議
論
が
過
熱
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
が
き

び
し
い
対
立
状
況
を
示
し
た
時
期
の
中
心
を
な
す
杉
本
捷
雄
の
論
文
発
表
が
昭

和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
で
あ
り
、
そ
の
承
認
と
し
て
の
村
井
康
彦
『
千
利

休　

そ
の
生
涯
と
茶
湯
の
意
味
』
の
刊
行
が
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
社
会
の
変
容
を
反
映
し

て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
家
元
の
認
識
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
、
こ
の
一
連
の
で
き
ご
と
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
出
現
す
る
大
衆

層
を
基
盤
と
す
る
巨
大
な
現
代
家
元
シ
ス
テ
ム
へ
至
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て

も
通
ら
ざ
る
を
え
な
い
道
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注＊　

引
用
文
中
の
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
用
の
も
の
に
あ
ら
た
め
た
。
ル
ビ
・
送

り
仮
名
な
ど
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
１
）　

本
稿
で
は
、
組
織
体
と
し
て
の
家
元
や
制
度
と
し
て
の
家
元
の
意
味
で

「
家
元
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
不
完
全
相
伝
制
に
移
行
し
た
後

の
家
元
の
こ
と
を
「
家
元
制
度
」
と
限
定
的
に
用
い
る
考
え
方
が
あ
る
の
で
、

一
般
的
な
「
家
元
制
度
」
と
い
う
表
現
を
避
け
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）　

千
利
休
娘
と
さ
れ
る
「
お
亀
」
の
名
は
、「
亀
」、「
亀
女
」、「
お
か
め
」

な
ど
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
引
用
文
中
で
は
出
典
に
従
う
こ
と
と

し
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
お
亀
で
統
一
す
る
。

（
３
）　

表
千
家
は
、
特
別
展
「
三
百
五
十
年
遠
忌
記
念　

元
伯
宗
旦
展　

残
さ
れ

た
手
紙
に
み
る
生
涯
と
茶
の
湯　

」
表
千
家
北
山
会
館
、
平
成
十
九
年
（
二
〇

〇
七
）
十
月
六
日
～
十
二
月
二
十
日
開
催
。
裏
千
家
は
、
宗
旦
三
百
五
十
年
忌

記
念　

秋
季
特
別
展
「
千
宗
旦
」
茶
道
資
料
館
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）

十
月
七
日
～
十
二
月
十
九
日
開
催
。

（
４
）　

特
別
展
「
三
百
五
十
年
遠
忌
記
念　

元
伯
宗
旦
展　

残
さ
れ
た
手
紙
に
み

る
生
涯
と
茶
の
湯　

」
図
録
、
不
審
菴
文
庫
編
集
、
表
千
家
北
山
会
館
発
行
、

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
六
一
頁
。

（
５
）　

宗
旦
三
百
五
十
年
忌
記
念　

秋
季
特
別
展
「
千
宗
旦
」
図
録
、
茶
道
資
料

館
編
集
発
行
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、
二
三
四
頁
。

（
６
）　

前
掲
、
特
別
展
「
三
百
五
十
年
遠
忌
記
念　

元
伯
宗
旦
展　

残
さ
れ
た
手

紙
に
み
る
生
涯
と
茶
の
湯　

」
図
録
、
六
二
頁
。

（
７
）　

村
井
康
彦
『
千
利
休
追
跡
』
角
川
書
店
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
四

一
頁
。

（
８
）　

大
河
内
風
船
子
『
長
次
郎　

楽
代
々
』
日
本
陶
磁
大
系
第
十
七
巻
、
平
凡

社
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）、
八
八
頁
。

（
９
）　

米
原
正
義
『
天
下
一
名
人　

千
利
休
』
淡
交
社
、
平
成
五
年
（
一
九
九

三
）、
三
〇
四
頁
。

（
10
）　

田
中
秀
隆
は
、「
昭
和
初
年
の
茶
道
の
特
質
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界

と
茶
道
と
の
交
流
に
求
め
ら
れ
て
い
る
」（『
近
代
茶
道
の
歴
史
社
会
学
』
思
文

閣
出
版
、
平
成
十
九
年
︹
二
〇
〇
七
︺、
一
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
。

（
11
）　

大
岡
山
書
店
発
行
。
ま
え
が
き
に
あ
た
る
例
言
で
、
高
橋
龍
雄
は
「
日
本

文
化
史
の
立
場
か
ら
見
た
茶
道
を
略
述
す
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
熊
倉
功
夫
は

こ
の
書
を
「
明
治
以
来
は
じ
め
て
完
備
し
た
概
説
書
」（『
近
代
茶
道
史
の
研
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究
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
五
十
五
年
︹
一
九
八
〇
︺、
二
三
頁
）
と
評

価
し
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
年
、
岡
倉
天
心
の
英
文
著
作 

T
h
e 

B
ook

 
of 

T
ea

 

の
翻
訳
『
茶
の
本
』
が
岩
波
文
庫
に
お
さ
め
ら
れ
、
広
く
知
識
人
に
そ

の
内
容
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
12
）　

創
元
社
発
行
。
内
容
は
玉
石
混
淆
の
感
も
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
茶
の
湯

研
究
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
以
降
『
茶
道
雑
誌
』
と
改
題
し
、
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

（
14
）　

樫
廼
舎
「
巻
頭
言
『
わ
び
』
の
弁
」『
わ
び
』
創
刊
号
、
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）、
わ
び
社
、
一
頁
。

（
15
）　
『
わ
び
』
創
刊
号
の
目
次
に
よ
る
と
、
巻
頭
言
の
あ
と
、「
佗
数
寄
に
就

て
」（
渡
邊
虹
衣
）、「
�
園
の
忠
盛
燈
籠
」（
川
勝
政
太
郎
）、「
普
斎
の
で
か

な
」（
西
堀
一
三
）
と
続
く
が
、
表
千
家
に
直
接
関
係
す
る
も
の
は
、
巻
末
の

方
に
「
茶
道
講
座
（
表
千
家
流
）」（
吉
田
堯
文
）、「
発
刊
を
祝
す
」（
表
千
家

　

千
覚
二
郎
）
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、「
千
覚
二
郎
」
と
は
襲
名
前
の

表
千
家
第
十
三
代
千
宗
左
（
即
中
斎
）
で
あ
る
。

（
16
）　

片
山
九
郎
右
衛
門
「
少
庵
の
実
父
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
十
九
年
（
一
九

四
四
）
六
月
号
、
茶
道
月
報
社
、
七
～
九
頁
。

　
『
四
座
役
者
目
録
』
の
記
事
に
つ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

三
郎　

こ
れ
が
問
題
の
人
物
で
あ
る
。

　
　
　
　

宮
王
三
郎
鑑
氏

　
　
　
　
　

道
三
ノ
弟
ナ
リ
。（
略
）
三
郎
、
一
調
鼓
（
略
）
良
ク
打
ツ
。
後
、

手
叶
ハ
ズ
シ
テ
、
三
入
ト
云
ヒ
テ
三
好
殿
「
近
作
」（
不
詳
）
伽
ヲ

ス
ル
。
茶
湯
者
ノ
少
庵
ハ
三
入
ノ
子
ナ
リ
。
三
入
ノ
後
家
ノ
千
利
休

ヘ
行
ク
。
今
ノ
宗
旦
ハ
本
ハ
三
郎
孫
ナ
リ
。
竹
田
ト
モ
名
字
ヲ
云
フ
。

（
竹
田
は
金
春
の
本
姓
）

　
　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
王
太
夫
宗
竹
の
三
男
、
三
郎
鑑
氏
、
後
に
三
入
と
い

ふ
小
鼓
打
の
女
房
が
、
三
入
死
去
の
後
、
そ
の
子
を
連
れ
子
し
て
、
千
利

休
の
も
と
へ
嫁
し
た
こ
と
に
な
る
。（
九
頁
）

（
17
）　

近
世
初
期
の
大
名
木
下
延
俊
の
日
記
に
千
少
庵
が
登
場
す
る
が
、
能
楽
の

小
鼓
方
の
観
世
道
叱
と
一
緒
の
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
こ
と
も
、
宮
王
三
入
の

子
で
あ
る
と
考
え
る
と
容
易
に
理
解
で
き
る
（
二
木
謙
一
・
荘
美
知
子
校
訂

『
木
下
延
俊
慶
長
日
記
』
新
人
物
往
来
社
、
平
成
二
年
︹
一
九
九
〇
︺、
一
〇
二
、

一
〇
三
、
一
一
九
、
一
三
九
頁
）。
ち
な
み
に
『
四
座
役
者
目
録
』
は
、
観
世

道
叱
の
子
観
世
元
信
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

な
お
、
二
木
謙
一
は
、
六
月
十
三
日
の
条
に
「
少
庵
参
ら
れ
候
て
、
夜
ノ
初

夜
時
分
ま
で
仕
ら
れ
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
千
少
庵
が
「
茶
湯
を
仕
っ
た
と

解
せ
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
茶
湯
を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
推
測
し
て
い
る
（
二
木
謙
一
『
慶
長
大
名
物
語　

日
出
藩
主
木
下
延
俊

の
一
年　

』
角
川
書
店
、
平
成
二
年
︹
一
九
九
〇
︺、
一
四
一
頁
）。
し
か
し
、

前
掲
『
木
下
延
俊
慶
長
日
記
』
の
翻
刻
（
一
三
六
頁
）
で
も
、
原
文
（
二
七
五

頁
）
を
み
て
も
、「
仕
ら
れ
」
で
は
な
く
「
咄
さ
れ
」
で
あ
る
。
千
少
庵
が
千

家
第
二
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
先
入
観
で
誤
読
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
下
延

俊
の
日
記
に
は
二
十
回
登
場
し
、
ひ
じ
ょ
う
に
親
し
い
関
係
の
「
少
庵
」
で
あ

る
が
、
茶
壺
の
記
事
（
四
月
十
四
日
の
条
）
が
あ
る
ほ
か
は
、
茶
会
に
招
い
た
、

ま
た
は
招
か
れ
た
と
い
う
記
事
は
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
ず
、
か
え
っ
て
能
楽
と

の
深
い
関
係
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
18
）　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
『
今
日
庵
月
報
』
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
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大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
『
茶
道
月
報
』
と
改
称
す
る
。

（
19
）　

井
口
海
仙
「
道
安
と
少
庵
（
下
）」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
九
年
（
一
九

五
四
）
二
月
号
、
一
一
頁
。

（
20
）　

た
と
え
ば
、
井
口
海
仙
は
こ
の
時
期
に
以
下
の
発
言
を
し
て
い
る
。「
私

は
、
宗
旦
が
、
道
安
の
実
子
で
あ
る
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。」（「
千
宗
旦
略

伝
」『
茶
道
月
報
』
昭
和
三
十
一
年
︹
一
九
五
六
︺
十
二
月
号
、
四
頁
）、「
私

は
、
利
休
の
実
子
道
安
の
子
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。」（「
元
伯
宗
旦
伝
」『
淡

交
増
刊
号　

宗
旦
と
そ
の
時
代　

』
昭
和
三
十
二
年
︹
一
九
五
七
︺
十
月
、
四

〇
頁
）

（
21
）　

千
道
安
の
記
述
中
に
「
道
安
の
実
子
ハ
元
伯
宗
旦
也
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

千
少
庵
の
記
述
中
に
、「
宗
旦
ハ
少
庵
の
義
子
、
実
ハ
道
安
の
子
也
。
則
利
休

居
士
の
嫡
孫
た
る
に
よ
り
、
家
を
継
し
む
」
と
あ
る
（「
茶
祖
的
伝
」
木
芽
文

庫
編
『
茶
湯
』
六
号
、
昭
和
四
十
八
年
〔
一
九
七
三
〕）、
思
文
閣
出
版
、
五
〇

頁
、
五
二
頁
。
詳
細
は
本
文
後
述
）。

（
22
）　
「
宗
旦
は
少
庵
の
子
で
は
な
く
、
道
安
の
子
で
、
少
庵
は
之
を
義
子
と
し

た
と
の
異
説
も
あ
る
。」
吉
田
堯
文
「
千
家
の
伝
統
」『
茶
道
全
集
』
第
九
巻
、

創
元
社
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
一
三
八
頁
。

（
23
）　
「
宗
旦
は
、
実
は
少
庵
の
子
で
は
な
く
、
道
安
の
子
で
あ
つ
た
と
さ
れ
る

事
で
あ
り
ま
す
。」
西
堀
一
三
『
千
利
休
』
河
原
書
店
、
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）、
一
一
四
頁
。

（
24
）　

鈴
木
半
茶
「
利
休
と
宗
音
（
三
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
二
年
（
一
九

五
七
）
十
月
号
、
四
四
頁
。

（
25
）　

吉
田
堯
文
「
元
伯
宗
旦
の
一
生
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
二
年
（
一
九

五
七
）
十
一
月
号
、
五
〇
頁
。

（
26
）　

鈴
木
半
茶
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
五
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
九
月
号
、
五
四
～
五
五
頁
。

（
27
）　

鈴
木
半
茶
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
六
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
）
十
月
号
、
一
一
頁
。

（
28
）　

鈴
木
半
茶
は
、『
敞
帚
記
補
』
を
松
尾
流
第
六
代
の
松
尾
宗
二
（
宝
暦
二

年
〔
一
七
五
二
〕
没
）
の
茶
書
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（「
少
庵
伝
小
藁

（
そ
の
四
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
三
年
〔
一
九
五
八
〕
八
月
号
、
五
〇
頁
）。

　
　
『
角
川
茶
道
大
事
典
』
普
及
版
（
角
川
書
店
、
平
成
十
四
年
〔
二
〇
〇
二
〕、

一
二
一
三
頁
）
に
は
、「
敞
帚
記
」
の
項
目
で
記
載
が
あ
り
、「
松
尾
流
茶
法
の

伝
書
。
松
尾
宗
二
著
。
写
本
六
巻
、
付
録
一
巻
七
冊
。
享
保
七
年
（
一
七
二

二
）
成
立
。
茶
会
の
式
法
、
茶
事
の
形
式
、
棚
の
扱
い
、
各
種
点
前
作
法
を
図

解
し
て
い
る
。
松
尾
流
茶
法
の
根
本
資
料
と
い
え
る
。
今
日
庵
文
庫
蔵
」
と
筒

井
紘
一
は
解
説
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
敞
帚
記
補
』
に
は
、
寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
と
さ
れ
る
「
庚
午
冬
」
の
記
事
が
あ
り
、『
敞
帚
記
補
』
の
成
立
は
、

松
尾
宗
二
（
一
六
七
七
～
一
七
五
二
）
の
最
晩
年
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）　

鈴
木
半
茶
は
、
こ
の
こ
ろ
他
に
二
つ
の
『
敞
帚
記
補
』
の
記
事
を
紹
介
し

て
い
る
。

　
　

一
つ
は
、
表
１
に
示
し
た
千
少
庵
が
木
下
長
嘯
子
の
子
で
あ
る
と
い
う
説
で

あ
り
、
鈴
木
半
茶
自
身
「
事
実
少
庵
は
天
文
十
五
年
出
生
で
あ
る
の
で
長
嘯
よ

り
廿
五
年
も
前
に
生
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
考
え
る
に
こ
れ
は
少
庵
の
非
凡

の
人
為
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
偉
い
父
親
を
配
さ
な
い
で
は
都
合
が
悪
い

と
い
う
、
さ
か
し
ら
な
作
意
を
や
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
証
左

が
こ
の
文
献
な
の
で
あ
る
」
と
、
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
（
鈴
木
半
茶
「
少

庵
伝
小
藁
〔
そ
の
四
〕」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
三
年
〔
一
九
五
八
〕
八
月
号
、
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

五
〇
頁
）。

　
　

も
う
一
つ
は
、
千
宗
恩
の
出
自
に
関
し
て
、「
モ
ト
乳
守
ノ
遊
女
ナ
リ
シ
ヲ

道
三
妻
ト
ス
。
道
三
没
利
休
ニ
嫁
ス
ト
ゾ
（
敞
帚
記
補
九
巻
、
雑
談
一
）」
と

い
う
説
で
あ
り
、
鈴
木
半
茶
は
、「
こ
れ
は
ま
た
珍
説
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い

る
（
鈴
木
半
茶
、
前
掲
「
少
庵
伝
小
藁
〔
そ
の
五
〕」
五
三
頁
）。

　
　

ち
な
み
に
、
千
宗
恩
の
出
自
は
、
昭
和
初
期
に
は
関
心
が
持
た
れ
た
問
題
で

あ
る
。
そ
の
諸
説
を
あ
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
�
北
条
美
濃
守
氏
規

（
一
五
四
五
～
一
六
〇
〇
）
の
娘
：
出
典
『
茶
祖
的
伝
』、
�
宮
尾
道
三
の
娘
：

出
典
『
堺
鑑
』（『
続
々
群
書
類
従
』
第
八
、
国
書
刊
行
会
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）、
六
五
六
頁
）。
な
お
、『
茶
祖
的
伝
』
で
は
先
妻
の
こ
と
と
す
る
。

�
三
好
長
慶
（
一
五
二
二
～
一
五
六
四
）
の
娘
：
出
典
不
詳
。
吉
田
堯
文
『
茶

塵
抄
』
河
原
書
店
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
三
一
頁
（「
三
好
長
慶
の
女
と

も
称
さ
れ
る
が
、
実
は
堺
の
宮
尾
道
三
の
女
」）。
な
お
、
こ
れ
を
先
妻
の
こ
と

と
す
る
説
は
、
井
口
海
仙
「
道
安
と
少
庵
」『
茶
道
全
集
』
第
九
巻
、
創
元
社
、

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
四
九
頁
。
竹
内
尉
『
千
利
休
』
創
元
社
、
昭
和
十

四
年
（
一
九
三
九
）、
一
六
一
頁
。
�
平
野
道
桂
の
姉
：
松
山
米
太
郎
『
註
解

茶
道
四
祖
伝
書
』
秋
豊
園
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
四
二
頁
。

（
30
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
十
一
月
号
、
六
～
一
二
頁
。

引
用
は
七
、
八
、
一
一
、
一
二
頁
。

（
31
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
月
号
、
八
～
一
三
頁
。

（
32
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
八
月
号
、
五
四
～
五
九
頁
。

（
33
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
号
、
八
七
～
九
四

頁
。

（
34
）　

杉
本
捷
雄
の
仮
説
発
表
に
さ
き
だ
ち
、
磯
野
風
船
子
は
、「
利
休
像
の
筆

者
は
等
伯
」（『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
四
年
〔
一
九
五
九
〕
八
月
号
）
に
お
い

て
、
当
該
表
千
家
蔵
伝
長
谷
川
等
伯
筆
利
休
坐
像
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

の
べ
て
い
る
。

　
　
　

何
故
に
わ
た
く
し
が
、
等
伯
筆
に
拘
泥
す
る
か
と
い
え
ば
、
筆
者
不
明

の
画
像
よ
り
、
等
伯
と
断
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
頼
者
の
宗
慶
の

地
位
が
高
ま
る
か
ら
で
あ
る
。（
二
五
頁
）

　
　
　

宗
慶
は
、
長
谷
川
等
伯
に
肖
像
画
を
描
い
て
貰
い
、
春
屋
に
賛
を
し
て

貰
っ
て
、
利
休
の
回
向
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
陶
器
の
職
人
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
と
し
て
は
、
相
当
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
九
頁
）

（
35
）　

磯
野
風
船
子
（
明
治
三
十
五
年
〔
一
九
〇
二
〕
～
平
成
二
年
〔
一
九
九

〇
〕）
は
、
理
化
学
研
究
所
所
長
、
理
研
産
業
団
（
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
）
の

指
導
者
で
あ
る
子
爵
大
河
内
正
敏
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名
信
威
。
昭

和
五
年
廃
嫡
。
の
ち
に
大
河
内
に
復
姓
す
る
。

（
36
）　
『
陶
説
』
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
六
月
号
、
日
本
陶
磁
協
会
、
五

三
～
五
七
頁
。
引
用
は
五
三
、
五
七
頁
。

（
37
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
号
、
一
五
～
二
〇
頁
。

（
38
）　
『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
一
月
号
、
三
六
～
四
三
頁
。

『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
二
月
号
、
五
一
～
五
五
頁
。

（
39
）　

た
と
え
ば
、「
井
口
氏
の
説
に
よ
る
と
、（
略
）
こ
れ
は
何
に
よ
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
御
教
示
を
賜
り
た
い
。（
略
）
こ
れ
の
書
い
て
あ
る
文
献
を
教

え
て
頂
き
た
い
。（
略
）
こ
れ
ら
の
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
、
記
事
の
確
実
性
が

実
証
さ
れ
な
い
限
り
は
、
総
て
は
た
だ
、
蜃
気
楼
的
憶
測
に
な
っ
て
し
ま
う
」

（
磯
野
風
船
子
「
少
庵
の
父
を
文
学
的
に
考
察
す
る
（
二
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
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和
三
十
九
年
︹
一
九
六
四
︺
二
月
号
、
五
五
頁
）
と
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
批

判
し
て
い
る
。

（
40
）　

林
屋
辰
三
郎
「
京
の
茶
家　

そ
の
成
立
と
背
景　

」
井
口
海
仙
ほ
か
編

『
京
の
茶
家
』
墨
水
書
房
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）、
三
一
頁
。

（
41
）　

井
口
海
仙
「
道
安
と
少
庵
（
下
）」『
茶
道
月
報
』
昭
和
二
十
九
年
（
一
九

五
四
）
二
月
号
、
一
一
頁
。

（
42
）　

村
井
康
彦
『
千
利
休　

そ
の
生
涯
と
茶
湯
の
意
味
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
一
一
八
、
一
一
九
～
一
二
〇
頁
。

（
43
）　

千
宗
左
（
即
中
斎
）
編
『
元
伯
宗
旦
文
書
』
茶
と
美
舎
、
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）。
な
お
、
千
宗
左
（
而
妙
斎
）
監
修
、
千
宗
員
編
『
新
編
元
伯
宗

旦
文
書
』（
表
千
家
不
審
菴
文
庫
）
が
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
に
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

（
44
）　

元
伯
宗
旦
文
書
の
内
容
に
対
し
て
、
本
質
的
な
議
論
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
。
子
供
の
仕
官
に
奔
走
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
千
宗
旦
は
自
分

自
身
が
仕
官
し
な
か
っ
た
の
か
。
子
供
の
仕
官
に
千
宗
旦
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
苦

労
し
た
の
か
、
後
世
こ
の
よ
う
な
事
実
が
ま
っ
た
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は

な
ぜ
か
な
ど
の
問
題
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
考
察
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。

（
45
）　

数
江
教
一
「
宗
旦
の
父
親
」
前
掲
『
元
伯
宗
旦
文
書
』
解
説
九
三
頁
。
な

お
、
明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
。

（
46
）　

井
口
海
仙
「
道
安
と
宗
旦
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七

一
）
九
月
号
、
二
四
頁
。

（
47
）　

中
村
昌
生
「
宗
旦
の
茶
室
補
遺
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

七
一
）
九
月
号
、
三
三
頁
。

（
48
）　

林
屋
辰
三
郎
「
茶
書
の
歴
史
」
林
屋
辰
三
郎
ほ
か
編
注
『
日
本
の
茶
書

１
』
平
凡
社
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）、
四
九
～
五
〇
頁
。

（
49
）　

磯
野
風
船
子
「
江
岑
に
つ
い
て
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

七
一
）
十
二
月
号
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
50
）　

熊
倉
功
夫
に
よ
れ
ば
、「
ほ
と
ん
ど
史
料
ら
し
き
も
の
が
な
く
、
た
だ
寛

文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
八
月
二
十
四
日
に
没
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

享
年
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。（
略
）
ま
た
東
福
門
院
の
侍
女
と
い
う
伝
承
も

あ
る
が
、
史
料
的
に
証
明
す
る
も
の
は
な
い
。」（
熊
倉
功
夫
「
真
巌
宗
見
文
書

に
つ
い
て
」
前
掲
『
新
編
元
伯
宗
旦
文
書
』
五
一
一
頁
）

（
51
）　

磯
野
風
船
子
「
茶
の
湯
同
好
会
七
周
年
記
念
茶
会　

三
千
家
誕
生
の
由
来

　

」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
二
月
号
、
八
九
頁
。
磯
野

風
船
子
「
三
千
家
成
立
の
時
期
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七

八
）
二
月
号
、
七
三
頁
。
磯
野
風
船
子
「
少
庵
、
宗
拙
、
一
翁
」『
茶
道
雑

誌
』
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
四
月
号
、
九
一
頁
。

（
52
）　

磯
野
風
船
子
「
三
千
家
誕
生
の
由
来
補
訂
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
二

年
（
一
九
七
七
）
四
月
号
、
三
七
頁
。

（
53
）　

事
実
、
磯
野
風
船
子
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
否
定
し
て
、
千
少
庵
が

松
永
久
秀
の
子
で
あ
る
こ
と
を
強
硬
に
主
張
し
つ
づ
け
、
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の

と
お
り
独
自
の
見
解
を
の
べ
て
い
る
。

　
　
　

少
庵
は
、
利
休
の
娘
お
亀
と
結
婚
し
た
天
正
五
年
ま
で
、
松
永
久
秀
の

子
と
し
て
、
武
士
道
と
武
士
の
茶
の
湯
の
指
導
を
受
け
た
人
で
あ
る
。
天

正
十
五
年
ご
ろ
ま
で
の
十
年
間
で
、
利
休
の
侘
び
茶
が
理
解
出
来
る
筈
が

な
い
。
利
休
の
町
人
思
想
は
、
武
士
思
想
と
完
全
に
相
反
す
る
も
の
で
あ

る
。
少
庵
を
利
休
の
後
継
者
に
し
た
の
は
、
徳
川
家
康
と
蒲
生
氏
郷
で
あ
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

っ
て
、
利
休
で
は
な
い
、
家
康
と
氏
郷
が
少
庵
を
推
薦
し
た
の
は
、
松
永

久
秀
の
子
で
あ
っ
て
、
武
士
の
支
配
と
武
士
の
茶
の
湯
に
協
力
し
て
く
れ

る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。（
大
河
内
風
船
子
「
再
三
待
庵
に
つ

い
て
（
一
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
十
月
号
、
七

五
頁
）

　
　
　

こ
れ
で
は
、
千
利
休
以
来
の
わ
び
茶
を
継
承
し
て
き
た
と
い
う
千
家
の
自
己

認
識
と
矛
盾
す
る
。

（
54
）　

資
料
の
発
表
は
、
桑
田
忠
親
『
千
利
休
』
青
磁
社
、
昭
和
十
七
年
（
一
九

四
二
）、
一
六
五
頁
。
そ
の
経
緯
は
、
桑
田
忠
親
『
千
利
休
研
究
』
東
京
堂
出

版
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）、
二
六
七
頁
に
詳
し
い
。

（
55
）　

村
井
康
彦
「
少
庵
と
道
安
（
そ
の
一
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
十
月
号
、
一
九
頁
。

（
56
）　

村
井
康
彦
、
同
右
論
文
、
一
八
頁
。

（
57
）　

村
井
康
彦
、「
少
庵
と
道
安
（
そ
の
三
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
二
年

（
一
九
七
七
）
十
二
月
号
、
二
一
頁
。

（
58
）　
「『
一
黙
稿
』
に
は
春
屋
和
尚
が
宗
旦
の
詩
に
和
し
た
「
和
旦
少
年
試
春

韵
」
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
正
月
、「
漫
依
旦
公
蔵
局
追
悼
竹
渓
宗
安
禅

人
韵
末
」
が
文
禄
三
年
四
月
と
あ
り
、
こ
の
時
期
ま
で
は
大
徳
寺
に
あ
っ
た
と

考
え
る
の
が
一
般
的
な
理
解
と
な
っ
て
い
る
。」
村
井
康
彦
「
少
庵
と
道
安

（
そ
の
四
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
一
月
号
、
九
四
頁
。

（
59
）　

村
井
康
彦
、
同
右
論
文
、
九
五
頁
。
な
お
、
千
宗
守
の
生
年
の
根
拠
は

「
延
宝
三
年
十
二
月
十
九
日
没
、
行
年
八
十
三
歳
か
ら
逆
算
」
と
し
て
い
る
。

（
60
）　

村
井
康
彦
、
同
右
論
文
、
九
五
頁
。

（
61
）　

筒
井
紘
一
「
宗
拙
作
『
打
く
も
り
』
茶
杓
と
三
宅
亡
羊
画
像　

千
家
再
興

遺
聞　

」『
淡
交
』
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
十
二
月
号
、
一
七
三
頁
。

（
62
）　
「
慧
光
寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
一
翁
の
生
年
は
こ
れ
ま
で
の
説
を
十
一

年
繰
り
上
げ
て
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
と
な
り
、
宗
旦
が
二
十
八
歳
の
時
の

子
と
な
り
ま
す
。」
大
江
崇
之
「
智
照
山
墓
所
石
碑
配
当
之
図
と
智
照
山
慧
光

寺
過
去
帳
」『
起
風
』
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
秋
季
号
、
官
休
庵
、
八
〇

頁
。

（
63
）　

小
松
茂
美
『
利
休
の
死
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、

二
七
九
頁
。　

（
64
）　

た
だ
し
、
小
松
茂
美
は
、
お
亀
に
つ
い
て
、「『
お
亀
と
い
ふ
は
、
居
士

（
利
休
）
が
娘
に
し
て
、
少
庵
が
妹
な
り
』
と
い
う
。
と
な
る
と
、
こ
の
記
載

を
信
ず
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
母
は
宗
恩
。
お
そ
ら
く
は
、
宗
恩
が
利
休

の
家
に
再
嫁
す
る
以
前
に
、
利
休
と
の
間
に
出
産
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
」（
小
松
茂
美
、
同
右
書
、
二
七
七
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
お

亀
と
千
少
庵
と
は
異
父
同
母
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
65
）　

前
掲
、
米
原
正
義
『
天
下
一
名
人　

千
利
休
』
巻
末
資
料
。

（
66
）　

矢
部
誠
一
郎
「
利
休
の
家
族
」
米
原
正
義
編
『
千
利
休
の
す
べ
て
』
新
人

物
往
来
社
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）、
二
七
頁
。

（
67
）　

清
瀬
ふ
さ
子
「
千
少
庵
筆
『
云
置
き
』
の
こ
と
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
五

十
三
年
（
一
九
七
八
）
二
月
号
、
六
六
頁
。

（
68
）　

清
瀬
ふ
さ
子
、
同
右
論
文
、
六
七
頁
。

（
69
）　

芳
賀
幸
四
郎
『
わ
び
茶
の
研
究
』
淡
交
社
、
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七

八
）、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

（
70
）　
「
そ
も
そ
も
少
庵
に
嫁
し
た
と
い
う
利
休
の
娘
に
関
す
る
史
料
は
存
在
し

な
い
。」
中
村
修
也
「
千
少
庵
論
」
熊
倉
功
夫
編
『
茶
人
と
茶
の
湯
の
研
究
』、
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思
文
閣
出
版
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、
六
三
頁
。

（
71
）　
「
宗
旦
は
、
少
庵
と
妻
の
お
ち
ょ
う
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
少
庵
は
宗
恩

と
能
役
者
宮
王
三
郎
三
入
と
の
間
に
生
ま
れ
、
利
休
の
養
子
と
な
っ
た
人
物
で

あ
る
が
、
お
ち
ょ
う
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。（
略
）
こ
れ
ま
で
お
ち

ょ
う
と
い
う
人
は
利
休
の
娘
の
亀
で
あ
る
と
さ
れ
、
少
庵
は
養
子
で
あ
っ
た
が

利
休
の
娘
と
結
婚
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
亀
は
万
代
屋
宗
安
の
妻
で
あ
る

こ
と
が
『
利
休
由
緒
書
』
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
説
の
可
能
性
が
低
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。」
熊
倉
功
夫
「
千
宗
旦
の
生
涯　

第
一
回　

利
休
と
宗
旦
」

『
茶
湯
』
三
七
五
号
、
茶
の
湯
同
好
会
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
一
頁
。

（
72
）　

千
原
弘
臣
『
利
休
の
年
譜
』
淡
交
社
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、

三
三
六
頁
。

（
73
）　

千
原
弘
臣
は
、「
何
故
か
江
岑
と
宗
徧
の
こ
の
記
述
は
見
逃
さ
れ
、
お
亀

は
少
庵
の
妻
と
誤
ら
れ
て
い
る
。
お
亀
は
宗
安
没
後
、
万
代
屋
の
後
家
と
し
て

千
家
一
族
に
知
ら
れ
て
い
た
」（
千
原
弘
臣
『
元
伯
宗
旦
』
淡
交
社
、
平
成
元

年
︹
一
九
八
九
︺、
二
四
頁
）
と
も
の
べ
て
い
る
。

（
74
）　

千
原
弘
臣
、
前
掲
『
利
休
の
年
譜
』
三
六
六
、
三
四
四
、
三
三
三
頁
、
三

九
〇
頁
。

（
75
）　

千
原
弘
臣
は
、「
宗
旦
が
少
庵
を
利
休
の
せ
が
れ
と
書
い
た
注
目
す
べ
き

書
状
」
を
も
っ
て
「
宗
旦
の
父
が
少
庵
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
利

休
・
少
庵
・
宗
旦
・
江
岑
の
茶
の
系
譜
を
も
表
わ
す
」
と
主
張
す
る
が
、
飛
躍

が
過
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
引
用
は
、
千
原
弘
臣
、
前
掲
『
元
伯
宗

旦
』
一
三
頁
）。

（
76
）　

表
千
家
本
の
翻
刻
は
、
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
数
江
教
一
「
千
利
休

由
緒
書
に
つ
い
て
」
千
宗
左
（
即
中
斎
）
編
『
表
千
家
』
角
川
書
店
、
昭
和
四

十
年
（
一
九
六
五
）、
六
三
～
七
〇
頁
。『
利
休
大
事
典
』
淡
交
社
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）、
六
五
二
～
六
五
九
頁
。
な
お
、
杉
本
捷
雄
は
、
高
木
文
編
著

『
茶
聖
利
休
居
士
記
録
』
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
所
収
の
養
翠
亭
蔵
本
と

表
千
家
本
と
を
校
合
翻
刻
し
て
い
る
（
杉
本
捷
雄
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』

（
淡
交
社
、
昭
和
四
十
五
年
︹
一
九
七
〇
︺）
三
二
一
～
三
三
一
頁
）。

（
77
）　

内
閣
文
庫
本
の
翻
刻
は
、
熊
倉
功
夫
・
氏
家
幹
人
「
千
利
休
伝
記
」『
茶

道
聚
錦
』
第
三
巻
、
小
学
館
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）、
二
九
八
～
三

〇
四
頁
。

（
78
）　

数
江
教
一
、
前
掲
「
千
利
休
由
緒
書
に
つ
い
て
」
六
九
頁
。
な
お
、
当
該

部
分
は
内
閣
文
庫
本
に
は
な
い
（
熊
倉
功
夫
・
氏
家
幹
人
、
前
掲
「
千
利
休
伝

記
」
三
〇
三
～
三
〇
四
頁
）。

（
79
）　

前
掲
『
利
休
大
事
典
』
六
六
二
頁
。

（
80
）　

注
28
に
お
い
て
の
べ
た
と
お
り
。
詳
細
は
定
か
で
は
な
い
。
杉
本
捷
雄
の

引
用
文
の
内
容
か
ら
判
断
す
れ
ば
、『
敞
帚
記
補
』
は
『
敞
帚
記
』
成
立
後
に

著
さ
れ
、
性
格
も
異
な
る
書
物
の
よ
う
に
思
え
る
。

（
81
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』
一
三
六
頁
。

（
82
）　

鈴
木
半
茶
、
前
掲
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
五
）」
五
五
頁
。

（
83
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
「
慶
長
八
年
春
屋
宗
園
賛
利
休
坐
像
に
つ
い
て
」
八
頁
。

（
84
）　

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
成
立
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

高
木
文
編
著
『
茶
聖
利
休
居
士
記
録
』
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
写
真
版

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
杉
本
捷
雄
が
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』

三
〇
三
～
三
二
一
頁
に
翻
刻
、
掲
載
し
て
い
る
。

（
85
）　

鈴
木
半
茶
、
前
掲
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
五
）」
五
五
頁
。

（
86
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
「
慶
長
八
年
春
屋
宗
園
賛
利
休
坐
像
に
つ
い
て
」
八
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

頁
。 

（
87
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』
一
三
六
頁
。

（
88
）　

村
井
康
彦
、
前
掲
「
少
庵
と
道
安
」（
そ
の
四
）
九
七
頁
。

（
89
）　

引
用
は
、『
言
海
』
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、
六
二
八
版
を
復
刻
し
た

『
言
海
』
筑
摩
書
房
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）、
二
二
九
頁
に
よ
る
。

（
90
）　

土
井
忠
生
ほ
か
編
訳
『
邦
訳

日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）、
三
三
三
頁
。

（
91
）　

中
村
修
也
、
前
掲
「
千
少
庵
論
」
六
四
頁
。

（
92
）　

吉
田
堯
文
「
お
ち
や
う
宛
の
文
」『
わ
び
』
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）

七
月
号
、
口
絵
お
よ
び
一
三
～
一
四
頁
。
引
用
は
、
一
三
、
一
四
頁
。

（
93
）　

鈴
木
半
茶
、
前
掲
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
五
）」
五
六
頁
。

（
94
）　

杉
本
捷
雄
「
文
禄
、
慶
長
利
休
像
余
談
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
八
月
号
、
五
六
頁
。

（
95
）　

杉
本
捷
雄
「
少
庵
内
室
の
こ
と
ど
も　

亀
女
礼
讃　

」『
茶
道
雑
誌
』
昭

和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
号
、
八
九
～
九
〇
頁
。
な
お
、
つ
ぎ
の
二

つ
の
引
用
は
、
九
〇
頁
。

（
96
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』
一
三
八
頁
。
つ
ぎ
の
引
用
は
、

一
三
八
～
一
三
九
頁
。

（
97
）　
「
お
ち
や
う
」
を
「
お
蝶
」
と
の
べ
た
杉
本
捷
雄
が
「
お
長
」
に
見
解
を

変
更
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
角
田
文
衞
『
日
本
の
女
性
名
』
国
書
刊
行
会
、
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
よ
る
と
、
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に

「（
お
）
ち
や
う
」（
二
四
〇
、
二
六
二
、
二
七
九
、
二
八
三
、
二
九
〇
頁
）
あ

る
い
は
「
長
」（
二
八
一
、
二
九
〇
頁
）
と
い
う
名
前
の
実
例
は
、
い
く
つ
か

み
ら
れ
る
が
、「
て
ふ
」
あ
る
い
は
「
蝶
」
と
い
う
名
前
の
実
例
は
見
当
た
ら

な
い
。
結
局
、
杉
本
捷
雄
が
「
女
性
の
俗
字
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
っ
と
も
穏

当
な
字
は
、
や
は
り
『
お
蝶
』
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
ま
い
」
と
断
定
的
に
の

べ
た
こ
と
は
、
何
ら
根
拠
も
な
い
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
98
）　
“
幼
名
”
で
あ
る
と
い
う
説
明
に
つ
い
て
、
村
井
康
彦
も
否
定
は
し
な
い

が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
近
世
史
研
究
か
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　

男
性
は
成
人
す
る
と
幼
名
か
ら
成
人
名
に
改
め
、
当
主
に
な
る
と
家
名

を
襲
名
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
女
性
は
、
嫁
ぎ
先
で
同
名
の
女
性

が
い
る
場
合
な
ど
を
除
い
て
、
出
生
時
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
を
大
人
に
な

っ
て
か
ら
も
変
え
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。（
大
藤
修
「
小
経
営
・
家
・

共
同
体
」『
日
本
史
講
座
第
六
巻　

近
世
社
会
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、

平
成
十
七
年
〔
二
〇
〇
五
〕、
二
〇
頁
）

　
　

身
分
制
が
厳
格
と
な
っ
た
江
戸
時
代
と
、
安
土
桃
山
時
代
と
で
は
、
違
い
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
の
判
断
材
料
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

（
99
）　

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
の
杉
本
捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周

辺
』
に
は
、「
少
庵
内
室
の
こ
と
ど
も　

亀
女
礼
讃　

」
と
し
て
、『
茶
道
雑

誌
』
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
号
に
発
表
し
た
論
文
と
同
じ
表
題

の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
一
三
五
～
一
四
五
頁
）。
内
容
は
、
お
お
む
ね

表
現
の
修
正
程
度
で
あ
る
が
、「
お
ち
や
う
」
と
「
お
亀
」
と
の
名
前
の
違
い

に
関
す
る
部
分
（
一
三
八
～
一
三
九
頁
）
に
つ
い
て
は
、
全
面
的
に
書
き
あ
ら

た
め
ら
れ
て
い
る
。

（
100
）　

小
松
茂
美
『
利
休
の
手
紙
』
小
学
館
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）、
三

四
五
頁
。

（
101
）　

村
井
康
彦
、
前
掲
「
少
庵
と
道
安
」（
そ
の
四
）
九
七
頁
。

（
102
）　

こ
の
問
題
に
一
応
の
検
討
を
く
わ
え
た
の
は
、
山
田
無
庵
『
キ
リ
シ
タ
ン
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千
利
休　

賜
死
事
件
の
謎
を
解
く
』（
河
出
書
房
新
社
、
平
成
七
年
︹
一
九
九

五
︺）
で
あ
る
。
長
く
な
る
が
当
該
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　
　
「
お
亀
」
と
「
お
ち
よ
う
」
の
二
つ
の
呼
び
名
に
つ
い
て
す
こ
し
一
般

的
な
こ
と
を
述
べ
て
お
こ
う
。
角
田
文
衞
『
日
本
の
女
性
名
（
中
）』
に

よ
れ
ば
、
室
町
時
代
の
公
家
・
武
士
の
社
会
で
は
男
子
は
五
、
六
歳
こ
ろ

か
ら
二
十
歳
く
ら
い
の
間
に
元
服
の
式
を
行
い
、
幼
名
な
い
し
通
称
を
改

め
て
諱
（
名
乗
）
を
つ
け
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
と
い
う
。
女
性
に
つ
い

て
は
元
服
に
対
す
る
裳
着
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
諱
は
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
裳
着
の
前
後
、
ま
た
は
結
婚
の
前
、

あ
る
い
は
宮
仕
え
の
際
に
、
諱
、
す
な
わ
ち
実
名
が
定
め
ら
れ
た
、
と
い

う
（
七
七
頁
）。
桃
山
時
代
に
も
武
将
の
娘
の
名
前
が
変
え
ら
れ
る
こ
と

は
角
田
『
日
本
の
女
性
名
』
に
実
例
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
普
通
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
利
休
の
場
合
、
武
士
で
は
な
い
の
で
、
女
子
の
場

合
に
幼
児
名
と
実
名
を
も
つ
こ
と
が
一
般
的
な
も
の
か
ど
う
か
判
断
で
き

な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は

な
い
よ
う
に
思
う
。（
七
〇
～
七
一
頁
）

　
　

こ
の
引
用
は
い
か
に
も
不
適
切
で
あ
る
。
引
用
文
の
最
後
の
「
す
な
わ
ち
実

名
が
定
め
ら
れ
た
」
に
つ
づ
く
角
田
文
衞
の
つ
ぎ
の
文
章
を
紹
介
す
れ
ば
、
そ

の
結
論
は
逆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
、
南
北
朝
時
代
か
ら
乱
世
に
つ
づ
き
、
公
家
社
会
が
衰
微
す

る
と
、
女
子
の
裳
着
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
実
名
も
与
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
叙
位
さ
れ
た
り
、
女
房
と
し
て
参
仕
す
る
一
握
り
の
婦

人
を
除
け
ば
、
女
性
は
童
名
や
愛
称
を
そ
の
ま
ま
持
ち
つ
づ
け
、
結
婚
し

て
も
そ
れ
を
変
更
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。（
角
田
文
衞
、
前
掲
書
、
二

〇
五
頁
）

　
　

そ
も
そ
も
、
こ
の
記
述
は
、
室
町
時
代
の
「
貴
族
女
性
の
通
常
名
」
の
一
部

で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
実
名
と
は
、「
伝
統
的
か
つ
古
典
的
な
×
子
型
の
女
性

名
」（
角
田
文
衞
、
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
お
亀
」
と
か

「
お
ち
や
う
」
と
か
の
類
で
は
な
い
。
山
田
無
庵
は
、「
桃
山
時
代
に
も
武
将
の

娘
の
名
前
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
角
田
『
日
本
の
女
性
名
』
に
実
例
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
の
べ
る
が
、
叙
位
を
受
け

る
な
ど
の
き
わ
め
て
特
殊
な
事
例
で
あ
る
（
角
田
文
衞
、
前
掲
書
、
二
三
七

頁
）。
さ
ら
に
、
山
田
無
庵
は
、「
利
休
の
場
合
、（
略
）
判
断
で
き
な
い
」
と

の
べ
つ
つ
も
、
何
ら
根
拠
も
な
く
「
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
で
は
な
い
」
と
結
論
付

け
て
い
る
。

　
　

も
う
一
点
指
摘
し
て
お
く
。
山
田
無
庵
は
、
前
述
の
引
用
文
の
あ
と
に
つ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　

角
田
『
日
本
の
女
性
名
』
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、「
お
か
め
ひ
ょ

っ
と
こ
」
の
「
お
か
め
」
が
醜
女
を
意
味
す
る
普
通
名
詞
と
し
て
使
用
さ

れ
る
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
、
利

休
の
時
代
に
も
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
り
、
そ
ん
な
に
美
人
で
は
な

か
っ
た
「
お
ち
よ
う
」
を
お
亀
と
利
休
が
愛
称
で
呼
ん
で
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
　

し
か
し
、
こ
の
引
用
も
曲
解
に
満
ち
た
無
責
任
な
も
の
で
あ
る
。
角
田
文
衞

が
の
べ
て
い
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
「
お
か
め
」
と
い
う
名
の
女
性
の
存
在
は
、
そ
れ
が
ま
だ
醜
女
を
意
味

す
る
普
通
名
詞
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
証
し
て
い
る
。
か
め
0

0

（
龜
）
と
い
う
名
は
、
こ
の
時
代
に
は
最
も
あ
り
ふ
れ
た
女
性
名
で
あ
っ
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

て
、
家
康
の
側
室
の
志
水
お
か
め
、
家
康
の
娘
の
龜
姫
と
か
（
略
）
な
ど

は
、
容
易
に
念
頭
に
う
か
ぶ
名
で
あ
る
。（
角
田
文
衞
、
前
掲
書
、
二
四

五
～
二
四
六
頁
）

（
103
）　

小
松
重
男
『
旗
本
の
経
済
学
』（
新
潮
社
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
））
に

女
子
改
名
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
主
人
公
（
川
村
修
富
）
の
妻
も
改
名

し
て
い
る
（
一
六
六
頁
）
が
、
長
女
は
二
回
改
名
し
て
い
る
（
九
九
頁
、
一
〇

五
頁
）。

（
104
）　

松
山
吟
松
庵
校
註
・
熊
倉
功
夫
補
訂
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
思
文
閣
出
版
、

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
三
四
三
頁
。

（
105
）　

松
山
吟
松
庵
・
熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
六
〇
頁
。

（
106
）　

松
山
吟
松
庵
・
熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
二
二
頁
。

（
107
）　

中
村
修
也
、
前
掲
「
千
少
庵
論
」
六
二
～
六
三
頁
。

（
108
）　

鈴
木
半
茶
、
前
掲
「
少
庵
伝
小
藁
（
そ
の
五
）」
五
六
頁
。

（
109
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
「
少
庵
内
室
の
こ
と
ど
も　

亀
女
礼
讃　

」
九
三
頁
。

（
110
）　

村
井
康
彦
、
前
掲
「
少
庵
と
道
安
（
そ
の
四
）」
九
五
頁
。

（
111
）　

山
田
無
庵
、
前
掲
書
第
三
章
参
照
。

（
112
）　

松
山
吟
松
庵
・
熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
茶
道
四
祖
伝
書
』。

（
113
）　

数
江
教
一
、
前
掲
「
千
利
休
由
緒
書
」
六
四
頁
参
照
。
杉
本
捷
雄
、
前
掲

『
千
利
休
と
の
そ
の
周
辺
』
三
二
一
～
三
二
二
頁
。
そ
れ
に
対
し
て
、
否
定
的

な
考
え
方
は
、
前
掲
『
利
休
大
事
典
』
六
五
九
頁
。

（
114
）　

熊
倉
功
夫
・
氏
家
幹
人
、
前
掲
「
千
利
休
伝
記
」
二
九
八
～
三
〇
四
頁
。

（
115
）　

数
江
教
一
、
前
掲
「
千
利
休
由
緒
書
に
つ
い
て
」
六
三
～
七
〇
頁
。
杉
本

捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
の
そ
の
周
辺
』
三
二
一
～
三
三
一
頁
。
前
掲
『
利
休

大
事
典
』
六
五
二
～
六
五
九
頁
。

（
116
）　

熊
倉
功
夫
・
氏
家
幹
人
、
前
掲
「
千
利
休
伝
記
」
二
九
八
頁
。

（
117
）　

当
該
資
料
中
に
「
逢
原
（
源
）
斎
口
上
ニ
而
」
と
「
逢
源
斎
口
上
ニ
テ
」

の
二
カ
所
が
あ
る
。
本
文
前
述
は
前
者
の
方
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
方

を
さ
す
。

（
118
）　
『
茶
道
雑
誌
』
に
四
回
連
載
さ
れ
た
千
芳
紀
「
江
岑
宗
左
と
随
流
斎　

新

出
史
料
の
紹
介
と
検
討　

」（
一
）
～
（
四
）
に
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

掲
載
場
所
は
以
下
の
と
お
り
。
第
一
回
同
誌
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
一
月

号
二
二
～
三
〇
頁
、
第
二
回
同
誌
同
年
十
二
月
号
二
二
～
二
九
頁
、
第
三
回
同

誌
平
成
六
年
一
月
号
三
二
～
三
七
頁
、
第
四
回
同
誌
同
年
二
月
号
二
二
～
二
九

頁
。
成
立
の
経
緯
は
、
第
一
回
の
二
九
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

（
119
）　
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
十
巻
、
淡
交
新
社
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）、

一
〇
五
～
一
三
〇
頁
。
成
立
は
一
三
〇
頁
に
紹
介
が
あ
る
。

（
120
）　

前
掲
「
茶
祖
的
伝
」『
茶
湯
』
六
号
、
三
七
～
五
九
頁
。

（
121
）　

前
掲
「
茶
祖
的
伝
」『
茶
湯
』
六
号
、
三
九
頁
。
解
題
は
筒
井
紘
一
。

（
122
）　

注
84
に
お
い
て
の
べ
た
と
お
り
。
成
立
の
経
緯
は
、
杉
本
捷
雄
、
前
掲

『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』
三
〇
四
頁
。

（
123
）　

松
山
吟
松
庵
・
熊
倉
功
夫
、
前
掲
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
二
二
頁
。

（
124
）　

北
条
氏
規
は
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
に
生
ま
れ
、
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
に
死
去
し
て
い
る
。
そ
の
娘
が
松
永
久
秀
（
天
正
五
年
〔
一
五
七
七
〕

没
）
に
嫁
す
の
は
、
年
齢
的
に
無
理
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
娘
が
千
少
庵

（
天
文
十
五
年
〔
一
五
四
六
〕
生
）
を
産
む
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。

（
125
）　

前
掲
「
茶
祖
的
伝
」『
茶
湯
』
六
号
、
五
二
頁
。
ま
た
、
五
〇
頁
に
は

「
道
安
の
実
子
ハ
元
伯
宗
旦
也
」
と
あ
る
。

（
126
）　

数
江
教
一
、
前
掲
「
千
利
休
由
緒
書
に
つ
い
て
」
六
七
、
六
八
頁
。
杉
本
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捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
の
そ
の
周
辺
』
三
二
五
、
三
二
七
頁
。
前
掲
『
利
休

大
事
典
』
六
五
五
、
六
五
六
頁
。
熊
倉
功
夫
・
氏
家
幹
人
、
前
掲
「
千
利
休
伝

記
」
三
〇
一
、
三
〇
三
頁
。

（
127
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
『
千
利
休
と
そ
の
周
辺
』
三
〇
六
頁
。

（
128
）　

本
文
で
紹
介
し
た
以
外
に
、
熊
倉
功
夫
「
若
き
日
の
千
利
休
『
千
利
休
由

緒
書
』」『
茶
道
雑
誌
』
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
二
月
号
に
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
が
千
家
で
公
表
し
た
由
緒
で
す
。（
略
）
た
だ
し
、
こ
の
時
代
は

大
名
か
ら
庶
民
ま
で
、
家
の
由
緒
と
か
系
図
と
か
を
こ
し
ら
え
る
の
が
大

流
行
し
た
の
で
す
か
ら
、
由
緒
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
鵜
飲
み
に
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
つ
の
伝
承
と
し
て
読
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
五
六
頁
）

（
129
）　

芳
賀
幸
四
郎
『
千
利
休
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

初
版
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
新
装
版
、
二
六
五
頁
。

（
130
）　

芳
賀
幸
四
郎
、
同
右
書
、
二
七
一
頁
。

（
131
）　

西
山
松
之
助
「
家
元
の
研
究
」『
西
山
松
之
助
著
作
集
』
第
一
巻
、
吉
川

弘
文
館
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
三
四
五
頁
。

（
132
）　

西
山
松
之
助
は
、
茶
の
湯
に
お
け
る
こ
の
現
象
を
「
寛
文
・
延
宝
か
ら
元

禄
に
い
た
る
十
七
世
紀
末
」（
西
山
、
同
右
書
、
三
四
五
頁
）
の
時
期
の
問
題

と
し
て
論
じ
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
『
千
利

休
由
緒
書
』
は
年
代
的
に
先
行
す
る
し
、
そ
の
内
容
も
萌
芽
的
な
印
象
が
あ
る
。

（
133
）　

村
井
康
彦
、
前
掲
『
千
利
休　

そ
の
生
涯
と
茶
湯
の
意
味
』
五
一
～
五
二

頁
。

（
134
）　

神
津
朝
夫
『
千
利
休
の
「
わ
び
」
と
は
な
に
か
』
角
川
学
芸
出
版
、
平
成

十
七
年
（
二
〇
〇
五
）、
六
三
頁
。

（
135
）　

熊
倉
功
夫
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
宮
王
三
入
の
お
か
げ
で
難
を
の
が
れ
た

松
永
久
秀
が
、
宮
王
三
入
の
後
家
を
養
女
と
し
て
、
千
利
休
に
嫁
が
せ
た
と
い

う
解
釈
を
試
み
て
い
る
（
熊
倉
功
夫
「
千
少
庵
伝
断
章
」『
禅
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
二
十
六
号
、
禅
文
化
研
究
所
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
二
二
五

頁
）。
筆
者
は
、
北
条
氏
規
の
女
説
な
ど
を
考
え
る
と
、
千
家
に
な
ん
ら
か
の

関
係
（
こ
の
場
合
は
資
料
に
名
前
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
）
が
あ
っ
た
著
名
人

の
名
前
が
、
弟
子
な
ど
の
周
辺
の
人
々
に
よ
っ
て
も
て
は
や
さ
れ
て
尾
鰭
が
つ

い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

（
136
）　

表
千
家
の
弟
子
で
あ
る
稲
垣
休
叟
が
著
し
た
『
茶
祖
的
伝
』
に
北
条
美
濃

守
氏
規
の
女
と
か
、
道
安
実
子
説
と
か
、
表
５
の
上
で
も
格
段
に
“
一
線
を
越

え
る
”
内
容
で
あ
る
の
は
、
弟
子
た
ち
が
千
家
に
対
し
て
「
か
く
あ
れ
か
し
」

と
念
願
し
た
こ
と
が
直
截
に
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
と
理
解
で
き
る
。

（
137
）　

千
宗
左
（
即
中
斎
）「
少
庵
三
百
五
十
年
忌
に
語
る
」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
十
一
月
号
、
二
八
頁
。

（
138
）　

千
宗
左
（
即
中
斎
）、
同
右
論
文
、
三
一
頁
。

（
139
）　

そ
の
後
、
表
千
家
第
十
四
代
千
宗
左
（
而
妙
斎
）
は
、
少
々
不
思
議
な
発

言
を
し
て
い
る
。
著
書
の
『
茶
の
湯
随
想
』（
主
婦
の
友
社
、
平
成
十
三
年

〔
二
〇
〇
一
〕、
二
二
七
頁
）
に
お
い
て
、

　
　
　

利
休
の
辞
世
と
は
別
に
、
妻
宗
恩
あ
て
の
一
首
と
し
て
、

　
　
　
　

利
休
め
は
と
か
く
み
よ
う
か
（
冥
加
）
の
も
の
ぞ
か
し

　
　
　
　

か
ん
せ
う
し
や
う
（
菅
丞
相
）
に
な
る
と
お
も
へ
は

　
　
　

の
狂
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。（
傍
線
筆
者
）

　

と
紹
介
し
て
い
る
。「
利
休
血
脈
論
争
」
の
な
か
で
は
、
こ
の
狂
歌
は
、
千
利
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千宗旦の出自をめぐる「利休血脈論争」について

休
娘
か
つ
千
少
庵
妻
で
あ
る
お
亀
宛
の
も
の
と
さ
れ
、「
利
休
娘
実
子
説
」
の

も
っ
と
も
重
要
な
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
妻
宗
恩

あ
て
」
と
い
う
解
釈
を
示
す
こ
と
は
、「
お
亀
」
＝
「
千
利
休
娘
」
＝
「
千
少

庵
妻
」
の
構
図
を
く
ず
す
も
の
で
あ
り
、「
お
亀
」
の
存
在
自
体
の
否
定
に
至

る
こ
と
と
な
る
。

（
140
）　

千
宗
左
（
即
中
斎
）、
前
掲
、
二
七
頁
。

（
141
）　

杉
本
捷
雄
、
前
掲
「
文
禄
、
慶
長
利
休
像
余
談
」
五
四
頁
。

（
142
）　

二
つ
の
引
用
は
、
磯
野
風
船
子
「
少
庵
の
父
を
文
学
的
に
考
察
す
る

（
一
）」『
茶
道
雑
誌
』
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）一
月
号
、
三
六
、
三
七
頁
。

（
143
）　

村
井
康
彦
、
前
掲
「
少
庵
と
道
安
（
そ
の
四
）」
九
八
頁
。 

（
144
）　

西
山
松
之
助
、
前
掲
「
家
元
の
研
究
」
二
一
頁
ほ
か
。

（
145
）　

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
西
山
松
之
助
、
前
掲
「
家
元
の
研
究
」
三
五
六

～
三
六
四
頁
参
照
。

（
146
）　

谷
晃
『
わ
か
り
や
す
い
茶
の
湯
の
文
化
』（
淡
交
社
、
平
成
十
七
年
（
二

〇
〇
五
））
第
三
章
茶
の
湯
の
歴
史
に
お
い
て
、
近
代
数
寄
者
の
活
躍
の
時
代

の
つ
ぎ
の
時
代
区
分
は
「
９　

女
性
の
進
出
と
家
元
の
復
権
」
と
し
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

（
147
）　

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
五
十
五

年
（
一
九
八
〇
）、
三
二
五
頁
。

（
148
）　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
封
建
制
批
判
の
観
点
か
ら
、
家
元
に
対
す
る
学

問
的
研
究
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
た
。
主
な
論
者
と
し
て
、
川
島
武
宜
（「
家
元

制
度
」
思
想
の
科
学
研
究
会
編
『
芽
』
第
四
号
、
建
民
社
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
））、
林
屋
辰
三
郎
（「
家
元
制
度
の
確
立
」
同
『
芽
』
第
四
号
）
ら

が
あ
げ
ら
れ
る
。
家
元
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
こ
の
こ
ろ
に
は
じ
ま
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
149
）　

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
、
有
史
以
来
の
好
景
気
と
い
う
意
味
の

「
神
武
景
気
」
に
は
じ
ま
り
、
日
本
経
済
は
高
度
成
長
状
況
を
継
続
し
た
。
経

済
成
長
率
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
）
は
実
質
７
～
８
％
に
お
よ
び
、「
奇
跡
の
復

興
」
と
呼
ば
れ
、
世
界
経
済
の
な
か
で
も
際
立
っ
た
存
在
だ
っ
た
。
こ
の
状
況

は
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
終
焉
を
む
か
え
た
。

（
150
）　

熊
倉
功
夫
「
日
本
茶
道
全
史
の
構
想
」
木
芽
文
庫
編
『
茶
湯
』
二
十
三
号
、

思
文
閣
出
版
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）、
一
一
頁
。

（
151
）　

経
済
史
家
で
あ
る
戸
上
一
は
、
人
々
の
意
識
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
こ

の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
日
本
社
会
の
変
容
を
重
視
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
て
い
る
。

　
　
　

事
態
を
一
変
さ
せ
た
の
は
、
日
本
経
済
の
高
度
経
済
成
長
と
テ
レ
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
の
普
及
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
一
億
総
中
流
化
が
す

す
み
、
小
金
を
蓄
え
た
大
衆
が
、
何
ら
か
の
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
を

も
と
め
て
蠢
動
し
は
じ
め
る
。
そ
う
し
た
大
衆
の
文
化
的
欲
求
を
巧
み
に

受
け
と
め
た
芸
能
が
茶
道
で
あ
っ
た
。
宗
匠
た
ち
は
、
個
の
面
貌
を
も
た

ぬ
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
大
衆
向
け
出
版
物
を
、
従
属
を
必
要
と
せ
ぬ
新
た

な
庇
護
者
と
し
て
、
自
立
と
繁
栄
へ
の
途
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
危
険
で
、

気
紛
れ
な
権
力
者
は
、
疾
く
姿
を
消
し
、
茶
の
湯
者
・
宗
匠
が
文
字
通
り

茶
室
の
亭
主
に
お
さ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
上
、
ま
こ
と
に

希
有
な
現
象
で
あ
っ
た
。（
戸
上
一
『
千
利
休　

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
』

刀
水
書
房
、
平
成
十
年
〔
一
九
九
八
〕、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）

（
152
）　

千
宗
室
（
鵬
雲
斎
）『
茶
の
心
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九

七
一
）、
七
頁
。
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（
153
）　

前
注
の
引
用
文
の
省
略
部
分
。

（
154
）　
『
淡
交
』
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
号
、
淡
交
社
、
巻
頭
折
込
の

裏
面
。


